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長原遺跡東部地区発掘調査報告 Ⅷ

2005.3

本報告書では大阪市平野区の長原遺跡

で行われた 2件の発掘調査の成果を報告

する。

発見された遺構は、竪穴住居など弥生

時代の遺構群、畠遺構の可能性がある古

墳時代の溝群、奈良時代の流路などであ

る。遺物に関しては、飛鳥時代の土器群

のほか、古墳時代の木製品や里木Ⅱ式と

みられる縄文土器も出土 している。

また、古墳時代の溝群と、栽培 。有用

植物を含む多量の植物種子が出土 した弥

生時代の井戸に関しては、珪藻・植物珪

酸体・花粉・種実 。寄生虫など微細化石

の分析により、遺構の性格や古環境につ

いて検討を行っている。
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本書は、2002年度に行った大阪市長吉東部地区土地区画整理事業に伴う発掘調査の成果

をまとめたものであり、シリーズの第 8冊 日となる。

今回の調査では、奈良時代の流路、古墳時代の溝群、弥生時代の集落、縄文時代の流路な

どが見つかつた。そうした調査の結果は、遺構の連続性、地形と土地利用の関連性など、い

ずれも本シリーズで収録してきた、これまでの調査成果と密接な繋がりをもつものである。

長原遺跡の中では実態の不明な部分の多かった東北地区についても、近年の調査の進展とと

もにその理解が点から面へと有機的に拡がりつつあるといえよう。

最後に、発掘調査ならびに報告書刊行に当つてご尽力を賜った、大阪市建設局ならびに周

辺住民の皆様をはじめとする関係者各位に心より感謝の意を表したい。

2005笙F3月

財団法人 大阪市文化財協会

理事長 脇 田  修
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一、本書は財団法人大阪市文化財協会が2002年度に実施した、大阪市建設局長吉東部土地区画整理事務所による平野

区長吉出戸 8丁目(NG02-1次、NGは長原遺跡を示す)な らびに長吉六反 1丁目(NG02-5次 )の土地区画整理事業

に伴う発掘調査の報告書である。

一、発掘調査は、財団法人大阪市文化財協会調査課長京嶋覚(当時、現研究資料課長)の指揮のもと、調査課池田研が行つ

た。調査の面積 。期間などは第 I章第 1節表 2に示した。本書の編集は、京嶋及び長原調査事務所長積山洋の指導

のもと、池田が行った。執筆は第Ⅲ章を除いて池田が担当し、英文要旨の作成にはケンブリッジ大学大学院中西裕

見子氏よりご助力を賜つた。

一、発掘調査と報告書作成の費用は、大阪市建設局が負担した。

一、第Ⅲ章第 2節に収録した井戸の環境考古学分析は、古環境研究所金原正子氏・奈良教育大学金原正明氏・独立行政

法人奈良文化財研究所宮路淳子氏より、同章第4節に収録した動物遺存体分析は、独立行政法人奈良文化財研究所

宮路淳子・松井章の両氏より玉稿を賜つた。

一、第Ⅲ章第 1・ 3節に収録した花粉・珪藻・プラントオパール・種実・昆虫・樹種の各分析 。同定はパリノ・サーヴェ

イ株式会社に委託した。

一、本調査の基準点測量はアジア航測株式会社(NG02-1次 )、 株式会社パスコ(NG02-5次 )に委託した。

一、遺構写真はおもに調査担当者が撮影し、一部を徳永囲治氏に委託した。遺物写真の撮影は内田真紀子氏に委託した。

一、発掘調査で得られた遺物 。図面 。写真などの資料はすべて大阪市文化財協会が保管している。

一、発掘調査から本書の作成に係わる作業には補助員諸氏の協力を得た。深く感謝の意を表したい。
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本書で用いた層位学・堆積学的用語については、[趙哲済1995]に 準じる。また、本書における地層名は、調査現場にお

ける層序を用いている。なお、「長原遺跡東北地区の基本層序」(六反層序)と の対比はレ寸元健-2003]、 「長原標準

層序」(長原層序)と の対比は[趙哲済2001]に 基づき行い(別表 1・ 2)、 本文中では六反層序の表記には「RK」 を冠

し、長原層序の表記には「NG」 を冠している。

本書における遺構名の表記には、建物はSB、 柱穴はSP、 土墳はSK、 畦畔はSR、 溝はSD、 自然流路はNR、 その

他のものはSXを それぞれ冠している。遺構番号は溝群など夕1外を除いて3桁の数字で表し、最初の数字は遺構の

属する現場層序の地層番号を付している。一例をあげれば、第 7層層準の溝SD01は「SD701」 となる。

遺物には原則として本書での通し番号を順に付している。ただし、弥生時代以前の石器遺物については当協会が個

別に付与した石器登録番号を、動物遺体については遺物取上げ時の登録番号(R番号)を使用している。

水準点はT.P.値 (東京湾平均海面値)を用い、本文中では「TP±Om」 と記した。また、座標値は「測地成果2000」 に

基づく。

本書で用いた地層の土色は1/1ヽ山正忠・竹原秀雄1996]に従つた。

木製品に関する用語は[奈良国立文化財研究所1993]に準拠した。

本書で用いた土器編年と器種名については次の文献に拠つた。本文中では煩雑を避けるため、これら引用文献をそ

の都度提示することは割愛している。弥生土器 :[寺沢薫・森井貞雄1989]、 古墳時代の須恵器 :[田辺昭三1981]、

飛′鳥・奈良時代の土器 :[古代の土器研究会1992]、 平安時代の土器 :[佐藤隆1992]、 瓦器 :[森島康雄ほか1995]。
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第 I章 長原遺跡東北地区の発掘調査

第 1節 経緯 と調査地の位置

1)長原遺跡の位置

長原遺跡は大阪平野の南部、大阪市平野区長吉長原 。長原東 。長原西 。出戸 。川辺・六反に所在す

る、後期旧石器時代から近世にかけての複合遺跡である(図 1)。 1973年 に地下鉄谷町線延長工事に

伴う試掘調査で発見されて以降、当遺跡では発掘調査が継続して行われており、遺跡の全体像の解明

が進んでいることや、厚い沖積層の堆積により各時代の遺構面が良好に残存していることでも知られ

ている。調査の進展と同時に遺跡の拡がりが確認され、現在では東西約 2 km、 南北約 2 kmの範囲を8

つの地区に区分し、それぞれ北 。東北 。東 。東南 。中央 。南 。西 。西南地区と呼称している(図 1)。

～ 一
型

|

図 1

|

長原遺跡の地区割と周辺の遺跡
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第I章 長原遺跡東北地区の発掘調査

本書で報告するNG02-1次調査が行われた長吉出戸 8丁目、NG02-5次調査が行われた長吉六反

1丁目は、長原遺跡の東北地区に位置する。東北地区は長原遺跡の中でも低位段丘層以下が地中深く

に埋没し、沖積層が厚く堆積した地域である。東北地区の北 。東端は八尾市との市境であり、北側で

亀井遺跡、東側で木の本・老原 。太子堂遺跡と隣接する。

2)既往の調査

長原遺跡東北地区の調査は、1978～ 1985年 にかけての飛行場幹線特殊マンホール建設および地下

鉄谷町線延長工事に伴い城山遺跡の名称で実施されたのが始まりである。その後、大阪市の下水管渠

工事などに伴う散発的な調査が行われたが、当地区が長吉東部土地区画整理事業の対象地域となった

1995年度以降、年度ごとに発掘調査が継続して実施されており、1995年度から2001年度にかけて、

同事業に伴って実施された発掘調査は計15件 を数える(図 2・ 表 1)。

初年度である1995年度には、都市計画道路長吉 1号線予定地の北端部で1個所の調査を実施し(NG

95-57次 )、 古墳時代後期の柵 (しがらみ)と みられる土手状遺構や流路、飛`鳥時代および平安時代の

掘立柱建物などを検出した。

1996年度には、前年度の調査地の南側の長さ42m部分を対象に調査を実施し(NG96-9次 )、 弥

生時代後期から古墳時代初頭の水田、飛`鳥時代の掘立柱建物などを検出した。また、当年度には大正

川の西側に沿う都市計画道路長吉 3号線予定地も調査の対象となり、大阪市建設局長吉東部土地区画

整理事務所ならびに大阪市教育委員会文化財保護課の立会いのもと、2個所の試掘調査を行つた。そ

の結果、1995年度の調査で検出した古墳時代後期の厚い洪水堆積層に相当する地層が確認されたこ

とから、その下に存在する古墳時代以前の遺構面の調査に対応するため、現地表下 4mま でを調査の

対象とすることとなった。この協議の結果を受けて、長吉 2号線との交差点の北側に当る部分で2個

所の調査を行つた(NG96-40・ 66次 )。 調査では弥生時代後期の水田、古墳時代後期から飛`鳥時代の

掘立柱建物、平安時代の遺構群が検出された。

1997年度には、都市計画道路長吉 2号線予定地で3個所(NG97-12・ 13・ 52次 )、 同長吉 3号線

予定地で1個所(NG97-43次 )、 同敷津長吉線予定地で1個所(NG97-56次 )の合計 5個所で調査を

実施した。中でも本書で報告するNG02-5次調査地の西側に近接するNG97-12・ 52次調査では、

旧石器時代の石器製作址、縄文時代中期以前の流路、縄文時代中期～弥生時代前期の溝・土墳、弥生

時代中期の水田、弥生時代後期～古墳時代前期の土墳・ピット、古墳時代中～後期の土手状遺構、掘

立柱建物を含む飛`鳥時代および平安時代の遺構群などが検出された。旧石器時代の石器製作址からは、

14,000点 に及ぶ剥片とともに、約50点のナイフ形石器や削器などが出土しており、後期旧石器時代

の石器製作技法を検討する上で重要な資料として注目されている。

1998年度には、都市計画道路敷津長吉線予定地で 2個所の調査を実施し(NG98-19・ 20次 )、 古

墳時代中期の盛土遺構とその周辺から、祭祀に伴うと考えられる滑石製勾玉 。臼玉や、多量の土器が

出土した。

1999年度には、都市計画道路敷津長吉線予定地で 2個所の調査を実施し(NG99-19・ 41次 )、 縄
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第1節 経緯と調査地の位置

文時代早期の遺構群、縄文時代中期の住居状遺構、縄文時代後期の炉跡と土器集積、弥生時代から古

墳時代の水田、古代から近世にかけての水田や鋤溝群などを検出した。

2000年度には、都市計画道路敷津長吉線予定地の東端で、 1個所の調査を実施した(NG00-6次 )。

東隣のNG98-20次調査で確認されたものと一連の古墳時代中期の盛土のほか、平安時代の流路が検

出された。また、遺構に伴うものではないが、重弧文軒平瓦をはじめとする古代の瓦や和同開称など

の銅銭が出土した。

2001年度に実施された都市計画道路敷津長吉線予定地における調査(NG01-14次 )は、本書で報

告するNG02-1次調査地の東側に近接する。調査では古墳時代中期および平安時代後期の水田、古

墳時代後期から奈良時代にかけての自然流路が検出された。中でも奈良時代の流路からは墨画土器 。

ミニチュア土器などの祭祀遺物や、ウシ・ウマの骨が大量に出土している。

以上の調査については、それぞれ次年度に整理作業を行い、『長原遺跡東部地区発掘調査報告』I～

Ⅶを刊行し、調査成果を公表している。

一方、同土地区画整理事業に伴う調査以外で、本書で報告するNG02-1・ 5次調査地に近接して

行われた調査としては、NG02-1次調査地の北方約80mに位置するNG83-1次調査がある[大阪市

文化財協会1984a]。 小規模な調査ながら弥生時代前期のビット群、弥生時代中期の住居とみられる

方形遺構、古墳時代中期の柱穴を含むビット群などが検出されている。

また、NG02-5次調査地の南西約100mで行われたNG96-79次調査では、平安時代後期から鎌

倉時代にかけての井戸・溝、飛′鳥時代の井戸・溝・土墳、弥生時代後期から庄内式期の井戸・溝といっ

た遺構が検出されたほか、中期後半の里木Ⅱ式に属する縄文土器や後期旧石器時代の石器が出土して

いる[大阪市文化財協会1997]。 そのほか、南西約130mで行われたNG97-41次調査では、縄文時代

晩期から弥生時代前期の流路、弥生時代中期の溝、古墳時代前～中期の水田、奈良時代前後の井戸・

溝、平安時代のビット・溝 。流路などが検出された。近年の調査では、南方約80mで行われたNG02

-9次調査で平安時代の掘立柱建物・溝・水田・ピットなどが検出されたほか、後期旧石器時代の石

器が出土している[大阪市文化財協会2003b]。
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表 1 長原遺跡東北地区における主な調査

調査 お も な 内 容 文 献

城山mh2 弥生時代前～中期周溝墓状遺構、古墳 大阪文化財センター1980

城山mh3 弥生時代中期遺物、古墳時代大溝、奈良時代遺物 大阪文化財センター1980

城山 B・ C区 弥生時代中期方形周溝墓、古墳、飛鳥時代自然流路 大阪文化財センター1986a

成山 D・ E・ F区 弥生時代中・後期集落、古墳時代中期水田・土壌、飛′鳥～平安時代溝、中世水田 大阪文化財センター1986b

城山G区 弥生時代土坂群、飛鳥時代～中世水田 大阪文化財センター1986c

NGl 弥生時代中期溝・土壌墓、古墳時代中期溝、飛鳥時代大溝 大阪市文化財協会1978

77年度試掘 奈良時代溝 1大阪市教育委員会・難波宮址顕彰会1978

NG12 飛鳥時代杭列・流路・土器溜まり、平安時代土墳 大阪市文化財協会1979a

NG16 弥生～古墳時代中期遺物、弥生時代溝、古墳時代前 。中期溝・井戸 大阪市文化財協会1979b

NG17 縄文時代晩期・弥生・古墳時代後期遺物 大阪市文化財協会1979c

NG80-1 TP+72mで 奈良時代溝、TP+6.9mで砂層(NG8層 ) 大阪市文化財協会1981a

NG80-2 弥生・古墳時代遺物 大阪市文化財協会1981b

NG23 弥生時代中期遺物、古墳 大阪市文化財協会1980

NG25 縄文時代晩期・弥生時代中期遺物 大阪市文化財協会1980

NG83-1 弥生時代中期住居、古墳時代中期住居 大阪市文化財協会1984a

NG83-5 TP+8.Omで砂層 大阪市文化財協会1984b

NG83-22 TP+7.6mで奈良時代包含層 大阪市文化財協会1984c

NG83-43 TP+7.8mで砂層 大阪市文化財協会1984d

NG83-54 TP+81mで 砂層(NG5層 か) 大阪市文化財協会1984e

NG83-63 弥生時代中期集落、弥生時代後期土器棺墓 大阪市文化財協会1984f

NG83-65 弥生時代中期遺物、古墳時代中期土墳状遺構 大阪市文化財協会1984g

NG84-4 古墳時代中期溝・土壌、飛′鳥時代水田、古墳時代砂層なし 大阪市文化財協会1985a

NG84-18 TP+8.2mで泥質土層 大阪市文化財協会1985b

NG84-49 TP+7.7mで砂層 大阪市文化財協会1985c

NG84-86 弥生時代後期～古墳時代中期遺物、庄内期井戸・建物、古墳時代中期土坂 大阪市文化財協会1985d

NG85-17 縄文時代晩期遺物 大阪市文化財協会1986

NG88-6 TP+78mで砂層 (飛′鳥時代初頭の須恵器が出土)、 飛鳥時代包含層、奈良時代溝 大阪市文化財協会1989

NG95-57 TP+8.2mで砂層 (古墳時代後期中葉の須恵器が出土)、 古墳時代後期柵、平安時代集落 大阪市文化財協会1998a

NG95-77 TP+8.Omで砂層 (古墳時代後期前葉の須恵器が出土 )、 古墳時代後期柵 大阪市文化財協会1996

NG96-9 弥生時代後期水田、TP+82mで 砂層、飛′鳥・平安時代集落 大阪市文化財協会1999

NG96-40 TP+75～82mで砂層、飛′鳥～平安時代溝 大阪市文化財協会1999

NG96-66 弥生時代中期～庄内期遺物、TP+7.8mで砂層、古墳時代後期～奈良時代集落 大阪市文化財協会1999

NG96-79 旧石器・縄文時代遺物、弥生時代後期～庄内式期遺構、飛.鳥 ・平安時代遺構、TP+7.5mで砂層 大阪市文化財協会1997
NG97-12 旧石器時代遺物集中部、縄文時代遺物、古墳中期時代木製品、飛鳥時代籠屋・掘立柱建物 大阪市文化財協会2000

NG97-13 古墳時代自然流路、平安時代溝 大阪市文化財協会2000

NG97-41 縄文時代晩期～弥生時代前期流路、弥生時代中期溝、古墳時代水田、奈良～平安時代遺構 大阪市文化財協会1998b

NG97-43 弥生時代後期溝、古墳時代自然流路、飛′鳥時代溝・土墳 大阪市文化財協会2000

NG97-52 旧石器・縄文時代遺物、古墳時代中期木製品、古墳時代後期土手状遺構、飛.鳥時代遺構 大阪市文化財協会2000

NG97-56 縄文時代後期踏込み跡、平安時代土手状遺構 大阪市文化財協会2000

NG98-19 古墳時代中期土壇状遺構・土師器・須恵器・玉類・製塩土器 大阪市文化財協会2001

NG98-20 古墳時代中～後期流路、古墳時代中期土壇状遺構・竪穴住居、古代～中世耕地 大阪市文化財協会2001

TS97-7 平安時代後期井戸、土坂 八尾市文化財調査研究会2000a

TS98-8 奈良～平安時代初期の小穴、中世井戸 八尾市文化財調査研究会2000b

NG99-15 縄文時代石器集中部、弥生中～後期・古墳中期集落、飛鳥時代耕地 大阪市文化財協会2002b

NG99-19 縄文時代後期土墳、弥生～古墳時代前期水田、平安時代～近世耕地 大阪市文化財協会2002a

NG99-41 後期旧石器時代遺物、縄文時代早～前期住居址、古墳時代前期水田、平安時代流路・土手 大阪市文化財協会2002a

NG00-6 古墳時代中期盛土遺構、古代溝、平安時代流路 大阪市文化財協会2003a

NG00-30 奈良時代ピット、平安時代土坂・流路 大阪市文化財協会2004a

NG01-14 古墳時代前期溝、古墳時代中期水田・溝群、飛鳥～奈良時代流路 (墨画土器・獣骨出土) 大阪市文化財協会2004b

NG01-25 中世水田 大阪市文化財協会2004a

NG02--1 弥生時代中期集落、古墳時代畠状遺構、奈良時代流路 本書収録

NG02-4 古墳時代盛土、中世水田 大阪市文化財協会2004a

NG02-5 縄文時代中～後期土器、弥生時代前～中期溝 。水田、古墳時代前期水田、古墳時代中期木製品 本書収録

NG02-9 旧石器時代遺物、平安時代集落 大阪市文化財協会2003b
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第 2節 発掘調査の経過 と概要

1)NG02-1次調査

本調査地は東西方向の都市計画道路である敷津長吉線予定地内に位置している。これまでの調査に

より調査地は弥生時代から古墳時代中期の集落が営まれた自然堤防である微高地の北東側縁辺に当る

ことが予想された。また、前年度に東隣で行われたNG01-14次調査では、多量の祭祀関連土器や動

物遺体を伴う奈良時代以前の流路のほか、水田など古墳時代前～中期の遺構が検出されている。

そうした調査成果により、本調査地においても弥生時代から古墳時代にかけての遺構面が地表下3.0

～3.5mほ どに達すること、あるいは奈良時代以前の流路のため軟弱な地盤が続いていることが予想

されたことから、前年度と同様にシートパイルによる土留め工事が必要とされた。そのため、工事車

輌の通行や作業のための十分な空間を確保した上で、表 2の通り調査区を設定し、2002年 6月 3日

より準備工事を開始した。調査区内には東端の基準杭から東西方向の中軸に沿い10m間隔で杭を設置

し、東から西に向けて1～ 6区の地区割を行った(図 3)。

7月 1日 からは重機掘削を開始し、まず現代作土層である第1層 までを除去した後、中世から江戸

時代にかけての地層を人力と重機の併用により掘削し、島畠や耕作溝など耕作に伴う遺構を中心とし

た調査を行った。途中、第3a層まで掘削を行った時点で切梁を架設する土留め支保工事を行い、続い

て調査区東半(1～ 3区 )で検出した大規模な奈良時代の流路の調査を行った。流路はNG01-14次調

査で検出された、多量の祭祀関連土器や動物遺体を伴う流路の続きと考えられ、土器 。木製品 。銭貨

(和同開称)。 動物遺体などが出土した。また、奈良時代の流路の下に厚く堆積する水成層からは、飛

鳥時代の土器が良好な状態で多数出土した。本層は飛`鳥時代以前の流路の埋土である可能性が高いが、

限界掘削深度に達したためその分布や層厚を確認することはできなかった。

一方、調査区西半では水浸きの状態で厚く堆積した古墳時代後期から飛鳥時代にかけての地層の下

で、溝群を伴う古墳時代中～後期の暗色帯構成層を検出した。本層は作土層で、溝群は畠の畝間溝で

ある可能性が考えられたことから、遺構を精査するとともに、土壌サンプルを地点別に採取した。土

壌サンプルは理化学分析用のものを除いて、栽培植物の検出を目的とした水洗選別を行った。

続く弥生時代中期後葉の遺構面では、竪穴住居を含む多数の遺構が検出されたことから、期間を当

初の予定より約 3週間延長して調査を行うこととなった。これらの遺構のうち、井戸SE801の埋土に

はウリ科の種子を含む植物遺体が多く含まれていたことから、土壌サンプルを採取し水洗選別を行う

とともに、 トイレ遺構の可能性など遺構の性格を検討するため、花粉・寄生虫卵・種実 。珪藻など総

表 2 2002年度発掘調査の期間など

計画道路名 調査次数 調 査 地 番 東西×南北 面積 調 査 期 間 担当者

敷津長吉線 NG02-1 平野区長吉出戸 8丁 目 60m×6m 360nぽ 2002年 6月 3日 ～2002年 11月 22日 池田研

長吉東部 2号線 NG02-5 平野区長吉六反 1丁目 45.5m× 8.8m 400nぽ 2002年 11月 13日 ～2003年 3月 31日 池田研
調査面積合計 760n♂
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図 3 NG02-1次 調査地区割

合的な分析を行った。そのほか、住居の可能性がある方形遺構SB802の性格を検討するため、サヌカ

イトチップの回収を主目的とした土壌サンプルの採取と水洗選別を行っている。

この間、外部に委託した基準点測量を9月 13～ 18日 に行い、弥生時代の遺構面では写真撮影を10

月18日 に、周辺地域住民への現地説明会を10月 20日 に行った(写真 1)。 10月 23日 には埋戻しを開始

し、同月24日 には発掘調査に係わる掘削および記録作業を、H月 22日 には埋戻しを含むすべての作

業を終了した。

2)NG02-5次調査

本調査地は幅16mの都市計画道路である長吉東部 2号線の予定地内に位置している。縄文時代中期

以前の流路、旧石器時代の石器製作址などが検出されたNG97-12・ 52次調査を始めとする周辺地域

の調査成果により、低位段丘層の埋没深度が地表下約8mに達すること、あるいは縄文時代の流路の

ため軟弱な地盤が続いていることが予想されたことから、本調査地においてもシートパイルによる土

留め工事が必要とされた。そのため、工事車輌の通行や作業のための十分な空間を確保した上で、表

2の通り調査区を設定し、2002年 H月 13日 より準備工事を開始した。調査区内には東端の基準杭か

ら東西方向の中軸に沿い10m間隔で杭を設置

し、東から西に向けて 1～ 5区の地区割を

行った(図 4)。

12月 16日 からは重機掘削を開始し、中世

の水成層である第4層 までを重機により掘削

した後、それ以下を人力により掘削し、耕作

に伴う遺構を中心に各層の調査を行った。暗

色帯構成層である第 7層からは飛鳥～奈良時

代の土器や瓦、動物遺体などが多く出土した

が、精査の結果、遺構は検出されなかった。

続いて、古墳時代後期を中心とする河成堆

一
い
１

NG01-14

NG02-1次調査現地説明会風景
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図4 NG02-5次調査地区割

積層で、厚さが 2m前後ある第 8層 を重機で掘削した後、古墳時代中期の第 9層 を精査した結果、隣

接するNG97-12次調査と同様に、目盛板・多枝付き木製品など多数の木製品が出土した。また、第

10a層上面では古墳時代前期の水田を、第12a層上面 。第12b層 中では弥生時代前～中期にかけての水

田・溝・流路を検出した。

第13層 以下についてはおもに重機により掘削し、第15。 17層上面では部分的に精査を行つた。遺

構は検出されなかったものの、第15層 からは後期初頭の中津式、第16層下面では中期後半の里木Ⅱ

式に属する縄文土器が出土している。

第17層以下では調査区南半に設定したトレンチの断面調査により(図 4)、 調査区全域にNG97-12

次調査で検出された流路の埋土と一連のものとみられる河成堆積層が分布していること、また調査区

東西両端に設定した深掘リトレンチの断面観察により、当該堆積層が限界掘削深度を超えて続いてい

ることを確認した。

またこの間、掘削深度が下がるのに応じて 2段の切梁を架設する土留め支保工事を行うとともに、

委託した基準点測量を 1月 30・ 31日 に、弥生時代の遺構を対象とした写真撮影を2月 19・ 20日 に行っ

た。 3月 13日 には発掘調査に係わる掘削および記録作業を、 3月 31日 には埋戻しを含むすべての作

業を終了した。
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第Ⅱ章 調査の結果

第 1節 NG02-1次 調査

1)基本層序 と出土遺物

i)基本層序 (図 5、 表 3、 別表 1・ 2、 図版 1)

第 0層 :現代の盛土で、厚さ120cm程度である。上面の現地表面はTP+10.3m前後である。

第1層 :オ リーブ黒色極細粒砂～細礫混リシルトからなる現代作土層で、炭化物を少量含む。厚さ

15cm前後で、下面では南北方向の耕作溝を検出した。

第2層 :調査区の全域に分布する近世の作土層で、層厚が薄い東部では砂質が強く、厚く堆積する

西部を中心に第2a層 と第2b層 に細分される。第2a層 は暗緑灰色粘土質シルトからなり、残りのよい

部分では厚さ10cm前後である。灰オリーブ色細礫混り砂質シルトからなる第2b層 は、厚さ10cm前後

で、炭化物や焼土を少量含む。両層とも下面では南北方向の耕作溝を検出した。

第 3層 :中世から近世にかけての作土層で、調査区のほぼ全域に分布する第3a。 3b層 と、島畠を

形成する第3c層の 3層 に細分される。第3a層 は暗緑灰色極細粒砂～細礫混リシルトからなり、厚さ

1 5cm前後である。炭化物を含み、酸化鉄・マンガン斑が観察された。第3b層 はオリーブ灰色粘土質

シルトからなり、厚さ10～ 30cm程度である。下部は下位層起源の砂礫が混り、下面では南北方向の

耕作溝を検出した。第3c層 は灰オリーブ色シルト～細礫混り極細粒砂からなり、淘汰が悪い。上位層

段階の耕作を免れた島畠溝部分のみが残存しており、厚さは最大30cm程度である。第3層 からは唐津

焼・丹波焼 。中国製白磁など中近世の陶磁器が出土している。

第4層 :調査区のほぼ全域に分布する作土および水成層で、作土を覆う水成層である第4a層 、一連

の作土である第4b～ 4c層 、NR501埋没後に堆積して作土の母材となった第4d層 に細分される。第 4

層からは瓦器が出土した。

第4a層は暗オリーブ灰色シルト～細礫からなる水成層である。上位層段階の耕作を免れた残りのよ

い部分で厚さ35cm程度である。下面では踏込みを検出した。

第4b層 は暗オリーブ灰色砂質シルトからなる作土層で、厚さ7 cm前後である。

第4c層は灰色粘土からなる作土層で、厚さ40cm前後である。 3区以東では暗オリーブ灰色シルト

混り極細粒砂～極細粒砂質シルトからなる第4ci層 と、灰色粘土からなる第4c五層に細分できる。 6区

では上面で畦畔SR401を検出した。第4ci層 の下面では細粒砂質の埋土の踏込みとみられる著しい凹

凸が検出されたほか、第4cii層の上部には酸化鉄・マンガン斑が観察された。

第4d層 はNR501埋没後、調査区全域に堆積した地層で、オリーブ黒色中～粗粒砂混り粘土からな

る。上下層との境界は不明瞭で、炭化物や酸化鉄 。マンガン斑が部分的に観察された。砂粒の混入は
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図5 NG02-1次調査南壁地層断面

人間活動の結果と思われるが、下面は滑らかで耕作の痕跡は検出されなかった。

第 5層 :NR501を 埋積する河成層で、厚さは最大100cm程 度である。流れの中心部分では砂礫を主

体とする第5i・ 5i五層と、砂礫シルト互層の第5ii層 に細分されるが、いずれも側方に細粒化する。本

層からは墨画土器や和同開称のほか、土師器・須恵器 。木製品 。動物遺体などが出土している。

第 6層 :1・ 2区には河成層である第6′層、流路の外側には細粒堆積物の連続である第6a～ 6d層が

分布する。第6′層はNG01-14次調査のNR702と 連続する流路内の堆積層と考えられ、厚さは130cm

以上ある。シルト混り極細～細粒砂からなる第6′ i層、極細粒砂混リシル トからなる第6′五層、シルト

～細粒砂からなる第6′面層に細分され、暗オリーブ～暗オリーブ灰色を呈する。上方細粒化が見られ

る第6′ ili層 はさらに、シルトからなる上層と、細粒砂からなる下層に細分され、下層の上部からは飛

鳥Ⅱを中心とする土師器や須恵器が多く出土した。

一方、第6a層 は暗緑灰色シルト質粘土からなり、厚さ10～ 25cm程度である。炭化物を含み、酸化

鉄・マンガン斑が観察された。 5区にのみ分布する第6b層 は暗オリーブ灰色粘土からなり、厚さは最

大20cm程度である。第6c層 は暗オリーブ灰色粘土からなり、厚さ10～ 30cm程度である。炭化物を含

み、酸化鉄 。マンガン斑が観察された。第6d層 は暗オリーブ灰色シルト～極細粒砂からなり、厚さは

最大30cm程度である。第6a～ 6d層 からは飛鳥Ⅱ前後の土師器や須恵器が出土している。

第 7層 :流路以西に分布する暗色帯構成層で、西方では流路から遠ざかるにつれ細粒化している。
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第7a層 はオリーブ黒色シルト～極細粒砂からなり、厚さ7 cm前後である。滞水の状態で堆積したと

みられ、下部を中心にやや暗色化している。

第7b層 は黒色細～粗粒砂混リシルト～極細粒砂からなり、厚さ8 cm前後である。上面では畠の畝間

溝の可能性がある溝群が検出されており、作土層と考えられる。土師器や初期須恵器のほか、下位層

から巻上げられたとみられる弥生土器やサヌカイトが多数出土した。

第 8層 :流路以西に分布する古土壌である。オリーブ黒色極細粒砂混リシルトからなり、厚さ5～ 20

cm程度である。河内Ⅳ様式に属する多量の弥生土器やサヌカイトが出土した。第 9層上面で検出した

竪穴住居・井戸 。溝・土墳などの諸遺構は、本来本層内の生活面から掘込まれたものであると考えら

れる。

第 9層 :流路以西で確認した水成層で、暗緑灰色細～粗粒砂混リシルト～極細粒砂からなる第9a層

と、暗緑灰色極細～粗粒砂からなる第9b層 に細分される。第9a層 の上部には極細粒砂～シル トの小

偽礫を含む。本層からは船橋式あるいは長原式の縄文土器が出土している。

ii)各層出土の遺物

a)第 1～ 4層出土遺物 (図 6・ 26・ 27、 図版21・ 22)

109は 第 1層から出土した北宋銭の天薦通宝である(図 27)。

104は 第2a層 から出土した木製の杭である(図 26)。 残存長 19。 7cm、 直径約4.5cmで ある。側面は部

分的に加工しており、先端部は 5方向から削り出している。
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表 3 NG02-1次 調査地の層序
場

序

現

層
主たる岩層

厚

ｍ＞

層

＜ｃ
特 徴 主な遺構 主な遺物 RЮ唇序 NG層序

 |ズ舅基菖峰
0 現代盛土 0 0

1 オリープ黒 (5Y3/2)色 極細粒砂～細礫混リシルト 1耕作溝 1 1 1

暗緑灰 (7.5GY3/1)色 粘土質シルト ↓耕作溝 2

灰オリープ(7.5Y4/2)色細礫混り砂質シルト ↓耕作溝 2

暗緑灰 (7.5GY4/1)色 極細粒砂～細礫混リシルト 5 丹波焼 2

オリープ灰 (2.5GY5/1)色 粘土質シルト 10～ 30 ↓析 4年溝
←島畠、 SD301・ 302

唐津焼・中国製白磁 2

灰オリープ(5Y4/2)色 シルト～細礫混り極細粒砂 <30 2～ 3 2～ 3

暗オリープ灰 (5GY4/1)色 シルト～細礫 <35 ↓踏込み 瓦器 4BI～ 4B」 4A～ 4B 1  3

暗オリープ灰 (5GY3/1)色 砂質シルト 7 瓦器 4B面 (～ 4C) 4BШ (～ 4C)1 4a(～ 4b)

唐オリープ灰 (2.5GY3/1)色 シルト混り極細粒砂～

踵細粒砂質シルト 瓦器 4B面 (～ 4C) 4BШ (～ 4C)1 4a(～ 4b)

灰 (7.5Y4/1)色粘土

オリープ黒 (7.5Y3/1)色 中～粗粒砂混り粘土 瓦器 4Bi」 (～ 4C) 4BШ (～ 4C)1 4a(～ 4b)

5

灰 (5Y5/1)色 砂礫

<100 NR501埋土

土師器 (墨画含 )

須恵器・木製品

和同開称・動植物遺体

5 5オリープ黒 (5Y3/1)色 砂礫シルト互層

灰オリープ(5Y6/2)色 砂礫

暗オリープ灰 (5GY4/1)色 シルト混り極細～細粒砂

土師器 須恵器

(飛鳥Ⅱ)

暗緑灰(7 5GY3/1)色 シルト質粘土 ０ヽ

一
Ｃ

一
０ヽ

一
ぐ

土師器

(飛鳥Ⅱ)

須恵器

a-71
暗オリープ(7.5Y4/3)色極細粒砂混リシルト 晴オリープ灰 (2 5GY4/1)色 粘土

暗オリープ灰 (2 5GY4/1)色

上層 :シ ルト、下層 :細粒砂

暗オリープ灰(5GY4/1)色 粘土

暗オリープ灰 (5GY3/1)色 シルト～極細粒砂

オリープ黒 (5Y3/1)色 シルト～極細粒砂 (西方細粒化 ) 7 土師器 7触～7Alv? 7A?  1 7d～ 8?

黒 (7.5Y2/1)色細～粗粒砂混リシルト～極細粒砂

(西方細粒化 )
土師器 初期須恵器

オリープ黒 (5Y3/1)色 極細粒砂混リシルト 5～ 20

▽SB801・ 802、  SD801、

SK801～ 803、

SD801～ 805

弥生土器

(河内Ⅳ様式 )
サヌカイ ト

暗緑灰 (7.5GY3/1)色 細～粗粒砂混リシルト～

極細粒砂

縄文土器

(船橋・長原式 )

10Bi～ Hi

暗緑灰 (7.5GY4/1)色 極細～粗粒砂 >30 10Bi～ hi 9Bi～ iv 1   11

鴨 昴・■ yI鼠 高♂
1匡ヨ水成層 ▽層内検出遺構

|

躍 埋 __rTttЪ
4は第3a層 から出土した丹波焼橘鉢である。上下に肥厚させた口縁端部は面をなしている。1は第

3b層 から出土した中国製白磁皿である。高台は露胎で、見込には胎土目が残る。3は第3b層 から出土

した唐津焼碗である。露胎の畳付を除いて浅黄色の釉が全面に施されており、細かい貫入が見られる。

2は第 3層から出土した刷毛目の唐津焼碗である。露胎の畳付を除いて施釉は全面に及び、ユビの痕

跡と細かい貫入が見られる。見込は蛇目釉剥ぎした部分に砂目が残り、高台の内外面にも砂が多く付

着している。

5は第4d層 から出土した和泉型瓦器椀である。口径が15.8cmで 、外反する国縁部には強いヨコナデ

を加える。内外面には密にヘラミガキを施し、内面の暗文は弧状である。器壁の外面には多数の小剥

離が観察される。6は第4c層下面で出土した瓦器椀である。内面には幅 2 nlm程度のヘラミガキを施し

ており、貼付高台の内部はユビオサエ痕が顕著である。1は Ⅱ-1、 2は Ⅱ-2型式に属するとみられ、

いずれも12世紀前半の資料であろう。このほか土器以外の遺物として、第2a層からはモモ核が 1点、

第3b～ 4cii層からはサザエが 1個体出土している。

b)第 6層出土遺物 (図 6。 7・ 26、 写真 2、 図版 7・ 16～ 18・ 22)

11は第6c層 、12は第6a～ 6b層 から出土した土師器高杯で、12は口径が16.lcm、 器高はH。 7cmであ

る。両者とも杯部内面には放射状および螺旋状の細い暗文を施しており、外面は脚部との接合部が明
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図 6 第 3～ 7層 出土土器

第 3層 (2)、 第3a層 (4)、 第3b層 (1・ 3)、 第4c層下面 (6)、 第4d層 (5)、 第6a～ 6b層 (12)、 第6c層上面(9・ 10・ 13)、

第6c層 (11)、 第6c～ 7層 (14)、 第7a層 (8)、 第7b層 (7)

瞭な段をなしている。脚柱部はナデにより軽く面取りしており、内面にはシボリメが観察される。ま

た、12の裾部の内面には著しいユビオサエ痕が残る。胎土は精良で、色調は橙色を呈する。13は第6c

層上面から出土した土師器甕である。日径は15.8cmで、強いヨコナデを施した頸部から外湾して延び

る国縁部の上端は、小さな面をなしている。頸部以下の調整は不明瞭であるが、外面はハケ、内面は

ナデとみられる。胎土は精良で、色調は橙色を呈する。

9。 10は 5区の南側溝から出土したほぼ完形の須恵器杯蓋である。第6a層 と第6c層の境界部で、天

井部を上にして重なった状態で出土したため、埋納された可能性を考慮し周辺を精査したが遺構は検

出されなかった。9は 口径10.5cm、 器高3.8cmで、10は 口径10。 4cm、 器高3.3cmである。いずれも天丼

部はヘラ切り不調整で、細い直線を組み合わせたヘラ記号があり、内面中央部には仕上げナデを施し

ている。いずれも胎土には直径 2 nlm以下の長石を含み、9の器表面には焼成時に胎土中から弾けたと

みられる黒色の斑点が観察される。色調は9が灰色、10が青灰色で、焼成はともに良好である。

以上の第6a～ 6c層 から出土した土器は飛鳥Ⅱ前後の資料であろう。

第6′層からは飛鳥時代に属する多量の土器が出土した。大半の土器は第6′ iii層 から出土しており、

完形の資料が多く含まれるが、出土位置のめだった偏りは見られなかった(図版 7上段)。 図化した資

料は第6′五層とNR501の境界部で出土した18を 除き、第6′ iii層 から出土している。また、23を除く杯

C類すべてと、17・ 21・ 24。 26・ 38・ 40～ 43は完形あるいはほぼ完形の資料である。

ヽ
汁
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第1章  調査の結果

22・ 23・ 27～36は土l師器静不Cである。 口径は23が 17.Ocm、 22が 15。9cm、 34が 12.3cm、 28が9.Ocm、

27が8.Ocmで、その他は9.8～ 10.5cmである。径高指数は27が41と やや高く、他は33～ 39におさまる。

22・ 23は 口縁端部が浅い段あるいは内傾する小さな面をなし、口縁部の内面には斜め方向の、体部の

内面には放射状の暗文を施している。外面は口縁部から体部にかけてヘラミガキを施しており、底部

の調整は22がヘラケズリで、23はユビオサエとナデである。その他の資料のうち27～ 29・ 33・ 36は

日縁端部が内傾する小さな面や凹面をなす。27・ 35・ 36を 除いて、体部の内面には放射状暗文を施

しており、28。 32・ 33は底部に螺旋状暗文がある。ヘラ状工具によるナデを施している28を除いて、

底部の外面の調整はユビオサエとナデである。このうち30の底部の外面には、ナデ調整の前段階の調

整における工具の当りとみられる多角形状の痕跡が観察される。これらの資料の胎土はいずれも精良

で、22・ 28。 30・ 32・ 35の 色調は浅黄～灰黄色、その他は橙色を呈する。また、34は 内外面の

約 1/2に 、23は全面に煤が付着している。

21は土師器椀である。日径9.7cm、 器高4。4cmで、口縁部はやや内湾しており、体部は深い。底部の

外面はユビオサエとナデにより調整している。胎土は精良で、色調はにぶい橙色を呈する。

20は土師器鉢である(写真 2)。 日径 10。 4cm、 器高5。 3cmで、体部は外面をユビオサエとナデ、内面

をヘラ状工具によるナデで調整している。内外面には広い範囲に煤が付着しており、色調は外面がに

ぶい黄橙色、内面は浅黄色を呈する。20は 口縁部に歪みが見られるほか、粘土紐の接合痕が明瞭に残

るなど全体に作りは粗く、共伴した他の土器とは異なった様相を呈しており、製塩土器の搬入品であ

る可能性もある。

15。 16は土師器ミニチュア高杯である。15は 口径8。 9cm、 器高6.7cmで、16は口径7.4cm、 器高6.5cm

である。杯部の調整は15が内外面ともナデで、16は外面がナデとユビオサエ、内面はヘラ状工具によ

るナデである。いずれも脚部の調整は外面が面取りを意識したユビオサエで、裾部内面はユビオサエ、

脚柱部の内面はナデである。胎土はともに精良で、色調は15が にぶい黄橙色、16がにぶい橙色を呈し

ている。16の裾端部には部分的に煤が付着している。

40・ 41は土師器高杯である。40は 口径16.Ocm、 器高11.lcmで 、41は 口径16.3cm、 器高H.5cmであ

る。ともに杯部内面には放射状および螺旋状の暗文を施しており、外面は脚部との接合部が明瞭な段

をなしている。脚柱部の外面には面取りを意識したナデを施し、内面にはシボリメが見られる。裾部

内面には著しいユビオサエ痕が残り、41に は布目痕跡が観察される。ともに胎土は精良で、色調は40

が浅黄色、41は にぶい褐色を呈しており、41の裾端部に

は部分的に煤が付着している。

17～ 19は土師器小型壺である。17は口径7.6cm、 器高

5.9cm、 18は 口径8.7cm、 器高6。 7cm、 19は日径7.lcm、 器

高5。 6cmである。17は体部の外面をユビオサエとナデ、

内面をヘラ状工具によるナデで調整している。日縁部直

下の内外面には粘土紐の接合痕が観察され、体部下半の

外面には一部に黒斑がある。色調はにぶい黄橙色を呈す

-14-

写真 2 第6′ iii層出土土師器鉢 (20)



38

図 7 第6′層出土土器

第6′面層 (15～ 17・ 19～ 44)、 第6′ H層 とNR501の 境界部 (18)
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第Ⅱ章 調査の結果

る。18は体部の外面をナデ、内面をヘラ状工具によるナデで調整している。胎土には酸化した黒雲母

粒が多く含まれており、色調はにぶい黄橙色を呈する。体部の下半部には煤が薄く付着している。19

の体部の調整は内外面ともナデである。体部には部分的に粘土紐の接合痕が観察されるほか、外面に

は大きな黒斑がある。

24～ 26は土師器甕である。24は 口径 11.Ocm、 器高9.4cm、 25は 口径 11.4cm、 器高 10。Ocmで、ともに

偏球形の体部から、短い口縁部が外反あるいは外湾ぎみに延びている。24は体部の外面をナデとユビ

オサエ、内面をヘラ状工具によるナデで調整しており、外面には粘土紐の接合痕が観察される。25は

体部の外面をユビオサエとユビナデ、内面を一定方向のナデで調整している。胎土は24が精良である

のに対 し、25は 直径 2 olm以下の長石・チヤート粒を含む。色調は24がにぶい黄橙色、25は 浅黄色を

呈する。26は 口径 12.5cm、 器高12.3cmで ある。口縁部の調整は外面がヨコナデ、内面はハケの後にナ

デを施しており、体部の調整は外面がハケで、内面がヘラケズリである。胎土には直径 l nlm以下の長

石粒を含み、色調は浅黄色を呈する。底部を除く外面全体と、日縁部から体部上半にかけての内面に

は煤が付着している。

37は土師器直口壺である。口径 10.5cm、 器高は15.2cmで ある。口縁部は端部が内傾する面をなして

おり、頸部直下の外面には短い直線状の深い線刻あるいは工具痕がある。頸部から体部上半にかけて

の内外面をナデで調整しており、内面には粘土紐の接合痕が観察される。体部の下半は外面をヘラケ

ズリ、内面をヘラ状工具によるナデで調整している。胎土は精良で、色調はにぶい黄橙色を呈してお

り、底部の外面には大きな黒斑がある。

43・ 44は土師器羽釜である。43は 口径が23.2cm、 器高は約39.6cmで、上から押潰されたような状

態で出土している(図版 7中段 )。 体部の器壁は薄く、肥厚しながら外反する長い口縁部の直下には、

鍔がやや上向きに付 く。日縁部は内外面ともハケの後、ヨコナデで調整しており、外面には粘土紐の

接合痕が部分的に観察される。体部は外面をハケで調整しており、内面には著しいユビオサエ痕があ

る。鍔の下面から体部の外面にかけては、底部を除いて全面に煤が付着している。44は残存する体部

の最大径が26.Ocmあ り、内外面の調整は43と 同様である。これらの羽釜の胎土はいずれも直径 2 nln以

下の長石や微細な角閃石・雲母粒を含む生駒西麓産で、色調はにぶい褐～黄褐色を呈する。

38は須恵器杯蓋である。日径が9。 7cm、 器高は3.7cmである。天丼部はヘラ切り不調整で、内面の中

央部には仕上げナデを施している。焼成はやや甘く、色調は明オリーブ色を呈する。42は須恵器高杯

である。国径が11.8cm、 底径は14.Ocm、 器高は15.3cmで ある。脚部は裾部が大きく広がり、杯部の大

きさとのバランスを欠く印象を受ける。長い脚柱部には 2段の台形スカシ孔が 2方向にあり、中央部

には 2条の浅い凹線が配されている。器面の調整は内外面とも回転ナデによるが、杯部の底部外面は

ナデの前にヘラケズリが施されている可能性がある。胎土には直径 4 nlm以下の長石 。チヤート粒を多

く含み、色調は青灰色を呈する。39は須恵器直口壺である。日径は10.Ocmで、張りの強い体部の中ほ

どには 2条の凹線を配する。内外面に灰色の自然釉が薄くかかつており、底部付近には重ね焼きした

とみられる別個体の一部が溶着している。

これら第6′層から出土した土器は、飛鳥 Iま でさかのぼるとみられる資料を一部含んでいるが、大
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半は飛`鳥 Ⅱに属するもので、東隣のNG01-14次調査で

検出されたNR702出土土器群の型式とほぼ一致する。

流路の埋土とみられる水成層からの出土ではあるが、型

式幅の比較的狭い一括資料として評価される。また、よ

り古い段階の特徴をもつ42についても、脚部と杯部の

バランスを欠くなど一般の型式組列からは外れた資料で

あろう。

105・ 106は 第6′面層から出土した木製の杭である

(図 26)。 105は残存長21.2cm、 直径約5.5cm、 106は残存

長33.7cm、 直径約3.3cmで、ともに先端部のみをおもに 写真 3 第7b層 出土須恵器高杯 (7)

2方向から加工している。

このほかの遺物では木製品の接合部などに利用されたとみられる樹皮が少量出土している。また、

植物遺体については少量のモモ核が、動物遺体についてはイシガイ科の貝類 2個体のほか、哺乳類骨

が出土している。哺乳類骨の詳細については第 3章で報告する。

c)第 7層出土遺物 (図 6・ 14、 写真 3、 図版 17・ 21)

第7a層 からは土師器やサヌカイト製石器が出土した。8は土師器直口壺で、口径が10.3cm、 器高は

15.6cmで ある。体部と頸部の境は不明瞭で、 2～ 4条の細く浅い沈線を配する。頸部の内外面はヨコ

ナデで調整しており、内面にはシボリメと粘土紐の接合痕が観察される。体部の調整は外面の下半が

ヘラケズリで、外面の上半と内面はナデである。胎土は精良で、色調は橙色を呈する。古墳時代後期

から飛′鳥時代初め頃の資料であろう。

サヌカイト製石鏃AA266は両端を欠損しており、残存長は2.3cmで ある(図 14)。 凸基無茎式で柳葉

形の平面形をもつG-2類 [菅榮太郎1995]に属するとみられ、弥生時代中期を中心に出土例の多い型

式であることから、本来、弥生時代中期後葉の遺構群を検出した第 8層 に伴うものであろう。

第7b層 からは土師器・須恵器が出土した。14は土師器甕で、第6c。 7a層 出土資料と接合関係が確

認された。口径は13.8cmで ある。外湾ぎみに伸びる口縁部は上端が小さな面をなしている。頸部以下

の調整は外面がナデ、内面はユビナデで、外面には部分的に煤が付着している。胎土は精良で、色調

は浅黄色を呈する。7は須恵器高杯である(写真 3)。 □径は12.7cmで 、中央の剥落部には脚部と接合

するためのものとみられる、同心円状の溝が観察される。受部と口縁部の境はにぶい沈線状で、国縁

端部は浅い段をなしている。器面の調整は内外面ともナデであるが、作りは稚拙で器壁も厚い。胎土

は精良で、色調は灰色を呈しており、焼成は良好である。TK216型式に属する初期須恵器であろう。

このほか、本層からは下位層から巻上げられたとみられる長原式の縄文土器や弥生土器の細片、サヌ

カイトなどが多数出土した。

d)第 8層出土遺物 (図 8、 図版 14。 15)

第 8層からは縄文土器 。弥生土器・サヌカイトなどが出土した。52は縄文土器、その他は弥生土器

で、45・ 47・ 48・ 53・ 55は 第 8層上面、46・ 52・ 56・ 57は 同層内から出土したものである。
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図8 第 8～ 9a層 出土土器

第7a層以下側溝 (54)、 第 8層上面 (45。 47・ 48・ 53・ 55)、 第 8層 (46・ 52・ 56・ 57)、 第9a層 (49～ 51)

52は船橋式の深鉢の回頸部とみられる。口径は25.2cmで、日縁端部からやや下がつた位置にキザミ

メをもたない 1条の突帯を貼り付けている。屈曲した肩部から頸部は強く外湾しており、内外面をナ

デで調整している。胎土には直径 l nlm以下の長石・雲母粒を多く含み、色調はにぶい褐色を呈する。

弥生土器の大半は、SB801な ど遺構が集中して検出された 5。 6区から出土した。47・ 54は壺の口

頸部である。47は 口径が14.5cmで、日縁端部を上方に肥厚させている。器壁が荒れているが、頸部以

下の調整は外面がハケ、内面がナデとみられる。胎土には直径 2 nlm以下の長石・チャート粒を多く含

む。色調は橙色を呈し、火を受けている可能性がある。第7a層以下の側溝から出土した54は本来、

本層に属するものであろう。口径は17.4cmで、日縁端部を上下に肥厚させており、頸部には2条以上

の凹線文を配する。頸部の調整は外面がハケで、内面はユビナデである。胎土には直径 2 nlm以下の長

石・チヤート粒を多く含み、色調はにぶい黄橙色を呈する。

鰊
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第 1節 NG02-1次 調査

45・ 46・ 48・ 57は甕である。45は 口径が13.8cmで 、頸部は「く」字形に鋭く屈曲しており、日縁端

部には「D」字形のキザミメがある。体部の調整は外面がハケ、内面はナデである。胎土は直径 l IIlm以

下の長石 。雲母粒を含み、色調はにぶい褐色を呈する。日縁部には部分的に煤が薄く付着している。

46は口径が14.6cmで、短い口縁部を頸部から水平に折まげている。体部の調整は外面がヘラミガキで、

内面はヘライ犬工具によるナデを施しており、頸部直下には横方向のヘラミガキを加えている。48は回

径が22.4cmで、回縁部は緩やかに外反し、下端にキザミメを施す。頸部は2条の沈線と刺突文で加飾

している。体部の調整は外面がヘラミガキ、内面がナデである。胎土には直径 311m以下の長石・チヤー

ト粒を含み、色調はにぶい橙色を呈する。大型の57は口径が33.6cmで 、日縁部は強く外反しており、

肥厚させた端部には列点文を配している。体部の調整は内外面ともヘラミガキである。46・ 57の胎土

は長石・角閃石粒を多く含む生駒西麓産で、色調は灰黄褐色を呈しており、46の内外面には煤が付着

している。

53・ 55・ 56は高杯である。53は 口径が28.2cmで、日縁部には浅い凹線を配し、両端を肥厚させた

端部は水平な面をなす。器壁が荒れているが、内面の調整はヘラミガキとみられる。胎土には直径 2 nlm

以下の長石・チヤート・雲母粒を含み、色調は橙色を呈する。55は脚柱部の一部を欠損しているが、

同一個体であるとみられる杯部および脚部である。日径が20.6cm、 底径は10.2cmで ある。杯部は口縁

端部の直下と、日縁部と受部の境に各 1条の浅い凹線文を配し、受部の外面をヘラミガキ、内面をナ

デで調整している。裾部は端部を上方に肥厚させており、外面をヘラミガキ、内面をヘラケズリで調

整している。胎土は直径 2 nlm以下の長石・角閃石粒を多量に含む生駒西麓産である。色調はにぶい黄

褐色を呈し、杯部の外面と裾端部には黒斑がある。56は脚裾径が15.4cmで ある。裾部にはおそらく6

方向にスカシ孔を穿ち、その下には上下を列点文に挟まれた3条の沈線を配する。端部は上下に肥厚

させており、広い面をなす。器壁が荒れているが、裾部の内面の調整はヘラケズリとみられる。胎土

には直径 2 nlm以下の雲母と多量の長石粒を含み、色調はにぶい橙色を呈する。裾部の端部には煤が付

着している。

これらの弥生土器は河内 I様式の資料とみられる48を除き、同Ⅳ様式に属するものである。また、

45は他地域からの搬入品の可能性がある。

e)第 9a層出土遺物 (図 8、 図版14)

49～ 51は第9a層から出土した船橋式あるいは長原式土器で、いずれも深鉢の口頸部とみられる。

50・ 51は口縁部にキザミメをもたない1条の突帯を貼り付けており、胎土の共通性などからみて同一

個体の可能性がある。51は口径が24.2cmに復元された。肩部には1条の沈線があり、頚部は湾曲しな

がら内傾する。頸部の外面はナデ、胴部の外面はヘラケズリで調整しており、肩部の内面には粘土紐

の接合痕が観察される。船橋式あるいは長原式で肩部に1条の沈線を配する例としては、NG81-1

0、 82-6次調査出土資料などがある。

49は 口縁部に浅い「D」字形のキザミメをもつ低い突帯があるが、突帯を貼り付けた痕跡は見られな

い。外面はナデで、内面は下部をヘラケズリで調整している。色調は49が暗灰黄色、50・ 51が暗褐

色を呈し、胎土はいずれも角閃石と粗粒の長石粒を多く含む生駒西麓産である。
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第Ⅱ章 調査の結果

2)遺構 と出土遺物

i)弥生時代の遺構と遺物 (図 9～ 21、 原色図版 1、 図版2～ 5。 14。 15。 21)

3～ 6区では竪穴住居・井戸・土墳・溝など弥生時代の遺構が多数検出された。これらは土壌化し

た第 8層内の遺構と考えられるが、実際の検出作業は第9層 の上面で行った。出土遺物からこれらの

遺構は弥生時代中期後葉に属するものと考えられる。

a)竪穴住居

SB801(図 9～ 14、 図版5。 14・ 21)6区 で検出した直径約7.5mの 円形の竪穴住居で、南半は調

査区外に続いている。深さは約0.4mあ り、 2段落ちとなる肩部は東側に比して西側がやや緩やかに

傾斜している。貼床層の上面では、柱穴と周壁溝を検出した。検出された2つの柱穴はいずれも柱痕

が確認されなかったことから、柱抜取り穴と考えられる。西側のSP801は直径0。 35m、 深さ0.58mで

ある。埋土は上層がオリーブ黒色極細粒砂質シルト、下層が暗緑灰色極細粒砂からなり、弥生土器片

が出土した。東側のSP802は直径0.50m、 深さ0.32mで ある。埋土は3層に細分され、上層は第9層

起源のシルト偽礫を多く含むオリーブ黒色シルト質極細粒砂、中層は黒色極細粒砂質シルトからなる。

掘形の埋土とみられる下層はオリーブ黒色シルト質極細粒砂からなり、第9層起源のシルト～極細粒

砂の偽礫を含む。一方、周壁溝は残りのよい西部では幅0.3m、 深さ0。 lm程度で、暗オリーブ灰色シ

X-154
1375

X-154
1375

|

EIISB807下面検出遺構

|

図9 第 8層内検出遺構
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SP801

「◎

|

図 10 SB801、  SK801・ 803平 面図

1 :50

SB801

:オ リープ黒色シルト混り極細粒砂 (埋土上層。粘土および第9層起源極細粒砂の偽礫や炭化物少量含む)
:黒色シルト混り極細粒砂 (埋土下層。第9層起源極細粒砂の小偽礫含む)
:オ リーブ黒色シルト混り極細粒砂 (貼床層か。第9層起源極細粒砂の小偽礫多く含む)
:暗オリープ灰色シルト混り極細粒砂 (周壁溝埋土。第9層起源シルト～極細粒砂の小偽礫含む)

1 :50

図1l SB801断 面図

ルト混り極細粒砂からなる埋土には第 9層起源のシルト～極細粒砂の偽礫を含む。

オリーブ黒色シルト混り極細粒砂からなる貼床層は、最大厚が0。 lm程度あり、第 9層起源の極細

粒砂の偽礫を多く含む。上面付近のサンプル土を水洗選別した結果、サヌカイトチップが回収された。

埋土のうち上層はオリーブ黒色シルト混り極細粒砂からなり、粘土・極細粒砂の偽礫や炭化物を少量

含む。下層は黒色シルト混り極細粒砂からなり、第 9層起源の極細粒砂の偽礫を含む。

SB801の埋土からは、上層の上面付近を中心に多量の弥生土器やサヌカイト製石器 。剥片が出土し

た。58～ 60。 62～ 64は弥生土器である。58・ 59は壺の口頸部で、いずれも日縁端部を上下に肥厚さ

せている。口径は58が 15.8cm、 59が 14.4cmで ある。58は器壁が荒れているが、外面の調整は粗いハ
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SP801 SP802TP+6.8m E

1:オ リープ黒色極細粒砂質シルト
2:暗緑灰色極細粒砂

1:オ リープ黒色シルト質極細粒砂
(第 9層起源シルトの偽礫多く含む)
2:黒色極細粒砂質シルト
3:オ リープ黒色シルト質極細粒砂
(第 9層 起源シルト～極細粒砂の大偽礫含む)

図12 SP801・ 802断面図

T吐6.3m  ヶによるとみられる。胎土には

直径 211m以下の長石・石英・雲

母粒を多く含み、色調はにぶい

橙色を呈する。59は頸部以下の

外面をハケ、内面をナデとユビ

オサエで調整しており、肩部外

面には工具痕が観察される。外

0           10          20m

l:4

図13 SB801。 SK801出土土器

SB801(58～ 60・ 62～ 64)、 SK801(61・ 65)

類例が出土している[大阪市文化財協会2002b]。

63は台付鉢の脚台部である。裾部には3条以上の浅し

lm

面には部分的に煤が付着してお

り、色調はにぶい黄褐色を呈す

胎土には直径 2 nlm以 下の長石・石

雲母粒を多く含む。

60・ 64は甕である。60は回径が11.2cm

で、上方に肥厚させた回縁端部は凹線状

に凹む。体部の調整は、外面がハケで、

内面はハケの後にナデを施している。胎

土中に微細な長石・石英・雲母粒を含

む。外面には部分的に煤が付着してお

り、色調は褐灰色を呈する。大型の64は

口径が34.2cmである。口縁部は「く」字形

に屈曲し、端部を上下に肥厚させてい

る。体部の調整は内外面とも粗いハケで

ある。胎土中に直径 2 1nm以下の長石・石

英・雲母・チャート粒を含み、色調はに

ぶい黄橙色を呈する。

62は器台と鉢を結合させた複合土器で

ある。器台の回縁部に相当する部分に6

条の凹線文を配し、その上に貼り付けた

2帯 1組の棒状浮文には凹線文に合わせ

たキザミメがある。鉢部の内外面と、器

台部の口縁部内面の調整はヘラミガキに

よる。胎土は精良で、微細な長石・雲母

粒を含んでおり、色調は灰黄色を呈す

る。近隣の調査ではNG99-15次調査で

る
　

英

‐［】〓中〕‐
｀  63

||||||||||||
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図14 SB801・ 包含層出土石器

SB801(AA477・ AA481)、 第7a層 (AA266)

中に直径 l llun以下の長石・チヤート粒を含んでおり、色調はにぶい橙色を呈する。SB801か ら出土し

たこれらの土器は河内Ⅳ様式に属するものである。

AA477は埋土上層から出土したサヌカイト製の礫器で、長さ10.5cm、 幅6.5cm、 厚さ5.8cmである。

大ぶりなサヌカイトの亜角礫を打ち割った分割片を素材としており、石核を転用した可能性もある。

一端に自然面を残し、もう一端には長軸方向に沿って刃部を形成している。刃部の一部には使用時の

敲打を伴うような作業によって生じたとみられる微細な剥離痕が多数観察される。AA481は長さ4.3

cm、 幅1.5cm、 厚さ0.4cmのサヌカイト剥片で、下半部を大きく欠損している。このほかにも、埋土の

下層を中心に約10点のサヌカイト剥片が出土した。

SB802(図 9。 15。 16、 図版 3・ 4)5区 を中′亡、に検出した方形の遺構である。北端は調査区外

に続 くが、規模は短辺が2.8m、 長辺は3.4m程度と考えられ、深さは0.04～ 0.20mである。 2層 に

細分された埋土は、ともに暗オリーブ灰色極細粒砂混リシルトからなり、上層は第 9層起源の極細粒

砂偽礫や炭化物を含む。下層は第 9層起源の極細粒砂の偽礫を多く含む。SB802の埋土の下面で検出

されたSX803・ 804と 、SD805の関係については後述する。本遺構は深さが浅く、柱穴は検出されて

いないが、埋土下層の上面は水準がほぼ一定であり、同層を貼床とする住居の可能性がある。

SB802は一般的な住居に比べ小規模であるが、周辺地域における類例としてはNG87-67次調査の

SB03[大阪市文化財協会1988]、 城山遺跡で検出されたFSB0901・ 0902[大阪文化財センター1986

b]な どがある。SB03は一辺2.8mの方形で、共伴した土器は河内Ⅲ～Ⅳ様式に属するとみられる。F

1ＡＡ４

一

|

麺
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SE801

SK802

|

図15 SB802、  SK802、 SE801、 SD805、  SX803・

1 :50

804平面図

SB0901・ 0902は 一辺2～ 4m前後の方形で、中。後期の遺構面で検出された。これらの方形遺構は

明確な支柱が検出されておらず、形態 。規模 。時期など共通する要素が多い。

SB802に関しては内部を区割りして、床面直上のサンプル土の水洗選別を行った結果、少量のサヌ

カイトチップを検出したが、遺構の性格を具体的に検討しうる成果は得られなかった。

b)土墳

SK801(図 9。 10。 13・ 17、 図版 5・ 15)6区の西アゼ上で検出した土墳である。東半は側溝に

かかるが、直径約1.2mの不整な円形で、深さは0。3m程度とみられる。埋土は2層に細分され、上層

は黒色極細粒砂質シルトからなり、炭化物を少量含む。下層はオリーブ黒色シルト混り極細粒砂から

なり、第9層起源の極細粒砂の小偽礫を多く含む。埋土からは弥生土器やサヌカイト剥片が出土した。

61は下層から出土した甕の上半部で、日径は15.2cm、 残存高は6.7cmである。口縁部は短く、下す

ぼまりの体部から外反している。体部の調整は外面がヘラケズリで、内面は板状工具によるナデであ

る。胎土中に直径 3 nlm以下の長石・チヤート粒を多く含む。外面には部分的に煤が付着しており、色

調は黄灰色を呈する。65は壺の下半部で、底径は9.4cm、 残存高は21.5cmである。器面の調整は外面

がヘラミガキで、内面はナデである。胎土中に直径 2 nlm以下の長石 。雲母・チヤート粒を多量に含む。

色調はにぶい黄褐色を呈し、外面には黒斑がある。

SK802(図 9。 15。 17、 図版3)5区 で検出した土墳である。埋土がベースの第 9層 と近似して
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SB802・ SX804
TP+7.Om

1:暗オリーブ灰色極細粒砂混リシル
2:暗 オリープ灰色極細粒砂混リシル
3:暗 オリープ灰色極細粒砂質シルト
4:暗 オリープ灰色極細粒砂質シルト

卜 (SB802埋土。第9層起源極細粒砂の偽礫や炭化物含む)
卜 (SB802貼床層 ?。 第9層起源極細粒砂の偽礫多く含む)
(SX804埋土上層)
(SX804埋土下層。第9層起源極細粒砂の小偽礫多く含む)

TP+7.Om

図16 SB802。 SX804断面図

1 :30

:オ リープ黒色極細粒砂質シルト
:オ リーブ黒色極細粒砂質シルト

(第 9層 起源極細粒砂偽礫や炭化物含む)
:黒色極細粒砂混リシルト

(第 9層 起源極細粒砂偽礫や炭化物少量含む)

TP+7.Om

TP+7.Om

1:黒色極細粒砂質シルト (炭化物少量含む)
2:オ リープ黒色シルト混り極細粒砂
(第 9層 起源極細粒砂偽礫多く含む)

SK802

1:黒色極細粒砂混リシルト
(第 9層 起源極細粒砂小偽礫少量含む)
2:オ リープ黒色シルト混り極細粒砂
(第 9層 起源極細粒砂小偽礫多く含む)

:オ リーブ黒色極細粒砂質シルト (シルト大偽礫含む)
:オ リープ黒色シルト混り極細粒砂 (極細粒砂小偽礫含む)
:暗オリープ灰色シルト混り極細粒砂 (極細粒砂小偽礫多く含む)

TP+7.Om

:暗オリープ灰色細～粗粒砂混リシルト質極細粒砂 (粘土偽礫少量含む)
:黒色極細粒砂質シルト (第 9層起源極細粒砂偽礫含む)
:オ リーブ黒色シルト質極細粒砂 (第 9層 起源極細粒砂偽礫含む)

0

図17 SK801～ 803、 SX801・ 802断面図

SK803

SX802
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第Ⅱ章 調査の結果

いたことから、第 9層 を0。 lm程度削込んだ状態で遺構の検出を行った。遺構の南半分は側溝にかか

るが、検出面での規模は長径約1.Omの楕円形で、深さ0.2m程度とみられる。 2層に細分された埋土

は、上層が黒色極細粒砂混リシルト、下層はオリーブ黒色シルト混り極細粒砂からなり、第9層起源

の極細粒砂の偽礫を上層は少量、下層は多量に含む。

SK803(図 9。 10017)6区の西アゼ上で検出した土墳である。一部が調査区外に続いているが、

長径約1.lmの楕円形で、深さ0.4m程度と考えられる。断面は逆台形を呈し、埋土は3層に細分され

る。上層はオリーブ黒色極細粒砂質シルトからなり、ごく薄く堆積している。中層はオリーブ黒色極

細粒砂質シルト、下層は黒色極細粒砂混リシルトからなる。ともに第9層起源の極細粒砂の偽礫や炭

化物を含み、中層からは弥生土器片が出土している。

c)井戸

SE801(図 9。 15。 18・ 19、 図版 3・ 4・ 14。 15)5区で検出した直径約1.lmの 円形の井戸で、

深さが2.2m以上ある。湧水が激しく完掘することができなかったが、下部はやや袋状となっており、

ビンポールで確認した限りでは深さは2.4m程度とみられる。埋土は大きく5層 に分かれ、いずれも

廃絶後に堆積したものと考えられる。第1層は暗オリーブ灰色極細粒砂質シルトからなり、シルトの

偽礫や炭化物を少量含む。第2層は暗オリーブ灰～オリーブ黒色極細粒砂混リシルトからなり、シル

ト～極細粒砂の偽礫を含む。

第 3層はオリーブ黒色極細粒砂混リシルトからなり、第9層起源のシルト～極細粒砂の偽礫や植物

遺体を含む。第4層 は暗オリーブ灰～黒色シルトからなり、第9層起源の極細粒砂の偽礫を少量含む。

第5層 は黒色シルトからなり、植物遺体を多く含む。これらの埋土には人為的に埋戻された明確な形

跡は見られないが、第5層 を中心に弥生土器やサヌカイト、食用種を含む種子などの植物遺体が多量

に出土しており、井戸の廃絶後にゴミ穴として利用された可能性が強い。各層土壌サンプルの花粉 。

珪藻・種実・寄生虫 。昆虫等の分析結果については第 3章で報告する。

出土層位の明らかな弥生土器のうち、75は第2層、66は第4層、67・ 68・ 70。 72・ 78～ 81・ 85は

第5層 から出土しており、71(第 2～ 4・ 5層 )。 77(第 2・ 4層 )、 84(第 2・ 3層 )は層をまたがり

接合関係が確認された。また、68・ 81・ 83は SD802出土資料との間に接合関係が確認された。

66～ 68は広口壺の回頸部である。66は 口径が17.Ocmで、上下に肥厚させた口縁端部には3条の凹

線文を配している。頸部は内面をナデとユビオサエにより調整しており、外面のヘラ圧痕突帯文の直

上には、施文時の工具の当りとみられる痕跡が観察される。胎土中に直径 3 nlm以下の長石・チヤート・

石英粒を含む。外面の色調は赤橙色を呈する。67は口径が14.lcmで、日縁部には内面から外面に向け

て2孔 1対の蓋用孔を穿つ。細片であるため孔が何対穿たれていたかは不明である。また、孔の1つ

は貫通しきつていない。口縁部の内面にはハケの後にナデを加えており、頸部以下の調整は内外面と

もハケである。頸部と体部の境には調整時の工具の当りとみられる痕跡が観察される。胎土は直径 1

nlm以下の長石・角閃石粒を含む生駒西麓産である。内面の色調は黒褐色を呈する。68は 口径が18.Ocm

で、下方に肥厚させた口縁端部には簾状文と浅い刺突文を、頸部には簾状文と列点文を配している。

最下段の簾状文の直上に並んだ円形の痕跡は、簾状文原体の当りとみられる。頸部の内面は上部をユ
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ビナデで、下部を板状工具によるナデで調

整するが、粘土紐の接合痕が観察される。

胎土は直径 5 nlm以下の長石 。角閃石粒を含

む生駒西麓産で、色調はにぶい黄褐色を呈

する。

72は壺の体部上半である。肩部には列点

文を配しており、外面はヘラミガキ、内面

はユビオサエとユビナデで調整している。

精良な胎土には微細な長石・石英・シャ

モット粒を含み、色調は浅黄橙色を呈す

る。外面には全面に煤が付着するが、内面

は接合した2片のうち一方のみに煤が付着

しており、割れた後に火を受けた可能性が

ある。75。 77は壺の底部である。75は底径

が8.6cmで、体部と底部の夕ヽ面をヘラミガ

キ、内面を細かいハケで調整している。77

は底径が10.Ocmで 、体部の外面をヘラミガ

キ、内面を板状工具によるナデで調整して

いる。ともに胎土は直径 2 nlm以下の長石・

角閃石粒を多く含む生駒西麓産である。外

面の色調は75が暗灰黄色、77は橙色を呈

し、内面にはともに煤が付着している。

70。 71・ 78は甕の口頸部である。口径は

70が 16.4cm、  71は 24.3cm、  78は 35。 4cmで 2ち

る。いずれも頸部は「く」字形に屈曲してい

SE801

:暗オリープ灰色極細粒砂質シルト (炭化物やシルト偽礫少量含む)
:暗オリープ灰～オリープ黒色極細粒砂混リシルト

(灰オリープ色シルト～極細粒砂の小偽礫含む)
:オ リープ黒色極細粒砂混リシルト

(植物遺体や第9層起源のシルト～極細粒砂の大偽礫含む)
:暗オリープ灰～黒色シルト (第 9層 起源の極細粒砂の小偽礫少量含む)
:黒色シルト (植物遺体多く含む)

0

1 :20

図18 SE801断 面図

る。日縁部は端部を上方あるいは上下方に肥厚させており、70の端部は凹線状に凹んでいる。70。 78

の体部の調整は、外面がハケ、内面はユビオサエとナデで、71は夕1面がヘラJ大工具によるナデ、内面

はナデである。胎土はいずれも精良で、微細な長石。角閃石粒を含む生駒西麓産である。70071は内

外面、78は内面の一部に煤が付着しており、色調は70がにぶい黄橙色、71・ 78は灰黄褐色を呈して

いる。

79～ 81は甕の底部である。79は底径が6.4cmで、体部の内外面を粗いハケで調整している。胎土に

は直径 3111m以下の長石・雲母・石英粒を含む。79は第 8層上面出土資料と接合関係が確認されたが、

SD801出土資料のみ外面に煤が付着しており、割れた後で二次的に火を受けた可能性がある。80は底

径が5。 9cmあ る。器壁が荒れているが、体部の調整は外面がナデ、内面はヘラ状工具によるナデとみ

られる。胎土中に直径 l nlm以下の長石・雲母粒を含む。81は底径が6.4cmで 、器壁が荒れているが、
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第Ⅱ章 調査の結果

体部の調整は外面がヘラミガキ、内面はナデとみられる。胎土中に直径 2 nlm以下の長石・雲母・石英

粒を多く含み、色調はにぶい褐色を呈する。80・ 81の内外面には全面に煤が付着している。

83～ 85は大型の鉢である。83は 口径が41.8cmで、口縁部には2条の、肥厚させた端部には 1条の

浅い凹線文を配している。体部の外面にはヘラケズリの後、ヘラミガキを密に施しており、内面は粗

いハケで調整している。また、内面には黒斑がある。84は 口径が51.6cmで 、日縁部は段状に肥厚させ

ている。体部の外面には2条 1帯の原体による斜格子文を配し、内面の調整はナデとみられる。83・

84の胎土には直径 2 olm以下の長石・雲母 。石英・チャート粒を多く含み、色調は浅黄橙～灰白色を呈

するなど他の資料とは異なる特徴が見られることから、他地域からの搬入品である可能性がある。85

は口径が51.2cmで、段状の回縁部は折り曲げて成形されている。日縁部には簾状文と刺突文を、体部

には簾状文を配している。体部の内面の調整は細かいハケで、粘土紐の接合痕が観察される。胎土は

直径 5 nlm以下の長石・角閃石・雲母 。シャモット粒を多く含む生駒西麓産で、色調は黄灰色を呈する。

これらの土器は河内Ⅳ様式に属する。これらの中には66・ 67・ 72・ 75。 77・ 79～ 81な ど資料の

多くに、色調の変化や内外面への煤の付着といった火を受けた形跡が観察されることから、火災で生

じたゴミとして投棄された可能性がある。

一方、土器以外の遺物については第2層から1点、第4層から2点、第5層 から4点のサヌカイト

が出土しており、このうち第5層出土資料はいずれも3～ 6 cm程度の比較的大きな石核・剥片である。

微細なフレークは各層サンプル土の水洗選別によっても回収されなかった。

d)溝

SD801(図 9。 20・ 21、 図版 2・ 15)3区で検出した南南東一北北西方向の溝で、両端は調査区

外に続いている。溝の幅は南南東に向って広くなり、東肩は2段落ちとなっている。南南東端では幅

が1.6m、 深さ0。5m程度である。埋土は2層に細分され、上層は暗オリーブ灰色細粒砂～細礫混リシ

ルト質極細粒砂からなり、シルト偽礫を含む。下層は暗オリーブ灰～オリーブ黒色の細粒砂～細礫混

り極細粒砂質シルトからなる。

埋土からは弥生土器87～ 89・ 93が出土した。87は大頸壺、88は広口壷の回頸部で、日径は87

が25。 5cm、 88は 24.4cmである。87は 口縁部を櫛描列点文と円形浮文で加飾し、端部は内方に肥厚さ

せている。内面には調整時のものとみられる爪痕が複数観察される。88は下方に肥厚させた口縁端部

に簾状文と刺突文を配する。器面の調整は内外面ともナデで、日縁端部の内面には著しいユビオサエ

痕が残る。胎土はいずれも直径 2111m以下の角閃石粒を多く含む生駒西麓産で、色調は87が暗灰黄色、

88は灰黄褐色を呈する。

93は壺の下半部で、SD803出土資料と接合関係が確認された。底径は9。 2cmあ り、器面の調整は外

面がヘラミガキ、内面がヘラ状工具によるナデである。胎土中に直径 l nlm以下の長石・雲母・チヤー

ト粒を多く含む。器壁は荒れ、色調が橙色を呈することから、火を受けている可能性がある。外面に

は黒斑が見られる。89は下層から出土した甕である。回径は13.4cm、 復元高は18。9cmである。日縁部

は頸部から「く」字形に屈曲し、端部は凹線状に凹む。体部上半は内外面ともハケで調整している。下

半は器壁が荒れているが、外面がヘラミガキ、内面は細かいハケとユビオサエによるとみられる。胎
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SE801(第 2層 :75、 第 4層 :66、

2・ 4層 :77、 第 2・ 3層 :84)、

図19 SE801・ SD802出土土器

第 5層 :67・ 68。 70。 72・ 78～ 81・ 85、 第 2

SD802(第 1層 :74、 第 2～ 4層 :68・ 69・ 73

～ 4・ 5層 :71、 第 2～ 4層 :83、 第

・76・ 81～ 83)

琲 ll:
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SD801

:暗オリープ灰色細粒砂～細礫混リシルト質極細粒砂 (シルト偽礫含む)
:暗オリープ灰～オリープ黒色細粒砂～細礫混り極細粒砂質シルト

1:黒色粘土質シルト (暗色化著しい)
2:オ リープ黒色粘土混リシルト
(暗色化している。暗緑灰色極細粒砂の小偽礫少量含む)
3:オ リープ黒色極細粒砂混リシルト
(暗緑灰色極細粒砂の小偽礫含む)
4:オ リーブ黒色シルト質極細粒砂
(第 9層 起源の暗緑灰色極細粒砂の小偽礫多く含む)

1:黒色細～中粒砂混リシルト質極細粒砂
(シルト偽礫含む)

1:オ リープ黒色シル ト

SD805

:オ リープ黒色シルト混り極細粒砂
(暗緑灰色極細粒砂の小偽礫少量含む)
:オ リープ黒色極細粒砂
(暗緑灰色極細粒砂の小偽礫多く含む)

TP+7.Om

lm

1 :20

図20 SD801～ 805断面図

土中に直径 l nlm以下の長石・雲母・石英粒を多く含み、色調は褐灰色を呈する。体部の外面には薄く

煤が付着している。これらの土器は河内Ⅳ様式に属する。

SD802(図 9。 19。 20、 図版 2・ 14。 15)4・ 5区で検出した南東―北西方向の溝で、両端は調

査区外に続いている。溝の幅は南東に向って広くなり、両肩は2段落ちとなっている。北西端では幅

1.6m、 深さ0.5m程度である。埋土は4層 に細分され、黒色粘土質シルトからなる第 1層 は滞水状態

で堆積したとみられ、著しく暗色化している。オリーブ黒色粘土混リシルトからなる第 2層は、暗緑

灰色極細粒砂の偽礫を少量含んでおり、暗色化している。第 3層はオリーブ黒色極細砂混リシルトか

らなり、暗緑灰色極細粒砂の偽礫を含む。第 2・ 3層 ともラミナ構造は観察されなかったが、含まれ

る偽礫の構造が圧潰しておらず流れ込み方も自然であること、第2層 を中心に暗色化が見られること

などから、滞水状態で堆積したと考えられる。オリーブ黒色シルト質極細粒砂からなる第4層は、第

9層起源の暗緑灰色極細粒砂の偽礫を多く含んでおり、加工時形成層とみられる。

埋土からは多数の弥生土器が出土した。このうち74は第1層、他はいずれも第2～ 4層から出土し

ている。68・ 81・ 83な どSE801出 土資料と接合関係が確認されたものも少なくなく、それらの資料

についてはSE801の項で触れている。

69は広口短頸壺の回頸部である。日径は14.2cmで、日縁部には2孔 1対の蓋用孔があるが、細片で

SD802
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あるためイ可対穿たれて

いたかは不明である。

下方に肥厚させた端部

には列点文を配する。

器面が荒れているが、

内面の調整はナデとみ

られ、 外面には月同音5と

の境付近に工具痕が観

察される。胎土には微

細な長石 。シヤモット

粒を含み、色調はにぶ

い黄橙色を呈する。

76は 壺の底部であ

る。底径は7.6cmで 、

器面の調整は内外面と

もヘラミガキである。

胎土は直径 3 nlm以下の

角閃石 。長石粒を多く

含む生駒西麓産で、色

調はにぶい黄橙色を呈

する。

73・ 74は 甕の底部

とみられる。73は底

径が6.8cmで 、底部に

は直径 7 nlm程度の円孔

がある。内外面の調整

は不明瞭であるが、ナ

ノ

ノ

／

―
―

ト

ー

／
／
／

／

図21 SD801・ 803出土土器

SD801(87～ 89・ 93)、 SD803(86・ 90～ 93)

デとみられる。外面はにぶい褐色を呈しており、火を受けている可能性がある。胎土中に直径 l nlm以

下の長石・雲母・チヤート粒を含む。74は底径が5。 lcmで、外面をヘラミガキ、内面をハケで調整し

ている。胎土は直径 3 nlm以下の角閃石 。長石粒を多く含む生駒西麓産で、色調は灰黄色を呈する。

82は高杯の脚部とみられる。脚柱部外面をユビオサエとナデで調整しており、内面にはシボリメが

観察される。胎土は精良で、微細な長石・石英・雲母粒を含む。色調は灰黄色を呈する。これらの土

器は河内Ⅳ様式に属する。

SD803(図 9・ 20。 21、 図版 3・ 15)4区で検出した南南東二北北西方向の溝である。当初、遺

構上面で弥生土器壺90が底部を上にした状態で出土したことから、土器棺の可能性を考慮しつつ精査
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を行った。また、黒色細～中粒砂混リシルト質極細粒砂からなる埋土が第 9層 と近似していたことか

ら、第 9層 を0.lm程度削込んだ状態で遺構の検出を行つた。その結果、遺構は幅0.85m、 深さ0.25

m程度の溝で、両端は調査区外に続いていることが確認された。埋土はシルトの偽礫を含むことから

人為的に埋戻されたと考えられる。

埋土からは弥生土器86・ 90～ 93が出土した。93は SD801出土資料と接合関係が確認されており、

同遺構の項で触れている。90は壺の体部下半で、底径は7.4cm、 残存高は15.4cmである。器面の調整

は外面がヘラミガキ、内面はヘラ状工具によるナデである。胎土中に直径 2 nlm以下の多量の長石 。

チャート粒や石英 。雲母粒を含み、色調はにぶい黄橙色を呈する。91。 92は壺の底部である。底径は

91が 6.2cm、 92が 5.2cmで ある。91は外面をヘラミガキ、内面をユビナデとユビオサエで調整してお

り、外面には黒斑がある。胎土中に直径 2 nlm以下の長石 。石英・雲母・チヤート粒を含み、色調はに

ぶい橙色を呈する。92は外面をナデ、内面を板状工具によるナデで調整しており、胎土中に直径 3 nlm

以下の長石や石英粒を含む。色調は浅黄橙色を呈し、内面全体とタト面の一部に薄く煤が付着している。

86は高杯の杯部で、日径は28.6cmで ある。日縁部は端部が肥厚ぎみで面をなしており、直下には 1

条の凹線文を配する。外面の調整は杯部上半が横方向、下半が縦方向のヘラミガキで、内面は横方向

のナデによる。胎土中に微細な長石・雲母 。石英・シャモット粒を含み、色調はにぶい橙色を呈する。

これらの土器は河内Ⅳ様式に属する。

SD804(図 9。 20)3区 の南アゼ上で検出した南西―北東方向の溝である。幅0.25m、 深さ0.06m

程度で、埋土はオリーブ黒色シルトからなる。

SD805(図 9。 20、 図版 3)6区 を中心に南アゼ上で検出した南西―北東方向の溝で、幅は0.30

m、 深さ0。25m程度である。埋土は 2層 に細分され、オリーブ黒色シルト混り極細粒砂からなる上層

は暗緑灰色極細粒砂の偽礫を少量含む。オリーブ黒色極細粒砂からなる下層は暗緑灰色極細粒砂の小

偽礫を多く含む。埋土からは弥生土器片が出土している。SD805は当初、SX803・ 804と 一連の遺構

で、SB802の排水溝である可能性を検討したが、底の水準はSD805の方が高いことから、SB801の排

水溝である可能性が高い。その推定が正しければ、SB801の 排水溝であつたSD805、 SX803・ 804の

埋没後に、SB802がその一部を切る形で作られたこととなり、SB801と SB802の先後関係を推定する

ことも可能となる。

d)その他の遺構

SX801(図 9。 17)3区 の南アゼ上で検出した遺構で、北部は側溝に切られており本来の形状は不

明である。深さ約0.5mで、 3層 に細分された埋土からは弥生土器片が出土している。第 1層 は暗オ

リーブ灰色細～粗粒砂混リシルト質極細粒砂からなり、粘土の偽礫を少量含む。第 2層は黒色極細粒

砂質シルトからなり、第 9層起源の極細粒砂の偽礫を含む。第 3層 はオリーブ黒色シルト質極細粒砂

からなり、第 9層起源の極細粒砂の偽礫を含む。

SX802(図 9。 17)5区 の南アゼ上で検出した遺構で、北部は側溝に切られており本来の形状は不

明である。深さ0。4m程度で、埋土は 3層 に細分された。第 1層 はオリーブ黒色極細粒砂質シルトか

らなり、シルトの大偽礫を含む。第 2層 はオリーブ黒色シルト混り極細粒砂からなり、極細粒砂の小
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図22 第7b層 上面検出溝群

偽礫を含む。第 3層 は暗オリーブ灰色シルト混り極細粒砂からなり、極細粒砂の偽礫を多く含む。

SX803・ 804(図 9。 15。 16、 図版 3・ 4)SB802の 下面で検出された不定形の遺構で、切合関係

からSB802よ りも古いと考えられる。SD805の項で述べた通り、両遺構とSD805はSB801の排水溝の

役割をもつ一連の遺構である可能性がある。SX803は 北端が調査区外に続いており、残りのよい部分

で深さは0。25m前後ある。埋土は暗オリーブ灰色極細粒砂混リシルトからなる。SX804は 残りのよい

部分で深さが0.30m前後あり、埋土は2層 に細分された。上・下層とも暗オリーブ灰色極細粒砂質シ

ルトからなり、下層には第 9層起源の極細粒砂の偽礫を多く含む。

ii)古墳時代の遺構と遺物 (図 22・ 23、 原色図版 1、 図版6)

古墳時代中～後期の作土層とみられる第7b層上面では南北方向の溝群を検出した。断面でのみ確認

できたものも合わせると約40条 に及ぶ。溝群の多くは幅0.4～ 0.5m、 深さ0.1～ 0。2m程度で、北部で

やや東に振りながら約1.2mの間隔で並んでいる。断面はU字形を呈するが、下部が西側にずれてい

るものが多く、地震による影響を受けたものと推測される。埋土は共通した様相を示しており、黒色

シルト～極細粒砂からなる上層、暗緑灰色シルトからなり黒色極細～細粒砂の偽礫を含む中層、黒色

シルト～極細粒砂からなる下層の3層 、あるいは上 。中層の2層から構成されるものが多い。これら

の溝群の機能としては畠の畝間溝の可能性などが考えられる。第7b層の下面でも耕作を免れた溝の下

部とみられる溝28・ 29・ 30～ 34。 39が検出されていることから、少なくとも2時期に渡つて耕作に

伴う溝群の形成が行われたと考えられる。

埋土からは下位層から巻上げられたとみられる弥生土器片などの遺物が出土した。

183P31
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ＧＮ

ｌ Y-38,940

1:黒色極細粒砂質シルト
2:暗緑灰色シルト(黒色極細粒砂質
シルトの偽礫含む)

E       ll       W

l:黒色シルト

2:オ リープ黒色粘土 (黒色極細粒

砂質シルトの小偽礫含む)

li黒色極細粒砂質シルト

2:オ リープ黒色シルト(黒色極細粒砂質

TP+7.2m

1:黒色極細粒砂質シルト
2:暗緑灰色シルト(黒色極細粒
砂質シルトの小偽礫含む)

TP+7.2m
21       W ~

1:黒色極細～細粒砂混リシルト(灰オリープ色シルト～

粘土の小偽礫含む)
2:灰 オリープ色シルト混り粘土 (暗緑灰色シルトの

小偽礫含む)
3:オ リ=ブ黒色極細～細粒砂混リシルト

21断面図 (南壁断面 )

1:オリープ黒色極細粒砂混リシルト(暗緑

灰色シルトの小偽礫少量含む)
2:暗緑灰色シルト(黒色極細粒砂質
シルトの偽礫含む)

シルトの偽礫含む)
3:黒 色シルト質極細粒砂

3平面図と溝 1～ 3・ 11・ 13

3:オリープ黒色シルト質極細粒砂

図23 溝 1～
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ｌ

一

第4c層上面

第6層上面

ナデ、杯部の外面と脚部の内外面は

ユビオサエとユビナデで調整してい

る。胎土は精良で、色調はにぶい黄

橙色を呈する。95は底面付近で出土

した墨画土器の破片である。日から

鼻の上部にかけての部分とみられ、

内外面はナデで調整している。胎土

は精良で、色調はにぶい褐色を呈す

る。97は 第 4層、98は 同層最下部か

ら出土した土師器杯である。97は 口

径 14。 2cm、 器高3.4cmで、外面は体部

を密なヘラミガキ、底部をヘラケズ

|

図24 第4c層 。第 6層上面検出遺構

|

Y-38,8901

X-154
,375

X-154
,375

10m

iii)奈良時代の遺構と遺物 (図 24～ 27、 図版 7・ 17・ 18。 21・ 22)

NR501 1～ 3区の第 6層上面で検出された南東一北西方向の奈良時代の自然流路で、幅8.Om、

深さ1.Om前後である。南壁断面における埋土の様相は前述の通りであるが、北端の中央部では埋土

は4層に細分された。第 1層が灰色シルト、第2層 は灰色中粒砂～細礫、第3層は灰色シルト、第4

層は灰オリーブ色粗～極粗粒砂からなる。側方では堆積物は細粒化してシルト・粘土が主体となる。

本遺構はNG01-14次調査で検出されたNR501の続きとみられるが、同遺構では祭祀に用いられた

とみられる墨画土器や木製品、動物遺体などの遺物が多量に出土しているのに対し、本調査地ではご

く少量が出土したのみである。出土した遺物には土師器・須恵器・木製品・銅銭・動物遺体などがあ

り、それらの多くは第 4層の下部から出土している。

94は第4層から出土したミニチュア高杯である。日径は6.Ocm、 器高は4.9cmである。杯部の内面は

i51

Siii:::::::::::::::l:::::::::::::;'74(11

図25
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りで調整している。内面は口縁部から体部

にかけて連弧および放射状暗文を、底部に

は螺旋状暗文を施している。ほぼ完形の

98は口径13.9cm、 器高3.8cmである。体部

の内夕ヽ面と底部内面の調整は回転ナデで、

底部外面には著しいユビオサエ痕が残る。

いずれも胎土は精良で、色調はにぶい橙色

を呈する。96は底面付近で出土した完形

の土師器甕で、日径13.3cm、 器高9。 9cmで

ある。日縁部は上端部力測 さヽな面をなして

おり、頸部内面は明瞭な稜をなす。体部は

張りが強く、外面をユビオサエとナデで、

内面をナデで調整しており、内面には全面

に有機物が付着している。胎土は精良で、

色調はにぶい褐色を呈する。99は第 4層

から出土した土師器甕で、日径は15.8cmで

ある。鋭く屈曲する頸部は内面が明瞭な稜

1:4

図26 遺構 ・包含層出土木製品
NR501(107)、 NR501以下 (102・ 103)、 第2a層 (104)、

(105。 106)

図27 遺構・包含層出土銅銭 (原寸 )

NR501(108)、 第 1層 (109)
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器高3.9cmで、底部の外面をヘラケズリ、内面を不定方向のナデで調整している。101は 第 2層から出

土した須恵器杯Aである。日径 13.4cm、 器高3.6cmで 、内外面を回転ナデで調整している。焼成は甘

く、色調は灰白色を呈している。NR501か ら出土したこれらの土器は平城官土器Ⅱ前後の資料であろ

う。

102・ 103・ 107は木製品である。107は第 4層から出土した円形板で、直径 13.4cm、 厚さ0。 7cmであ

る。蓋や底板の可能性もあるが平面に孔はなく、鋭利な刃物傷が一方の面に2個所、もう一面に 1個

所観察される。樹種はヒノキを用いている。102・ 103は NR501あ るいは直下の第6′層から出土した。

103は 人形とみられ、残存長H.lcm、 幅1.5cm、 厚さ0。 6cmで、両側面にはV字形の切欠きがある。樹

種はヒノキを用いている。102は棒状製品で、残存長10.5cm、 厚さ約0。 9cmである。断面は不整な多面

形を呈し、先端部は削り出し尖らせている。

その他の遺物については、和同開称108が第 1層の最上部から出土している。また、植物遺体では

ヒョウタンとみられる破片と、約20点のモモ核が出土している。動物遺体では貝類と哺乳類骨が出土

凸

⊂

第6′血層

をなしており、日縁部は外湾ぎみに延びている。体部は張りが

強く、タト面の上半をユビオサエとナデ、下半をハケの後にナデ

で調整しており、内面はナデを施している。外面には一部に煤

が付着しているが、隣接して接合した破片には付着が見られな

いことから、割れた後に火を受けている可能性もある。

100は底部付近で出土した須恵器杯Bである。日径15.4cm、
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図28 第3b層基底面。第3c層上面検出遺構

している。貝類はイシガイが 3個体、マツカサガイが 1個体、タニシ科が 1個体で、いずれも淡水性

であり食用にされたものかは不明である。哺乳類骨については第Ⅲ章で報告する。

iv)中 。近世の遺構 と遺物

a)第 4c層 上面検出遺構 (図 24、 図版 8)

SR401 6区の第4c層上面で検出された南北方向の畦畔である。残りのよい部分では幅0.70m、 高

さ0.07m程度ある。

b)第 3b層 基底面 。第3c層上面検出遺構 (図 28・ 29、 図版 8)

SD301・ 302 ともに南北方向の溝で、両端は調査区外に続いている。形状や埋土の様相は共通し

ており、幅約1.7m、 深さ0。 4～ 0.5mで、断面は逆台形を呈する。埋土は3層 に細分され、上層は暗

オリーブ灰色粘土からなり、滞水の状態で堆積したと考えられる。中層は暗オリーブ灰～オリーブ灰

色細～極粗粒砂からなる。粘土～極細粒砂の偽礫を多く含み、人為的な埋土と考えられる。下層は暗

オリーブ灰色極細～細粒砂からなる水成層である。機能時堆積層としては下層の厚さが約0。 lmと 薄

いことから、両遺構は溝状の土取り穴の可能性もある。

島畠 上位層段階の耕作を免れた島畠溝に当る部分(島畠溝1～ 5)の作土層のみが残存していた。厚

TP+8.5m

:暗オリープ灰色粘土
:暗オリープ灰～オリープ灰色細～極粗粒砂
:暗オリーブ灰色極細～細粒砂

(粘土～極細粒砂の大小偽礫を多く含む)

0

図29 SD301・ 302断面図
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第 1節 NG02-1次 調査

さは最大30cm程度ある。

c)第 1・ 2a・ 2b・ 3b層 下面検出遺構 (図 30、 図版 8)

作土層である第 1・ 2a・ 2b・ 3b層 の下面では南北方向の耕作溝を検出した。

3)ま とめ

本調査では縄文時代から江戸時代にいたる各時代の遺構や遺物を検出したが、中でも弥生時代から

奈良時代にかけての貴重な成果が得られた。

まず、竪穴住居を始めとする弥生時代中期後葉の遺構群については、当該時期の集落の範囲を知る

上で重要な意味をもつ。当時の集落は「出戸自然堤防」と呼ばれる約700m× 250mの微高地上に営ま

れたと考えられているが、東接するNG01-14次調査では同時期の集落遺構は検出されておらず、今

回の調査地がその北東の端に当る可能性が強い。また、次章で詳述する通り、井戸SE801から出土し

た多量の種子にはイネ・エゴマ・ウリ科などの栽培植物が含まれていた。弥生時代中期における栽培

植物種実の分析例は稀少であり、当時の植物資源の利用のあり方を検討する上で貴重な資料となりう

る。同遺構は埋土が著しく暗色化し、多量のウリ科種実を伴うなどトイレ遺構の特徴が見られたが、

一連の分析の結果、廃絶後にゴミ穴として利用された可能性が高いことが判明した。

次に、古墳時代の成果としては中～後期の多条の溝がほぼ等間隔に並ぶ溝群が検出された。また、

溝群がある地層の水準は、水田が検出されたNG01-14次調査の同時期の地層の水準よりも0.5m程

度高く、畠の畝間溝である可能性が考えられたので、珪藻・花粉 。植物珪酸体・種実 。昆虫などの分

析によりその検証を行った。分析結果については次章で詳述するが、調査地が開けた草地植生の発達

する環境下にあつたことは確認されたものの、栽培種の特定などから積極的に畠遺構であることを裏

付ける成果は得られなかった。近年、当遺跡周辺でも同様な畠状遺構の検出例が増加しているが、今

回の分析結果の成果と問題点を踏まえながら、引き続き遺構の機能の解明に努めたい。

続いて飛′鳥時代に関しては、第6′層から飛`鳥 Ⅱ前後の一括性の高い土器群が出土した。第6′層はNG

01-14次調査のNR702か ら続く流路の埋土である可能性が高い。高橋工による当遺跡の地形復元を

参考にすると[高橋工1999]、 流路は六反自然堤防と出戸自然堤防の間の六反一出戸低地を南東から

北西方向に流れていたと考えられる。六反自然堤防上ではNGEN l～ 3な ど飛鳥時代の集落が展開し

ているが、本調査地も含めて出戸自然堤防上では飛`鳥時代の集落は発見されていないことから、土器

群は前者の集落で廃棄されたものである可能性が高い。流路の上流に位置する集落NGEN 3は 700m

程度の距離があるが、出土した土器群には顕著な磨耗が観察されず、完形の資料が多く含まれている

ことを考え併せると、同堤防上のより近い位置にNGEN3と は異なる集落が存在していた可能性もあ

るといえよう。

最後に奈良時代に関する成果としては、NG01-14次調査地で検出されたNR501の 続きとみられる

流路が検出されており、水辺の祭祀のあり方や、加美など北方地域の大河川との連続性を検討する上

で重要な知見が得られた。
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第 2節 NG02-5次 調査

1)基本層序 と出土遺物

i)基本層序 (図 31、 表 4、 別表 1・ 2、 図版 9。 10)

第 0層 :現代の盛土層で、厚さ80cm程度である。上面の現地表面はTP+9.8m前後である。

第 1層 :オ リーブ黒色細～粗粒砂混り極細粒砂質シルトからなる現代作土層である。残りのよい部

分では厚さ25cm程度で、炭化物を少量含む。

第 2層 三調査区全域に分布する近世の作土層で、第2a。 2b層 の2層に細分される。第2a層 は暗オ

リーブ灰色砂質シルトからなり、厚さ10～ 25cm程度である。炭化物や焼土を含む。第2b層は灰オリー

ブ色砂混リシルトからなり、厚さ10cm前後である。

第3層 :調査区全域に分布する作土層で、灰オリーブ色細礫混り砂質シルトからなる。厚さは15～

35cm程度で、下部は第4a層起源の砂粒を多く含む。 4区以西ではオリーブ褐色極細～中粒砂質シル

トからなる第3a層 と、灰オリーブ色砂質シルトからなる第3b層の 2層 に細分される。本層からは土

師器・須恵器・黒色土器・瓦器などが出土した。

第4層 :第4a層 は調査区北東部、第4b層 は3区以西に分布する水成層である。灰色細～中粒砂か

らなる第4a層 は厚さ15cm前後で、灰オリーブ色シルト～細礫からなる第4b層 は厚さ5～ 25cm程度で

ある。本層からは土師器・須恵器 。瓦器などが出土した。

第 5層 :第 5a層 は調査区全域に分布する作土層で、第5b層 は調査区西部に部分的に残る水成層で

ある。第5a層 は灰オリーブ色細礫混り砂質シルトからなり、下部は第5b層起源の砂礫を多く含む。

厚さ10～ 30cm程度あり、下面では耕作溝を検出した。第5b層 は暗灰黄色中粒砂～細礫からなり、残

りのよい部分で厚さ10cm前後ある。本層からは土師器・須恵器・瓦器 。円筒埴輪などが出土した。

第6層 :調査区全域に分布する作土層で、砂質の強弱などにより第6a・ 6b層の2層 に細分される。

第6a層 は暗灰黄色シルト質粘土からなり、厚さ12cm前後である。第6b層 はオリーブ褐色極細～中粒

砂混り粘土質シルトからなり、厚さ1 5cm前後である。第6b層 を中心に酸化鉄 。マンガン斑が観察さ

れた。第6a層下面では耕作溝などの遺構が検出されなかったことから、両層は一連の作土層で、下位

の第7層 を耕起したことで下部が砂質化した可能性がある。また、第6b層 を中心に出土した多量の飛

鳥～奈良時代の土器などについても、本来第7層 に属する可能性がある。NG97-12・ NG02-9次

調査など周辺の調査では、第 6。 7層 に対比される地層に伴う遺構群が検出されているが、各層の年

代観については相当の開きがある。本調査では第6a層から黒色土器B類の破片が1点出土しているが、

当該資料が地層の年代を示すものであるか、それとも混入によるものかを含め、今後の調査成果の蓄

積を待って慎重に検討する必要がある。

第7層 :暗褐色中～粗粒砂混り極細～細粒砂からなり、厚さ15～ 35cm程度である。上部は暗色化

しており、炭や焼土を多く含む。本層からは飛`鳥～奈良時代の多量の土師器・須恵器のほか、瓦や動

物遺体などが出土した。
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現場

層序
主たる岩層

層厚

(c nl)
特徴 主な遺構 主な遺物 RK層 序 NG層 序

97-12・ 5芝

層序

0 現代盛土 0 0

1 オリープ黒 (10Y3/1)色 細～粗粒砂混り極細粒砂質シルト
―土取 り穴

1 1 1

暗オリープ灰 (5GY3/1)色 砂質シルト 10～ 25 2

灰オリープ(7.5Y4/2)色砂混リシルト 2

オリープ褐 (2.5Y4/4)色極細～中粒砂質シルト 土師器・須恵器・瓦器 3 4

灰オリープ(5Y4/2)色 砂質シルト 土師器 須恵器 瓦器 3 5

灰 (7.5Y6/1)色細 ～中粒砂 土師器・須恵器・瓦器 6

灰オリープ(5Y5/2)色 シルト～細礫 5～ 25 土師器・須恵器・瓦器 4A

灰オリープ(5Y4/2)色 細礫混り砂質シルト 10～ 30 ↓耕作溝 土師器・須恵器 瓦器 4B～4C 4B～ 4C

暗灰黄 (2.5Y5/2)色 中粒砂～細礫 土師器・須恵器・瓦器

暗灰黄 (2.5Y5/2)色 シルト質粘土 土師器・須恵器・黒色土器 4C～ 5 4C～ 6A 8～ 9a

オリープ褐 (2.5Y4/3)色極細～中粒砂混り粘土質シルト 土師器・須恵器・瓦・動物骨 5 5～ 6A

7 暗褐 (10YR3/3)色 中～粗粒砂混り極細～細粒砂 15～ 35 土師器・須恵器・瓦・動物骨 6A～ 6B 6B～ 7A 9b～ 10a

8

オリープ黒 (10Y3/2)色 シルト～極細粒砂 20～ 40

▽IIR801 土師器・木製品・サヌカイト 6C～ 7B 7A～ 7B 10b～ 13

オリープ黒 (10Y3/1)色 砂泥互層 25～ 50

暗オリープ灰 (5GY4/1)色 粘土～極細粒砂 30～ 40

‐Ｖ

一
Ｖ

オリープ灰 (5GY6/1)色 砂泥互層 60～ 80

オリープ黒 (7.5Y3/1)色 シルト～極細粒砂 10～ 20

9

オリープ黒 (5Y3/2)色 シルト～粘土 8

―SR1001

木製品 14～ 15灰 (10Y4/1)色 粘土 8

9 暗オリープ灰 (5GY3/1)色 粘土 2

暗緑灰 (7.5GY3/1)色 シルト混り粘土
20～ 30

布留式土器 8A～ 8C

暗オリープ灰 (5GY3/1)色 粘土

オリープ黒 (5Y3/1)色 粘土 4 SR1201、

SD1201 1202灰 (10Y4/1)色 シルト混り粘土
15～ 30

9Ci'

オリープ黒 (5Y3/2)色 粘土 ▽llR1201 弥生土器 (河 内 I様式 ) 9C五 '

黒 (5Y2/1)色 粘土 6 9A

暗緑灰 (7 5GY4/1)色 粘土

暗オリープ灰 (5GY3/1)色 シルト混り粘土 2

緑灰 (7.5GY5/1)色 粘土 8

オリープ黒 (5Y3/1)色 シルト～極細粒砂混り粘土 6

黒 (5Y2/1)色 シルト～細粒砂混り粘土 5 縄文土器 (中津式 )

オリープ黒 (5Y3/1)色 極細～細粒砂混リシルト

10C 20b～ 20fオリープ黒 (10Y3/1)色極細～細粒砂混リシルト

黒 (10Y2/1)色 極細～中粒砂質シルト 縄文土器 (里木 Ⅱ式 )

暗緑灰 (7.5GY4/1)色 極細 ～細粒砂混 り粘土質シルト

10・ 11

オリープ黒 (10Y3/2)色極細～極粗粒砂

灰オリープ(5Y4/2)色 砂礫 <40

灰オリープ(7.5Y5/3)色礫混り砂

灰 (7.5Y5/1)色極細～中粒砂 >160

表 4 NG02-5次調査地の層序

鴇 踊・■

「

IX面 ♂
1匡ヨ水成層 vEtt,ffidJ,tti4 

|

♂望埋 __型 里覧

第8層 :厚さ200～ 220cm程度の河成の堆積層である。調査区の中。西部では層内で自然流路NR301

を検出しており、下位層への侵食が見られた。NR801の埋土は粗粒な堆積物からなり、最下部では踏

込みが検出されたほか、土師器や木製品などが出土した。一方、本層は調査区東部では細粒化し、シ

ルト～極細粒砂からなる第8i層 、砂泥互層の第8ii層 、粘土～極細粒砂からなり、炭化物ラミナが発達

する第8i五層、砂泥互層の第8iv層 、シルト～極細粒砂からなる第8v層 の5層 に細分できる。

第9層 :滞水の状態で堆積したとみられるシルト～粘土層で、第9i～ 9i五層の3層 に細分された。

第9i。 9ii層は調査区のほぼ全域に、第9i五層は部分的に分布する。第9i層 はオリーブ黒色シルト～粘

土からなり、厚さは約 8 cmである。植物遺体を多く含み、木製品が出土している。古墳時代中期の木

製品が多量に出土したNG97-12次調査の第14層 に相当する。第9ii層 は灰色粘土からなり、厚さは

約 8 cmである。植物遺体を含み、木製品が出土した。暗オリーブ灰色粘土からなる第9i五層は、厚さ

約 2 cmで、やや暗色化している。

第10層 :調査区全域に分布する粘土層で、厚さは20～ 30cm程度である。作土層である第10a層 と、

その母材となった水成層である第10b層 に細分されるが、作土化は進行しておらず、分層の困難な部
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第2節 NG02-5次調査

分が多い。第10a層 は暗緑灰色シルト混り粘土、第10b層 は暗オリーブ灰色粘土からなる。第10a層か

らは布留式甕が出土しており、上面では古墳時代前期の遺構とみられる水田畦畔を検出した。

第H層 :調査区全域に分布する暗色帯構成層である。厚さ約 4 cmで、オリーブ黒色粘土からなる。

第12層 :調査区全域に分布する粘土層で、厚さ15～ 30cm程度である。作土である第12a層 と、その

母材となった水成の第12b層 に細分されるが、作土化は進行しておらず、分層の困難な部分が多い。

第12b層 は 3区以東ではオリーブ黒色粘土を主体とする細粒堆積物から構成されており、炭化物ラミ

ナが観察された。第 4・ 5区では層中で自然流路NR1201を検出している。第12b層 を母材とする第

12a層 は、調査区東部では灰色シルト混り粘土を主体とする細粒堆積物から構成されているが、NR1201

に近い西部では砂質を強め、細～粗粒砂質シルトからなる。第12a層上面では水田畦畔や溝など弥生

時代前期から中期初頭にかけての遺構を検出した。

第13層 :調査区のほぼ全域に分布する暗色帯構成層である。黒色粘土からなり、厚さ約 6 cmである。

第14層 :調査区の全域に分布するシル ト～粘土層で、滞水の状態で堆積したとみられる。厚さは

26cm前後で、第14i～ 14iv層 の 4層 に細分された。第14i層 は暗緑灰色粘土、ごく薄く挟在する第14ii

層は暗オリーブ灰色シルト混り粘土、炭化物ラミナが顕著に発達する第14i五層は緑灰色粘土、やや暗

色化の見られる第14iv層 はオリーブ黒色シルト～極細粒砂混り粘土からなる。

第15層 :調査区全域に分布する暗色帯構成層で、黒色シルト～細粒砂混り粘土からなる。厚さは約

5 cmで、縄文時代後期初頭の中津式に属するとみられる縄文土器片が出土している。

第16層 :調査区全域に分布する砂混リシルト層で、厚さは35cm前後である。砂質の強弱や暗色化

の程度により第16i～ 16面層の 3層 に細分されるが、境界は漸移的かつ不明瞭で、乾痕や植物根痕跡

が観察された。第16i層 はオリーブ黒色極細～細粒砂混リシルトからなり、やや暗色化している。第

16ii層はオリーブ黒色極細～細粒砂混リシルトからなり、粘土質の偽礫や微細な白色粒を含む。第16iii

層は黒色極細～中粒砂質シルトからなり、やや暗色化している。植物遺体を含み、下面では縄文時代

中期後半の里木Ⅱ式に属するとみられる複数の縄文土器片が出土した。

第17層 :調査区全域に分布する厚さ290cm以上の河成堆積層で、上方細粒化している。 5層 に細分

され、第17i層 は暗緑灰色極細～細粒砂混り粘土質シルト、第17五層はオリーブ黒色極細～極粗粒砂、

第17i五層は灰オリーブ色砂礫、第17iv層 は灰オリーブ色礫混り砂、第17v層 は灰色極細～中粒砂から

なる。第17i五 。1 7iv層は淘汰が悪く、ラミナ構造の発達は見られない。第17i～ 17v層 は船元Ⅱ式に

属する縄文土器が出土したNG97-12次調査のNRH01と 連続する流路埋土である可能性が強い。各

層のTP値は調査区西北部がもっとも高くなっていた。

ii)各層出土の遺物

a)第 2～ 5層 出土遺物 (図 32・ 33、 図版20)

113は 第 3層から出土した瓦器椀である。高台は退化傾向を示し、見込みには平行線状の暗文を施

している。

140は第 2～ 3層、139。 153は第3b～ 5層から出土した須恵器杯身である。140は 杯 Hで、日径

は10。 4cmである。立上がりは低く内傾 しており、底部の外面はヘラ切 り不調整とみられる。139は杯
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第Ⅱ章 調査の結果

Hで、口径は9.8cmで ある。立上がりは高く直立し、端部が内傾する凹面をなしている。底部は約 1/2

以上を反時計回りにヘラケズリ調整している。受部の上面には重ね焼きをした蓋の一部が溶着してい

る。153は杯Bで、日径13.5cm、 器高3.9cmである。胎土中に直径 5 nlm前後の大きな長石粒を少量含む。

時期幅のあるこれらの土器は、耕作により下位層の遺物が巻上げられたものであろう。

第5層 からは土師器110。 111。 127、 須恵器149。 155、 瓦器114。 115が出土した。このうち111

は第5a層、127・ 149。 155は第5b層 に属し、他は第5層一括で取上げたものである。110は小皿で、

日径は 9。 lcmである。器面の調整は口縁部の内外面がヨコナデで、底部の内面はナデ、外面はユビオ

サエである。色調は淡橙色を呈する。111はいわゆる「て」字口縁皿で、回径は9.8cmである。内外面を

ナデで調整しており、色調は乳白色である。127は羽釜で、日径は22.4cmである。日縁部は「く」字状

に強く外反しており、張りの強い体部に短い鍔が取付いている。体部の内面の調整はヘラ状工具によ

るナデとみられる。胎土中に直径 3 nlm以下の長石 。チヤート・雲母 。石英粒を多く含み、色調は橙色

を呈する。鍔の下面から体部にかけては全面に煤が付着している

155は杯Bの底部である。底部は外面がヘラ切り不調整、内面は不定方向のナデで調整しており、

高台は底部の縁辺部にある。149は盤とみられる。底径は18.Ocmで 、底部の外面をヘラケズリで調整

しており、内面には夕タキの当て具痕が残る。

114・ 115は和泉型瓦器椀で、いずれも回縁部は強いヨコナデにより外反している。114は回径13.8cm

で、体部の内外面にはヘラミガキを施す。115は口径14.4cm、 器高6.5cmで、体部は深く、底部にはしっ

かりとした高台を貼り付けている。器壁が荒れていて外面の調整は不明であるが、内面にはヘラミガ

キが施されている。

第5層 から出土したこれらの土器の大半は、平安時代Ⅲ～Ⅳ期に属する資料であろう。

b)第 6層出土遺物 (図 32・ 33・ 39、 図版21)

112・ 126は第6a層上面、124は第6b層、123は第 6～ 7層 から出土した土師器である。112は 口径

8.4cmの皿で、内外面の調整はヨコナデとみられる。胎土は精良で、色調は浅黄橙色を呈する。123は

ミニチュア高杯である。器面の調整はナデとユビオサエで、裾部の内面には裾部と脚柱部の接合痕が

観察される。胎土中には微細な長石 。雲母・シャモット粒を含み、色調は橙色を呈する。124は高杯

である。脚部の外面の調整はナデで、杯部との接合部には著しいユビオサエ痕が残る。内面は裾部を

ユビオサエで調整しており、脚柱部にはシボリメが観察される。胎土中には直径 l IIlm以下の長石・

チャート・雲母粒を含み、色調は黄橙色を呈する。126は羽釜で、口径は28.Ocmである。日縁部の内

外面をヨコナデで調整しており、その直下には鍔を取り付けるためのユビオサエ痕が観察される。胎

土は直径 2111m以下の長石 。角閃石 。雲母粒を多く含む生駒西麓産で、色調は橙色を呈する。

158は第6b層上面、142・ 143・ 154は第6b層、145。 156は第 6～ 7層 、148・ 151・ 152は第 6層

一括で取上げた須恵器である。151・ 152・ 154。 156は杯Bで、151は底部の外面をヘラケズリで、

内面を回転ナデで調整している。152は 口径がH。 9cmで、内外面を回転ナデで調整している。154は

器壁が厚く、壺などの底部である可能性もある。底部は内外面を回転ナデで調整しているが、高台の

接合痕が残るなど作りは粗い。156は底部の外面をヘラケズリで、内面を回転ナデで調整しており、
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第 2節 NG02-5次 調査

外面には 4重の同心円状の粘土紐の接合痕が観察される。

142・ 143は杯Hである。142は 口径が10.9cm、 器高は3.8cmで ある。底部は約 2/3を反時計回り

のヘラケズリで調整しており、中央部には 2本の直線からなるヘラ記号がある。色調は灰白色を呈す

るが、還元が不十分なためにぶい橙色の部分がある。143は 口径がH.6cm、 器高は3.5cmである。底部

は約 1/4をヘラケズリ調整しており、灰色の自然釉が薄くかかる。

148は鉢や壺などの貯蔵具とみられる。底径は9.5cmで、高台の端部は段をなしている。内面には全

面に灰色の自然釉がかかる。158は橘鉢である。底部は直径9。 2cmの 円盤状の平底で、外面にはヘラ状

工具による多数の刺突が同一方向に施されている(図版21)。 体部の調整は内外面とも回転ナデである。

胎土中に直径 5 nlm前後の大きな長石粒を少量含み、色調は灰白色を呈する。焼成は良好である。145

は壷の蓋とみられる。日径は8.2cmで 、日縁端部は外方に突出している。天丼部の外面には灰色の自

然釉がかかる。

180は 第6a層 から出土した砂岩製の石製品である。両端を欠損 しているが、残存長H.6cm、 幅6.4

cmである。厚さは最大6.3cmで 、先端部に向って減じている。上面は平滑で、浅い凹みが観察される

ことから、砥石として使用されていたとみられる。

本層から出土した飛鳥時代から奈良時代にかけての土器は、下位の第 7層が耕起されたことで巻上

げられた資料である可能性が高い。

c)第 7層出土遺物 (図 32・ 33、 図版20。 21)

119。 121。 122・ 125。 128は土師器である。128は 口径21.4cm、 器高約2.5cmの皿である。器面の

調整は口縁部の内外面がヨコナデで、底部の内外面がナデとユビオサエである。胎土は精良で、直径

l IIlm以 下の長石 。チヤート粒を少量含み、色調はにぶい橙色を呈する。119は本層下面の倒木痕中か

ら出土した甕である。口径は16.4cmで 、頸部は内面が稜をなし、日縁部は緩やかに外湾している。頸

部直下の内面にはヘラナデ調整に伴うとみられる工具痕が観察される。胎土中に直径 2 nlm以下の長石

粒を含み、色調はにぶい橙色を呈する。121・ 122は壺である。日径は121が 11.6cm、 122は 9.6cmで、

ともに体部の内外面をナデで調整している。122は器壁が荒れており、外面の色調が明赤褐色に変色

するなど火を受けている可能性がある。125は鉢である。口径は27.4cmで、下すぼまりの体部から口

縁部が外反しており、端部は凹面をなしている。体部の外面にはヘラケズリの後にヘラミガキを加え

ているとみられ、内面にはナデを施している。胎土中に直径 l lllm以下の長石・雲母粒を多く含む。焼

成は堅級で、色調は橙色を呈する。

133～ 138・ 141・ 144。 146・ 147・ 150。 157は須恵器である。134～ 136・ 147・ 157は杯Bと その

蓋である。157は底部の内外面を回転ナデで調整しており、高台は体部との境付近にある。蓋のうち

135。 136・ 147は「かえり」をもたず、135。 136は 回縁部が屈曲している。134は扁平化したつまみを

もつ。口径は135が 13.6cm、 136は 14.8cm、 147は 19.6cmで 、135は焼成がやや甘く灰白色を呈する。

133・ 141・ 144は杯Hと その蓋である。日径は133が 13.lcm、 141は 9.6cm、 144は 10.2cmで ある。141・

144は ともに底部が浅く、立上がりは低く内傾 している。141の外面には暗オリーブ灰色の自然釉が

薄くかかる。150は杯 Gである。口径は9。 7cm、 器高は3.6cmである。底部の外面はヘラ切り不調整で、
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図32 包含層出土土器・瓦
第3層 (113)、 第5層 (110・ 114・ 115)、第5a層 (111)、 第5b層 (127)、 第6a層上面 (112・ 126)、第6b層 (124)、 第6～ 7層 (123)、

第7層 (119・ 121・ 122。 125・ 128・ 132)、第8層 (116～ 118。 131)、第9a層 (130)、第9b層 (129)、 第11層 (120)

直線状のヘラ記号がある。底部内面の中央部には仕上げナデを施す。

137は長脚の無蓋高杯である。日径は11.2cmで 、杯部には1条、脚部には2段のスカシ孔の間に2

条の浅い凹線がある。スカシ孔は細長い長方形で、2方向に配する。杯部 。脚部とも器面の調整は回

転ナデによるとみられる。杯部内面には厚く、杯部外面と脚部外面には薄く灰黄色の自然釉がかかる。

｀

絆

)
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155)、 第6層 (148。 151。 152)、 第6b層上面 (158)、 第6b層

。147・ 150。 157)、第6～ 7層 (145。 156)
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1:4

図33

第2～3層 (140)、 第3b～ 5層 (139・ 153)、 第5b層 (149・

(142・ 143・ 154)、 第7層 (133～ 138・ 141・ 144・ 146

138・ 146は平瓶である。138は 口径が4.8cmで 、内外面を回転ナデにより調整している。外面にはオ

リーブ灰色の自然釉が薄くかかる。146は両端を欠損した把手部分とみられる。下面はヘラケズリで

調整しており、上面にはオリーブ灰色の自然釉が薄くかかる。

132は平瓦である。厚さは約2.4cmで、凸面には縄ロタタキ、凹面には布目が残る。凹面の側縁は面

取りされており、端部は垂直に近い角度で切落としている。外面には煤が付着し、赤褐色に変色した

部分があることから、火を受けている可能性がある。また、本層からはこのほかにも平瓦片が 4点出

土している。

第 7層から出土したこれらの土器は飛`鳥 I～平城宮土器Ⅲ前後の資料である。本調査地では当該期

の遺構は検出されなかったが、西接するNG97-12では飛`鳥 I～ Ⅱの土器を伴う掘立柱建物などの遺

構群が検出されており、上部を中心に暗色化が進行している本層中には複数の生活面が存在している

可能性が高い。本層に含まれる多数の遺物はそうした人間活動を反映するものと考えられよう。

d)第 8層出土遺物 (図 32、 図版20)

116は土師器杯 Cである。日径は12.8cmで 、内面には口縁部付近に水平方向の暗文があり、その上

から放射状の暗文が施されている。器壁が荒れており外面の調整は不明であるが、底部付近にはユビ
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図34 遺構・包含層出土の弥生土器・縄文土器

NR1201(160・ 162・ 167・ 170)、 SD1202(161)、 第12a層 (168)、

第15層 (169)、 第16層下面 (159。 163～ 166)

オサエ痕が残る。胎土は精良で、色調

は浅黄橙色を呈する。飛`鳥 Ⅱ前後の資

料とみられ、本層の堆積時期を考える

上で重要な意味をもつ。

117は 庄内式の甕である。日径は

13.8cmで、頸部は鋭く屈曲し、口縁部

は端部をつまみ上げている。日縁部の

調整は外面がヨコナデで、内面はハケ

の後にヨコナデを加えている。体部の

外面には右上がりの細いタタキの上に

ハケを加えており、内面はヘラケズリ

を施している。胎土は直径 2 nlm以下の

長石・角閃石粒を含む生駒西麓産で、

色調は褐灰色を呈する。

118・ 131は土師器甕で、131は

NR801の底面付近で出土した。118は

口径が14。 2cmで、器面の調整は日縁部

″
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の内タト面がヨコナデ、体部の内面はヘラケズリである。頸部の内面には粘土紐の接合痕が明瞭に残る。

器壁は厚く、胎土中に直径 411m以下の長石・チヤート・シャモット粒を多量に含む。また、色調は灰

白色を呈するなど他の資料とは様相が異なり、搬入品の可能性がある。131は器面の内外面をユビナ

デとユビオサエで調整しているが、粘土紐の接合痕や著しいユビオサエ痕が残るなど作 りは粗い。体

部の外面の一部に赤褐色の変色や煤の付着が観察される。胎土中に直径 2 nlm以下の長石粒を多量に含

み、色調は褐灰色を呈する。

e)第 9層出土遺物 (図 32、 図版20)

130は 第9i層から出土した土師器壺で、同一個体とみられる破片が第10a層 と第11層上面から出土

している。日縁部の外面にはタテ方向のハケの後にヨコナデを加えており、内面はヨコ方向のハケで

調整している。体部は外面が不定方向のハケで、内面は頸部直下をナデとユビオサエ、それ以下をヘ

ラケズリで調整している。胎土中に直径 2 nlm以下の長石粒を含み、色調はにぶい黄橙色を呈する。体

部の外面には広い範囲に黒斑が見られ、頸部直下に直線状のヘラ記号が深く刻まれている。

129は 第9ii層 から出土した布留式の甕である。日縁部を欠いているが、頸部は鋭く屈曲し、内面は

稜をなす。器面の調整は外面が不定方向のハケで、内面は頸部直下をナデとユビオサエ、それ以下を

ヘラケズリで調整している。肩部の外面には「×」印状のヘラ記号が深く刻まれており、一部に煤が付

着している。胎土中に直径 l nlm以下の長石・チヤート・石英粒を含み、色調はにぶい黄橙色を呈する。

第 9層から出土したこれらの土師器は、いずれも須恵器出現期前後の資料であろう。
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第 2節 NG02-5次 調査

f)第 H。 12層 出土遺物 (図 32。 34、 図版 19)

120は 第11層 から出土した土師器もしくは弥生土器の壺の口縁部とみられる。口径は15.Ocmに復元

されたが、細片で器壁も荒れていることから、器形や調整方法は不明である。

168は 第12a層 から出土した長原式の小型壺とみられる。日径は9.6cmで、内傾ぎみの体部から口縁

部が短く外反している。胎土中に直径 2 olm以下の長石・チヤート粒を含み、色調は灰黄色を呈する。

長原式のうち、「黄白色から灰白色を呈し、角閃石粒を含まず砂粒の比較的少ない精良な胎土をもつ」

壺A類 [大阪市文化財協会1982]に属するものである。

g)第 15。 16層 出土遺物 (図 34、 図版19)

169は第15層から出土した縄文土器で、後期初頭の中津式に属するものであろう。器壁の厚さは 6 nlm

前後あり、湾曲度からみて深鉢の体部のくびれ部に当るとみられる。破片の中央部と下端部に施され

た曲線的な太い沈線の間に縄文を充填しており、」字文を構成していると考えられる。胎土中には直

径 2 nlm以下の雲母や多量の長石粒が含まれ、色調は灰黄褐色を呈する。

159。 163～ 166は第16層の下面で出土した糸電文土器で、中期後半の里木Ⅱ式に属するものであろう。

163～ 166は深鉢の体部の一部で、器壁の厚さは 8 nlm前後ある。外面には撚糸文を施し、内面はナデ

で調整している。159は底部である。体部との境が段状を呈する凹み底で、内外面の調整はナデとみ

られる。いずれも胎土中に直径 3111m以下の多量の長石粒を含み、159。 163・ 164に はチャート粒が少

量観察される。色調は灰黄褐色を呈するが、内面に比して外面はやや明度が高い。

h)包含層出土の木製品(図 35～ 37、 写真 4、 図版13・ 22)

第 8。 9層からは多数の木製品や加工木 。自然木が良好な遺存状態で出土した。

172～ 174は杭で、173は第8層、172は同層最下部、174は第9i層から出土している。172は残存長

57.4cm、 直径約4.4cmで 、体部全体と先端部の一部には自然面を残しており、先端部は3方向から削

り出している。173は残存長40.3cm、 直径約6.Ocmで、先端部は一部に自然面を残しつつ3方向から削

り出している。体部には全体に自然面が残り、鋭利な刃物傷が1個所で観察された。末端部は比較的

平坦な面をなしており、欠損しているかどうか不明である。174は残存長31.2cm、 直径約7.2cmで、先

端部のみを6方向から削り出しており、そのうち 1方向は加工単位が大きい。177は第8層最下部か

ら出土した部材もしくは杭で、残存長が109。 4cm、 直径は7.Ocm程度である。圭頭状の末端部には切断

ＧＮ

ｌ

Y-3814701

図35 第 8。 9層木製品出土状況
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図36 包含層出土の木製品 (目 盛板・樋状木製品・杭 )

第 8層 (173)、 第 8層最下部 (172・ 177)、 第9a層 (171・ 174)、 第9b層 (175・ 176)
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時のものとみられる四方からの加工痕が残

り、斜めに切り落とされた頭部の先端は欠

損している。自然面をそのまま残す体部は

末端近くに扶りがあり、鋭利な加工痕が観

察された。樹種はヤナギ属を用いている。

179は 3・ 4区の南側溝の第 8層最下部

以下で出土した農具未製品である。残存長

は21。 7cm、 幅9。 4cm、 厚さ4.5cmで ある。身

部分は片面が平坦に仕上げられているが、

もう一方の面は粗い整形を施したのみで、

凸状の曲面をなしている。両端を欠損して

おり、一端には断面半円形の柄が取付いて

いたと考えられる。柄が細く脆弱な点に問

題が残るが、掛矢や横槌として使用された

可能性があり、瓜破遺跡(UR00-8次調査)

でも同様の木製品228が出土している[大阪

市文化財協会2002c]。 樹種はコナラ属アカ

ガシ亜科を用いている。

171は第9i層から出土した、編具を構成す

る目盛板である。一端を欠損しており、残

存長は53.3cm、 幅5。 5cm、 厚さ2.4cmである。

断面は楕円形で、端部には両側縁から扶 り

を入れ頭部を作 り出している。両側縁の向

き合う位置に刻みが 2個所あり、深さは図

36の上側の刻みが0.2～ 0.3cm、 下側が0。4～

0.6cmで、前者の方が浅い。刻みはいずれも

端部に近い側が急な角度をもつ三角形を呈

する。体部平面には長軸に沿った方向の連

続した加工痕が観察された。一方、側面の

一部には、長軸と直交する方向の細かい線

状痕が、0。 5～ 1.OIIlm程度の間隔で規則的に

並んでおり、繊維が巻き付いていた痕跡で

ある可能性もある(写真 4)。 また、頭部と

それに近い体部の両側縁の一部が炭化して

いる。樹種はモミ属を用いている。
図37 包含層出土の木製品(多枝付き木製品・農具未製品)
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第 8層最下部以下 (178・ 179)



178は 1・ 2区の南側溝の第 8層最下部以下

で出土した多枝付き木製品である。軸部の残存

長は15.5cm、 直径約4.5cmである。上端部のみを

粗い加工により尖らせており、下端部は欠損し

ている。軸部の下端近くから不均等に拡がる 4

本の腕木は、長さ15～ 1 7cm程度、直径 1.4～

1.9cmで、先端の粗い切断痕を除いて加工痕は見

られない。樹種はモミ属を用いている。形態や大きさの近似する多枝付き木製品が神戸市玉津田中遺

跡から出土しており、蓋を含む多枝付き木製品の機能を検討した浅岡俊夫は、軸受孔がなく、腕木の

先端に決りをもたないこうした型式をIb類 として分類している[浅岡俊夫1997]。 浅岡は Ib類 を弥

生時代中～後期の所産とするとともに、構造上の問題から蓋とすることには慎重な見方を示している。

175。 176は第9ii層から出土した樋状の木製品である。ともに幅13cm前後、高さ6 cm前後で、長さ

は176が 109.9cm、 一端を欠損している175は 63.2cmである。 1本の丸太を半裁して各々の母材として

おり、一方の端部を除いて深さ2～ 3 cm前後の断面U字形に創抜いた半裁面の中心部には、大きな単

位の加工痕が観察される。176に は一辺2.5cm程度の柄7しがあり、部材として使用された可能性もある

が、両者とも外面には加工痕はなく表皮が残る。樹種はコナラ属ヨナラ亜属コナラ節を用いている。

これらの木製品の多くが出土した第 9層は、西接するNG97-12・ 57次調査の第14層 に比定され

る。古墳時代中期の地層である第14層からは、建築部材や雑具、 ミニチュア農工具などの祭祀具に加

え、紐綴じ装飾のついた板状木製品や初現期の曲物など類例の少ない貴重な資料を含む多様な木製品

が出土した。それらの木製品は複数回にわたり溜まり込んだものとみられるが、極細粒砂質シルトか

らなる第14層 は滞水の状態で堆積したと考えられること、また、磨耗が見られず遺存状態のよい資料

が含まれていることなどから、木製品はそれほど離れていない場所で廃棄された可能性が強いと指摘

されている[大阪市文化財協会2000a]。 本調査で出土した資料も含めたこれらの木製品には未製品と

みられる資料も含まれるが、加工木・木屑・樺皮など木製品の製作が行われていた形跡を示す遺物は

多くない。使用痕とみられる痕跡や、火を受けたとみられる痕跡が観察される資料が含まれることな

どから、近隣の集落で使用されたものが廃棄されたと考えるべきであろう。

い
１

５０

　

、

湖 01 部 01 Y-38,4701

図38 第12a層 上面 。第12b層 内検出遺構平面図

写真 4 目盛板 (171)の 線状痕

l :300
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図39 遺構 。包含層出土の石器・石製品

NR1201(AC161)、 第6a層 (180)

2)遺構 と出土遺物

i)弥生時代の遺構と遺物

a)第 12b層 中検出遺構 (図 34。 38・ 39、 図版 9～ 10。 19。 21)

NR1201(図 31)4・ 5区で一部を検出した深さ0.3m程度の流路で、蛇行もしくは分岐している

が、流れの中心は南東一北西方向と考えられる。埋土は4層に細分され、上層はオリーブ黒色シルト

混り粘土からなり、炭化物ラミナが観察された。中層は暗オリーブ灰色粘土からなる。黒色極細粒砂

混リシルト質粘土からなる下層は小偽礫を含み、炭化物ラミナが観察された。部分的に見られる加工

痕から流路は掘直された可能性もあるが、最終的に暗オリーブ灰色砂礫からなる最上層で埋積されて
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Iと を 導 べ IE

:暗オリープ灰色シルト混り粘土 (炭化物ラミナ観察される)
:暗オリープ灰色シルト質粘土

sw sD1202 NE

:暗オリープ灰色極細～中粒砂混リシルト質粘土

(やや暗色化している)

SD1201

いる。底面付近からは弥生土器やサヌカイ

ト製石器が出土しており、弥生時代前期の

遺構と考えられる。

160。 162・ 167・ 170は弥生土器であ

る(図 34)。 170は底部付近で出土した壺の

頸部である。器壁の厚さは 7 nlm程度で、多

条のヘラ描直線文を施している。胎土中に

直径 2 nlm以下の長石・チヤート・雲母粒を

多く含み、色調はにぶい橙色を呈する。
―――――― sw

TP+5。7m
NE  ~

5.6m

図41 第10a層 上面検出遺構平面図

部 01 Y-3814701

5.5m 160・ 162は壺の底部である。底径は160

が5.Ocm、 162は 7.8cmで、いずれもやや凹

み底となっている。160は 内外面をナデ
1:オ リープ黒色粘土 頓著な炭化物ラミナ観察される)          

ょ外 面 をヘ ラ ミガキ、 内面 をナデ2:灰色シルト混り粘土 (第 14層起源粘土偽礫含む)          で、 1621i

性===〒可戸=望
Cm  
で調壺墾している。 ともに月台土中にi直径2111m

図40 SR1201、 SD1201・ 1202断面図 以下の長石 。チヤート粒を多く含み、色調

はにぶい黄橙色を呈する。160は内外面と断面の一部に、162は外面の広い範囲に煤が付着している。

167は底面付近で出土した、ほぼ完形の蓋である。口径が12.3cm、 器高は2.7cmで、天丼部中央には

直径 4 nlm程度の小孔を外面から内面方向へ穿つ。器面の調整は外面がハケ、内面はナデで、内面の中

央部にはユビオサエ痕が観察される。胎土中に直径 2111m以下の長石・チヤート・雲母粒を多く含み、

色調はにぶい黄橙色を呈する。内外面には部分的に煤が付着している。これらの土器は器形が分かる

ものは少ないが、文様や胎土などからみて河内 I様式に属するものとみられる。

AC161は底部付近から出土したサヌカイト製の横型削器である。厚みのある横長の剥片を素材とし

ており、長さ5。 7cm、 幅7.Ocm、 厚さ1.3cmである。表面の打面部と左側縁に大きく自然面を残す。細

部調整は剥片下端部に表裏両面から緩やかな弧を描くように施されている。

b)第 12a層上面検出遺構 (図 34・ 38・ 40、 図版10～ 12・ 19)

第12a層上面では2条の溝と、水田畦畔とみられる遺構を検出した。出土した遺物は弥生土器片や

木製品などごくわずかであるが、NG97-52次調査で検出された同層準の水田やその畦畔の時期など

ｃＮｌ

・

三U激 湯
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第 2節 NG02-5次 調査

からみて、これらの遺構は弥生時代前期から中期初頭にかけてのものと考えられる。

SD1201 2区 で検出した南東―北西方向の溝で、両端は調査区外に延びる。幅1.20m、 深さ0.25m

前後である。埋土は2層 に細分され、オリーブ黒色粘土からなる上層は炭化物ラミナが発達しており、

滞水の状態で堆積したとみられる。灰色シルト混り粘土からなる下層は、第14層起源の粘土偽礫を含

んでおり、人為的に埋戻された可能性がある。底面付近では自然木が出土した。

SD1202 4区 で検出した南東一北西方向の溝で、両端は調査区外に続いている。幅0。 90m、 深さ

約0。 13m前後である。暗オリーブ灰色極細～中粒砂混リシルト質粘土からなる埋土は、滞水の状態で

堆積したとみられ、やや暗色化している。埋土からは少量の弥生土器片が出土した。

161は埋土の上面で出土した弥生土器壺の底部である。底径は7.8cmで、体部の調整は内外面ともヘ

ラ状工具によるナデとみられる。胎土中には直径 4 nlm以下の長石・チヤート粒を非常に多く含み、色

調はにぶい黄橙色を呈する。

SR1201 3区 で検出した南東―北西方向の隆起で、畦畔の可能性がある。残りのよい南東端でも

高さは約0.05mと 低く、調査区北部では痕跡をたどることができなかった。直上に堆積する薄層は暗

オリーブ灰色シルト混り粘土からなり、炭化物ラミナが観察された。

ii)古墳時代の遺構 (図 41・ 42、 図版13)

第10a層上面では水田畦畔を検出した。第10a層から出土した土師器や、NG97-12・ 52次調査地

における同層準の作土層の時期などからみて、遺構の時期は古墳時代前期と考えられる。

SR1001 2区 で検出した南東二北西方向の畦畔で、両端は調査区外に続いている。幅は約0.40m

で、高さは残りのよい北西端で約0.12mあ った。位置や方向は第12a層上面のSD1202と ほぼ重なる。

iii)奈良時代以降の遺構

a)第 6層基底面検出遺構 (図 43)

2区の第6層基底面では、南西一北東方向の浅い窪みの連続が検出された。窪みは平面形が方形に

近く、残りのよいもので一辺0.4m程度ある。後世の耕作により削平されてしまった、上位層段階に

おける溝などの遺構の痕跡と考えられる。

また、 3・ 4区の境界付近で南東一北西方向の亀裂が断続的に観察された。南壁断面では亀裂が

第8層 まで達していたが、亀裂を充填する細粒砂が直接第 8層の堆積物を起源としているか否かは確

認できなかった。しかしながら、南壁断面では第2層以下で垂直方向の断層が見られること(図 31、

図版 9)、 断層はNR801上 に位置し、亀裂もその方向に沿っていることなどから、水分を多く含む粗

粒な堆積物を埋土とするNR801上の地盤が地震により沈下した結果、亀裂が生じた可能性が強い。

b)第 5a層下面検出遺構 (図 43)

作土層である第5a層の下面では、 1・ 2区で南

北方向、 3・ 4区で東西方向を中心とする耕作溝

群を検出した。南北方向の溝は幅0.20m、 深 ――

さ0.02m前後の断続的で細いものが中心であるの

に対し、東西方向の溝は幅0.50m、 深さ0.04m前

SR1001

1 :20

図42 SR1001断 面図
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ＣＮ

ｌ

第5a層下面

X― 154
,170

X-154
1170

10m

第6層基底面     |

図43 第5a層下面。第6層基底面検出遺構

後の連続的で幅広のものが主体をなしている。 3区 における切合いをみる限り、南北方向の溝の方が

より新 しいと考えられる。

3)ま とめ

本調査の成果を時代別にまとめると、まず縄文時代に関しては、NG97-12次調査のNRH01の続

きである大規模な流路を検出した。埋土の水成層の直上で出土した里木Ⅱ式に属する縄文土器は、NG

96-79次調査でも出土しており、調査地周辺における縄文時代中期後半の活発な人間活動を裏付け

るとともに、流路が埋没した時期を知る上でも重要な資料である。

次に、弥生～古墳時代に関しては、調査地周辺が生産域であったことが確認された。弥生時代の水

田についてはNG97-52次調査でも同じ層準で検出されているが、作土層の母材を供給した流路から

河内第 I様式の土器が複数出土したことで、水田の営まれた時期の上限を検討する上で貴重な資料が

得られた。また、第 9層 を中心に出土した古墳時代中期の木製品は、NG97-12・ 52次調査の第14

層から出土した木製品群と一連の遺物である可能性が強い。これらの資料は近隣の集落で使用された

ものが廃棄あるいは流失したものと考えられるが、多様な製品を含み遺存状態も良好であることから、

当時の木製品の組成や製作技術を知る上で重要な資料であるといえよう。

最後に飛`鳥
・奈良時代に関しては、NG97-12・ 52次調査地と異なり集落遺構は検出されなかった。

しかしながら、当該時期の第7層 は土壌化が進行し、多くの遺物が出土するなど、活発な人間活動の

痕跡が観察された。また、同層直下の第8層 は層厚 2m以上を測り、当地域の環境に大きな影響を与

えたとみられる氾濫堆積層である。NG97-12・ 52次調査では同層相当層の堆積時期として古墳時代

後期を中心とする時期が想定されたが、今回の調査では飛`鳥 Ⅱ前後に属する土師器が出土している。

本層の堆積時期については、調査地周辺に営まれた飛鳥時代の集落の開始時期とも密接な関係をもっ

ていることから、今後の資料の蓄積を待って慎重に再検討すべき問題であると考えられる。

釉  ヽ|  1  00

＼｀
ヽ
ガ

。
ヽ
°
°°

p°
9G ＼
窪みの連続
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第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

第 1節 NG02-1次 調査に関する古環境の検討

パリノ・サーヴェイ株式会社

1)分析の目的

本分析の目的はNG02-1次調査で確認された古墳時代の溝群の機能を検討すること、弥生時代の

遺構群より出土した種実などの微細遺物から、当該時期の食用植物資源の利用状況を検討すること、

また、縄文時代から平安時代にいたる調査地周辺の古環境や土地利用の変遷に関する情報を得ること

にある。

まず、第7b層上面で検出された古墳時代中～後期に属するとみられる溝群については、畠畝間の可

能性の検証と、栽培種の特定を主目的として、珪藻・花粉・植物珪酸体・種実遺体・昆虫遺体の同定 。

分析を行う。一方、第8層中で検出された弥生時代中期後葉の遺構群に関しては、食用植物資源の利

用状況などを検討するため、SE801か ら出土した多量の植物種子を主対象として分析を行う。

2)試料

珪藻・花粉 。植物珪酸体分析に用いる土壌試料は、試料1が 6区の溝2と その周辺、試料5が 3区の

溝21と その周辺の南壁断面で採取されたものである(図 5。 22・ 44)。 採取場所の選択は、西方に向

い水準が高くなる第7b層 の中で、溝2は西寄りの高い部分、溝21は東寄りの低い部分に位置しており、

埋土の構成も異なるなど、残存状態がよく対比に適した条件を備えていることを考慮した。対象層準

は第4d～ 9a層 と、溝2・ 21の埋土で、分析
`点数は珪藻分析が4試料、花粉分析が15試料、植物珪酸体

分析が15試料である。種実 。昆虫同定に用いる試料は、第7b層 と清13埋土、SE801。 SB801・

SB802・ SD805よ り採取した土壌サンプルを水洗選別して回収した種実遺体・昆虫遺骸である。

種実同定試料は表 9に記した33試料で、 1試料中には複数の種類・個数が含まれている。まず、

SE801を 除く29試料は全点を対象とする。そのうち、第7b層 は溝間別に土壌サンプルを採取し、た

とえば溝1と溝2の間で採取した土壌サンプルから回収した種実試料は「溝1～ 2」 と命名した。一方、

SE801の 試料は埋土の第5層 から採取した5試料のうちの4試料で、南壁断面の試料5と の混同を避

けるため試料名の頭には遺構番号を付した(図 44・ 48)。 SE801の各試料では1個体当りの種子生産

量の多い雑草などの微小種実が数万個確認されたため、おもに栽培植物を含む有用植物について抽出・

計数を実施し、雑草種実は結果に多量表示するにとどめる。

昆虫化石は表10に示した5試料である。 1試料中には複数の昆虫遺骸が含まれており、各試料から

保存状態の良好なものを数点抽出し、同定を行う。ただし、 1試料中の昆虫遺骸が数点に満たないば
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第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

あいは、全点を同定対象とした。また、第7b層から回収した試料については、種実と異なり試料名「7b」

として一括して扱う。

3)分析方法

i)珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥

後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作成する。検鏡は光学顕微鏡で油浸600倍あ

るいは1000倍 で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が

半分以上残存するものを対象に200個体以上同定 。計数する(化石の少ない試料はこの限りではない)。

種の同定は[原口和夫ほか1998]、 [豫ammer1992]、 [kammerand Lange― Bettalot1986。 1988。 1991a・

1991b]、 [Witkowski cι  aJ。 2000]な どを参照する。

同定結果は海水生種・海水～汽水生種 。汽水～淡水生種・淡水生種の順に並べ、その中の各種類を

アルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イ

オン濃度(pH)。 流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

そして、産出個体数100個体以上の試料については、産出率2.0%以上の主要な種類について、主要珪

藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性か判断する目安として、完形

殻の出現率を求める。堆積環境の解析は、海水～汽水生種については[小杉正人1988]、 淡水生種に

ついては[安藤一男1990]、 陸生珪藻については[伊藤良永・堀内誠示1991]、 汚濁耐性については[Asai

and Watanabe1995]の 環境指標種を参考とする。

ii)花粉分析

試料約10gについて水酸化カルシウムによる泥化、飾別、重液(臭化亜鉛、比重2.3)に よる有機物

の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス(無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理によ

る植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリセリ

ンで封入してプレパラートを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する

すべての種類について同定 。計数する。

結果は同定 。計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木

本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とし

て百分率で出現率を算出し図示する。

iii)植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水 。塩酸処理、沈定法、重液分離法(ポ リタングステン酸ナトリウム、

比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離 。濃集する。これをカバーガラス上に滴下、

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、プレパラートを作成する。400倍の光学顕微鏡

下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体

(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼
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試料5

採取地点

試料 1

採取地点

TP十
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３ａ
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■ 1-4d
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溝21聖

溝2
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7a

7b

8

1‐ 6c

l‐7a
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1‐ 7b

l‐8

7b

8

■ 5‐ 7a

■ 5-溝上

■ 5-清 中

■ 5-溝下

面ξ」ζP
粘土・粘土質
シル ト

シル ト

砂質シル ト～

シル ト質砂

シル ト質砂～

細粒砂

細粒砂～

極細粒砂

暗色帯

現在の表土

試料採取層準

粘 泥 砂 礫
土

図44

粘 泥 砂 礫
土

NG02-1次調査の層序および試料採取位置

試料名 採取層準
珪藻

分析

花粉

分析

植物珪酸

体分析

1-4d 4d層 ● ●

1-6a 6a層 ● ●

1-6c 6c層 ● ●

1‐7a 7a泥藝 ● ●

1‐ 清上 溝 2上層 ● ●

1-清下 溝 2下層 ● ●

1-7b 7b層 ● ●

8層 ● ●

1-9a 9a層 ● ●

5-7a 7a月罫 ● ●

5-清上 溝21上層 ● ● ●

5-溝中 清21中 層 ● ● ●

5-溝下 溝21下層 ● ● ●

5-7b 7b層 ● ● ●

5‐9a 9a層 ● ●

試料名
種実
分析
昆虫

分析

水洗選別土

壌重量 (kg)

SE801‐ 5‐2 ● ● 55.5

SE801-5-3 ● ● 35.9

SE801‐ 5-4 ● ● 46. 1

SE801-5-5 ● ● 16. 6

SB801,晒周ξ′雷 ● 10. 6

SB801埋 _L下層 ● 41.1

SD805 T,曹 ● 18.8

SB802 0 376.2

～溝 1 ●

清 1～ 2 ● 15, 2

溝 2～ 3 ● 12. 4

溝 3～ 4 ● 18.3

清 4～ 5 ● 17.4

溝 5～ 6 ● 16.8

,青 6～ 7 ● 16.8

溝 7～ 8 ● 15. 6

溝 8～ 9 ● 15,9

清 9～ 10 ●

溝 10～ 11 ● ● 22.9

溝 11～ 12 ● 16. 5

溝 12～ 13 ● 19,8

清 13～ 14 ● 17.4

溝 14～ 15 ● 18.8

溝 15～ 16 ● 20.0

溝 16～ 17 ● 19.8

清 17～ 18 ● 15,1

清 18～ 19 ● 19.2

澤519-20 ● 17. 9

澤ξ20-21 ● 14.7

渾521-22 ● 20. 5

清 13上層 ● UK
清 13中 層 ● UK

清 13下層 ● UK
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第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

ぶ)を [近藤錬三・佐瀬隆1986]の分類に基づいて同定・計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残澄量、検鏡に用いたプレパ

ラートの数や検鏡した面積を正確に計量し、堆積物 lg当 りの植物珪酸体含量 (同定した数を堆積物

lg当 りの個数に換算)を求める。

結果は検出された植物珪酸体の種類と個数の一覧表、植物珪酸体含量の一覧表で示す。また、各種

類の植物珪酸体含量とその層位的変化から稲作の様態や古植生について検討するために、植物珪酸体

含量の層位的変化を図示する。

iv)種実同定

試料を4・ 2・ 1・ 0.5・ 0.25nlm目 の飾粒を用いて粒径別にシャーレに移した後、双眼実体顕微鏡

下で観察し、同定可能な果実・種実などの大型植物遺体を抽出する。種実の形態的特徴を所有の現生

標本および『原色日本植物種子写真図鑑』[石川茂雄1994]・『日本植物種子図鑑』[中山至大ほか2000]

などと比較し、種類を同定し、個数を数えた。雑草などの微小種実の多量検出は、表中に「 *」 と表示

した。同定後の大型植物遺体などは種類毎に瓶に入れ、70%程度のエタノール溶液による液浸保存処

理を施した。

v)昆虫同定

顕微鏡にて観察し、種類および部位の同定を行った。試料は乾燥を防ぐために水入りの瓶に入れる。

なお、同定解析には川那部真氏 (株式会社人と自然の環境研究所)の協力を得た。結果は一覧表として

表示する。

4)結果

i)珪藻分析 (図 45、 表 5、 写真6)

結果を表 5。 図45に示す。珪藻化石は5-溝中を除き、33イ固体以下と少なかった。化石が産出した試

料における完形殻の出現率は約30%で、化石の保存状態も悪い。産出分類群数は21属 40種類である。

5-溝中では、陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性がある陸生珪藻と

淡水域に生虐、する水生珪藻が、ほぼ同率で産出する。また、海水～汽水生種も低率ながら産出する。

陸生珪藻は耐乾性の高い陸生珪藻A群 [伊藤・堀内1991]の NaガcuFa mu″caが約20%産出し、同じくA

群の施Л″s“ゴa amphゴ oxys、 Plinnuftta borealsな どを伴う。淡水生種としては特に多産するものはなく、

好流水性で中～下流性河川指標種群のCy“ beffa lurgrduFa、 真流水性で上流性河川指標種群の

Gomphonema sumalorensc、 流水不定性のの cc“ersノac釦
`口

fa、 好流水性のA口facο selira f″万caな どが産

出する。また、海水～汽水生種としては内湾指標種群ののdοκ″a Stta″―C styforumな どが産出した。

なお、中～下流性河川指標種群とは河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘・扇状地 。自然堤防 。後背

湿地などに集中して出現することから、その環境を指標することができる種群とされており、上流性

河川指標種群とは河川上流部の峡谷部に集中して出現することから、上流部の環境を指標する可能性

の大きい種群とされている[安藤1990]。 珪藻化石の少なかった5-溝上 。溝下ではHantzs“fa amphJoxys

などの陸生珪藻が、5-7bで はAuFacOsefra granufa“、Frag〃 atta cοns『ucns fo.Venter、 Srepヵ anοdliscus
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Diplonei s suborbicularis (Greg.)Cleve

Rhizosolenia spp.

striata-C. stylorum
stylorum Briehtwell

Rhopalodia gibberula (Ehr.)O.Muller

Achnanthes crcnula!a Grunow
Amphora afnis Kuetzing
A u I acose in anrb i gua (Grun.)Simonsen

A u I acoseira crenulata (Ehr.)Krammer

A u I acosci ra granulata (Ehr.)Simonsen

Aul acose ira ita1rca (Ehr.)S imonsen

Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot

Coccone is placenlura (Ehr.)Cleve

Crat icula cuspidata (Kuetz.)D.G. Mann

Cymbella sinuata Cregory
Cymbella turgidula Grunow
Cymbella spp.

Diplonei s ovalis (Hilse)Cleve

Diploneis parmaCleve

Epithemia spp.

Eunotia pnerupla var. bidens Grunow
Eunotia spp.

Fragi I aria construens fo. venter (Ehr.)Hustedt

Fragi I ari a cons!ruens var. tri undu lata Reichelt

Fragi I ai a u/na (Nitzsch)Lange-Befl alot

Fngilaria spp.

G o m p hone m a ac u m i n at um Ehrenberg

Gomphonema clevei Fricke

G om phonema parvulum Kuetzing
Gomphonema sumatorense Fricke

G om ph o ne m a tru n c atu m Ehrenberg

Comphonema spp.

H antzsch i a am ph ioxys (Ehr.)Crunow

N a v i c u I a m u t i c a Kuetzing
N av icula pl ausi bills Hustedt

N i tzsc h i a brevi.ssima Grunow
Pi nn ul aria acrosphaeria W.Smith
P i n n u I ari a borealrs Ehrenberg

Pi nn u lari a brev i costata Clev e

Pi nnu laia imperatrix Mills
Pinnu I ari a mesolepta (Ehr.)W.Smith

P i n n u I ari a schoenfelden Krammer
Pi nnu I ari a schroedeni (Hust.)Krammer

P i n n u I ari a s u bc ap i tat a Gregory

Pinnularia spp.

Stauroneis spp.

Stephanod iscus carconensls Grunow

海水～汽水生種

汽水生種

淡水～汽水生種

淡水生種

珪藻化石総数

凡例

HR:塩 分濃度に対する適応性
Euh:海水生種
Euh― Meh:海水一汽水生種
Ogh‐Meh:淡水―汽水生種
Ogh― hil:貧塩好塩性種
Ogh― ind:貧 塩不定性種
Ogh‐hob:貧塩嫌塩性種
Ogh‐unk:貧塩不明種

環境指標種群

表 5 珪藻分析結果

pH:水素イオン濃度に対する適応性   CR:流 水に対する適応性

1

1

3

1

1

J―Ы :真アルカリ性種
a111:好 アルカリ性種
ind:pH不定性種
acll:好 酸性種
ac‐Ы :真酸性種

unk:PH不 明種

卜Ы :真止水性種
|―ph:好止水性 I_i
nd:流水不定性種
r―ph:好流水性種
r‐Ы :真流水性種

unk:流水不明種

B:内湾指標種,El:海水泥質干潟指標種 (以上は [小杉 1988])
」 :上流性河川指標種, K:中～下流性河川指標種, M:湖沼浮遊性種 ,

N:湖沼沼沢湿地指標種,O:沼 沢湿地付着生種 (以上は[安藤 1990])
S:好汚濁性種,U:広 域適応性種, T:好清水性種 (以上は [As」 and Waanabe1995])
R:陸生珪藻(RA:A群 ,RB:B群 ,R!:未 区分、〔伊藤・堀内1991])

|― ph

ind

卜bi

卜ph

l― bi

l― ph

i― ph

ind

ind

r―ph

r‐ ph

unk
ind

ind

unk

l― ph

unk
卜ph

卜ph

ind

unk

卜ph

r― ph

ind

r― bi

l‐ ph

unk
ind

ind

ind

ind

l‐ ph

ind

ind

卜ph

ind

ind

ind

ind

unk

unk
卜bi

T
U
N,U

M,U
U
RB
U
S
K,T

K,T

T

RB,0

S

O
T
U
」

T

RA,U
RA,S

RB,U
0
RA

S
Rl

Rl

RB,S

M,T

M

2

3

1

2

2

1

2

3

1

2

8

17

1

1

1

8

1

1

1

2

5

4

1

1

1

Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-unk
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-unk
Ogh-hob
Ogh-unk
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-unk
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-unk
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-hob
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-ind
Ogh-unk
Ogh-unk
Ogh-ind

al‐ bi

al―‖

al‐‖

ind

al― il

al― il

ind

al‐ il

al‐ i:

ind

al― il

unk

al― il

ind

unk

ac‐ il

unk

al‐ il

al-11

al-11

unk

ind

al― bi

ind

ind

ind

unk

al-11

al― il

ind

al― ||

al― il

ind

ac― i:

ac‐‖

ind

ind

ind

ac‐ il

unk

unk

al‐ i:
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第 1節 NG02-1次 調査に関する古環境の検討

carconensお などの上水性種が少量検出された。

ii)花粉分析 (図 46、 表 6、 写真 5・ 6)

結果を表 6・ 図46に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難

なものを示す。なお、木本花粉総数が100イ固体未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れが

あるので、出現した種類を+で表示するにとどめておく。

1-6c～ 9aでは花粉化石の産出状況が悪く、保存状況も悪い。木本花粉ではツガ属・コウヤマキ属・

コナラ属アカガシ亜属などが、草本花粉ではイネ科・ヨモギ属などがわずかに認められる。1-4d・ 6a

では花粉化石が豊富に産出し、群集組成をみると草本花粉の割合が高い。木本花粉についてみると、

マツ属・スギ属・アカガシ亜属が多く産出し、モミ属・ツガ属・コウヤマキ属・コナラ属コナラ亜属

などを伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、カヤツリグサ科などを伴う。また、ミクリ属 。オモダカ

属・イボクサ属・ミズアオイ属・フサモ属・ゴキゾル属・ミズワラビ属・サンショウモなどの水湿地

生植物に由来する花粉が検出されており、特に1-4dで はミクリ属が高率で産出する。5-溝上 。溝中・

9aでは花粉化石の産出状況が悪い。木本花粉ではツガ属・コウヤマキ属、草本花粉ではイネ科・ヨモ

ギ属などがわずかに認められる。

5-溝下・7bでは花粉化石が検出されるものの、保存状態はやや悪い。木本花粉ではコウヤマキ属が

多産し、ツガ属 。マツ属・アカガシ亜属などを伴う。草本花粉ではイネ科・ヨモギ属が多く産出し、

カヤツリグサ科・ナデシヨ科などを伴う。また、シダ類胞子の割合も高い。5-7aでは木本花粉 。シダ

類胞子の割合が高く、コウヤマキ属が多く産出する。そのほかではモミ属・ツガ属 。マツ属・アカガ

シ亜属などが認められる。草本花粉ではカヤツリグサ科がもっとも多く産出し、イネ科・サナエタデ

節―ウナギツカミ節・ヨモギ属などを伴う。

iii)植物珪酸体分析 (図 47、 表 7、 写真 7)

結果を表 7・ 図47に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面に

多数の小孔 (溶食痕)が認められる。

1-4d～ 9aの植物珪酸体含量には層位的な変化が見られる。1-9aが約9000イ固/gと もっとも少なく、

1-8～ 1-7bで約11万個/gに増加し、1-7a～ 1-4dで約 2万個/gに減少する。

1-9aを除いてイネ属の短細胞珪酸体あるいは機動細胞珪酸体が認められる。その合量は、短細胞珪

酸体の含量は数百個/g程度、機動細胞珪酸体は数百～1500個 /g程度である。作土層の可能性が

指摘される1-7bよ りも上位の1-4d・ 6a・ 6cの含量が多い。また、稲籾殻に形成されるイネ属穎珪酸体

も1… 8か ら1-7aで認められ、その合量は1¨ 7bで約1400イ固/g、 他で数百個/g程度である。

また、栽培種を含む分類群であるオオムギ族の短細胞珪酸体が1-6a・ 7aで認められる。しかし、検

出された植物珪酸体の形態からは栽培種か否かの判別が困難である。

このほかの種類では、全試料でネザサ節を含むタケ亜科の産出がめだつ。また、湿潤な場所に生育

するヨシ属やコブナグサ属も検出される。ウシクサ族やイチゴツナギ亜科、不明も認められる。イネ

科起源の珪酸体のほかに、樹木起源珪酸体の第Ⅲグループ[近藤・ピアスン友子1981]も検出される。

第Ⅲグループは「Y」あるいは「く」の字状の形態を呈する。
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表6 花粉分析結果
試料番号

一
　

一　

１

　

一
　

一
　

一　

５

　

一
　

一
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サンショウモ

他のシダ類胞子

合 計
木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計 (不明を除く)

264    243     12     11     4

442   333     8     2     19
4     4     0     0     0

53   108   105    33     9
759   684   125    46    32

6   3   3
13    11     5

0     0      0

39     7     13

58    21    21

18    12    125   105     6
10     4    192    135     2

0     0     4     6     0
78   118    117   107    23
106   134   434   347    31

‐

０

０

２７

２８

230

139

5

309

678

その他の微化石

クンショウモ

-64-



中
製
騒
ヽ
ハ

。
お
憚
持
糾

ヽハ′ヽmO中
′′′ヽ いlヽコ嘔
ヽハ業嶋日本
十ヽ日本

mH」十嘔

¬+ヽミ嘔
」食択ヽ嘔
ギ3=
卜ヽ中嘔
区ヽ |トホ
=‐Rlト レヽ 0ヽ嘔

ホ1トハロ本
かヽHヽ 1卜撮-0ホやヽ択′′′撮

′′′×卜ヽヽ嘔
ヽ日ヽわ嘔
ヽ平ヽわ嘔

Rキヽいヽわ
=

ヽ′(本
″′×ヽヽく日嘔颯李岬

ヽH」ヽ‐R凹
//l\3w
ヽ :ヽヽ

=R Hl卜嘔
H」ホヽ十嘔

Hヽ十嘔一くヽヽ十四
llゝ嘔一トキ十嘔
′ヽヽヽ十嘔

Πホl卜嘔区択択′ヽ日嘩

Πホ|ヽ嘔Πホlヽ日凹
ヽ小凹
くヽヽ十嘔
Rく ヽ十凹
く′ヽく″′凹

ヽレ′ヽ1卜嘔一区かヽ順
ヽいヽ金′′′嘔
キンH」中凹

ヽホヽ
=一
ヽ区択キ鷹一」ヽ十本

Kキ凹

終
像
運
幽
Ｃ
蝶
織
障
ざ
傘
健
臨
相
　
０
寸
図

。
卜
Ｋ
伸
熙
岬
製
Ｄ
■
郷
）
３
０
里
蕪
稲
Ｃ
提
米
せ
軍
８
［
傘
博
終
ぐ
セ
十

′輝
米
Ｓ

［
む
〇
●

′鶏
椰

。
製
０
■
斌
）
冊
條
陣

）
⊃
測
轟
欄
伸
轟

〉
坐
伸
傘
博
罫
Ｋ

ｓ
“
轟
準
セ
市
製
熙
ヽ
心

・
傘
Ｎ
ぐ
糾

′轟
鯉
に
ざ
案
Ｎ
終
く
塾
傘
翼
終
終

′セ
冊
黙
ヨ
　
　
　
　
　
羽

継

Ｓ

噌

起

認
¨̈
旧

伴
岬品
＝

引
拠
お
■

冊

鯰

□

■

小

案

案

傘

製

憚

憚

憚

照

罫

Ｋ

Ｋ

ヽ

Ｋ

叫

終

ハ

傘
憚
Ｋ
く

ΠOキ レ十嘔

レ、経還墨盃樵蔵≧目
ム●」w_E .

ヽR嘔
H」′′′嘔
レ+m_8

Ｏ
Ｏ く R′

一
Ｎ
拠

沢

Ｅ
ｏ
．∞
＋

」
ト

Ｅ
ｏ
．卜
＋
」
ト

-65-



表 7 植物珪酸体分析結果
(個 /g)

試料番号

1-4d l-6a  l-6c l-7a l‐ 溝上 1‐溝下  1‐7b  l‐ 8  1-9a 5-7a 5-満 上 5-溝 中 5-満 下  5‐7b 5‐ 9a
イネ科業部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族チゴザサ属

タケ亜科ネザサ節

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族コプナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科オオムギ族

イチゴツナギ亜科

不明キビ

不明ヒグシバ型

不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科ネザサ節

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

875    188    174    127      0      0      0    256

239    188      0      0      0      0      0      0

159    283      0  2,550  9,684  4,095  7,244  3,964

5,809 15,918  7,895 18,230 33,892 12,285 33,746 16,368

398  2,072  3,036  2,677  6,204  2,559  4,947  4,092

239    377      0    255    151    384    177    384

318    565    174  1,275    605   640  1,237    512

0     94      0    255      0   256      0      0

318    377    174  2,295  5,296  2,048  2,297    767

1,989  3,203  2,689  9,816  7,414  2,431  6,007  5,115

1,034  1,978  1,735  2,932  6,506  3,199  6,007  4,859

1,034  1,601  1,562  2,422  4,690  1,280  4,240  4,092

0      0      0    305      0      0     36

0      0      0      0      0      0      0

317  2,773  4,932  9,301  5,511  5,568  1,137

979 11,598 14,318 15,095 12,089 19,487  2,808

374  1,891  2,227  2,592  1,422  1,612     71

29    252    159      0    267    293     36

115    504    636  1,525    800    879    213

0    504    636    610    889    586      0

115  1,387  3,341  4,269  2,400  2,051    711

461  8,824  2,704  6,861  3,556  5,128    640

230  6,555  3,659  4,117  3,556  5,275    853

202  4,034  2,386  7,624  2,489  3,516    711

504    318    457    622      0    142

2,143  3,977 20,432  5,244 13,919  2,488

1,387  4,454  5,032  3,378  7,766    960

252    636  1,525    711  1,612    426

1,009  3,977  4,879  2,756  4,982  1,102

3,656  3,341  5,337  1,067  5,568  1,102

1,034  1,507  1,388

239    188      0

1,194  2,826  3,644

716    471    954

239    283      0

2,387  3,485  4,078

510    454  1,280    530    639

3,442 10,591  6,271 15,548  3,964

9,689  5,296  3,455 12,014  3,069

1,147  1,210  1,152  3,004    384

3,315  2,421  1,152  6,537  2,174

6,374  5,296  2,943  8,304  4,220

珪化組織片

イネ属穎珪酸体 0    127    757    256  1,413    384 0    159

樹木起源

第Ⅳグループ 0    382    303   384    530    256    374    126 0    457    178    440

イネ科業部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総 計

12,414

5,809

18,223

17,438 43,344 75,501 29,818 67,845 41,049

10,064 24,477 25,268 16,253 45,936 14,450

27,502 67,821100,769 46,071113,781 55,499

38,449 35,158 52,757 33,156

8,951 16,704 37,662 13,778

47,400 51,862 90,419 46,934

7,215

6,220

13,435

溝2での植物珪酸体含量は、1-溝下で約 5万個/g、 1-溝上で約10万個/gであり、 2層の埋土間

で差異がある。いずれの試料からも、イネ属の機動細胞珪酸体と穎珪酸体が認められる。1-溝下では

オオムギ族の短細胞珪酸体も検出される。このほか、ネザサ節を含むタケ亜科の産出がめだち、ヨシ

属やウシクサ族、イチゴツナギ亜科、不明、樹木起源珪酸体第Ⅲグループも認められる。

溝21付近の5-9a・ 7b・ 7aで も、植物珪酸体含量に層位的な変化が見られる。すなわち、5-9aか ら

5-7bで約 8万個/gに増加し、5-7aで約 5万個/gに減少する。イネ属は5-9aで短細胞珪酸体と機動

細胞珪酸体、5-7aで機動細胞珪酸体が検出されるが、その含量は数十～数百個/gと少ない。また、

5-7a。 7bでオオムギ族の短細胞珪酸体も検出される。このほか、ネザサ節を含むタケ亜科の産出がめ

だち、ヨシ属やウシクサ族 。イチゴツナギ亜科・不明、樹木起源珪酸体第Ⅲグループも認められるな

ど、溝2付近と同様な植物珪酸体の産状が見られる。

溝21の植物珪酸体含量は、5-溝中で約 9万個/g、 5-溝上 。清下で約 5万個/gである。イネ属は

5‐溝中で短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体、5-溝上 。溝下で機動細胞珪酸体が検出される。その含量は

数百個/g程度である。また、いずれの試料からもオオムギ族の短細胞珪酸体が検出される。このほ

か、ネザサ節を含むタケ亜科の産出がめだち、ヨシ属やウシクサ族・イチゴツナギ亜科・不明、樹木

起源珪酸体第Ⅲグループも認められる。

iv)種実同定 (表 8 9、 写真 8・ 9)

本分析で得られた種実遺体の分類群一覧を表 8に、結果を表 9に示す。被子植物44種類の種実が同

定され、種実の遺存状態は比較的良好である。SE801か らは木本15、 草本25種類、SB801・ 802か ら

は木本 2種類、草本 8種類、SD805か らは草本 1種類、第7b層 (試料溝1～22)か らは木本 1種類、草

本12種類が検出された。清13埋土からは草本 1種類が検出されたのみである。そのほかに種実以外
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表8 種実遺体分類群一覧

ヤマモモ         MyHca″ bra Sieb et Zucc          核
コナラ属コナラ亜属    Qυ ercυ S Subgen Qυercus           殻斗

コナラ属         Qυ ercuS                  果実

千葉

ムクノキ         A"ananめ e李″ra(■unb)ΠanchOn      核
ヤマグワ         MOrus aus“ fお

'olrct            
種子

カジノキ属        BrOussο nerね                種子

マタタビ属        AcrII耐 ね                  種子

キイチゴ属        Rubus                核

ウルシ属         R力 us                  核

ブ ドウ属          yfぉ                      種子

ブ ドウ科         VIaccac                  種子

キブシ          sfac″ llrus praecοχ Sにb et Zucc        種子
カキノキ         )ο .spyrOs kakJ Thnb.           種子
タラノキ           ハrrn′la crara(Miq)Seemann            核
ガマズミ属        Иbumυm                 核

草本

ミクリ属         Sp熾 ぃ f●m                果実

イバラモ属        М

"s                   
種子

イネ           Dwzam`Jva L               胚乳

穎

アワーヒエ        Sca輌 面
“
Beauv‐ Ec力fnοc力′οa cms― galli Beauv胚 乳

イネ科          Grammeac                 穎

ホタルイ属        Sc"υ s                  果実

カヤツリグサ科       Cyperaceae                 果実

カナムグラ        ″υmurusJapο nfcus Sに b et Zucc        種子
タデ属           Pofygο ″υm                 果実

アカザ科         ChcnOpodhccac               種子

ナデシコ科        CTpphylhceac               種子

アプラナ科        CruciFerae                種子

キジムシロ属―ヘビイチゴ属 Porcarf′ ra― Dυ

“

esnea一 Fttgria        核
―オランダイチゴ属

ササゲ属

カタバミ属

エノキグサ

コミカンソウ属

スミレ属

チ ドメグサ属

セリ千斗

エゴマ

ナス科

アカネ科

オミナエシ属

メロン類

ヒョウタン類

メナモミ属

タカサブロウ

キク科

И
"a                   

種子

Oχa′Is                   種子

ハcarypha aus“ お L             種子

Phyf′
"山
us                種子

VIοね                   種子

lrydrocοryfe                果実

Umbcllifcrac                果実

Pc万′ね詢 resccns(L)B‖ tt Var Jrapο nfca Hara  果実

Solanaceac                 種子

Rubiaceae                  核

Patrlnfa                  果実

Ocumお mefo L               種子

Lagemm slccrarla Stand           種子
Sicgesbeは ね                 果実

Ecゅ
“

prOSrra“ (L)L            果実

Composiac                果実

の植物片 (本の芽 。木材など)、 昆虫遺骸、二枚

貝類の殻皮の破片などが確認された。以下に、

同定された種実の形態的特徴などを、木本、草

本の順に記述する。

a)木本

・ヤマモモ(鞠rica rubra Sieb.et Zucc.)

ヤマモモ科ヤマモモ属

核 (内果皮)が検出された。茶褐色、歪な広楕

円形でやや扁平。長さ7.Onlm、 幅6.5nlm、 厚さ

5.Ollm程度。内果皮は硬 く、表面には短毛が密

生し、微細な網目模様があリゴツゴツする。

・コナラ属コナラ亜属 (Qucrcus subgen.

QuerCus) ブナ科

殻斗の破片が検出された。灰褐色、椀状。大

きさ8.Onlm以上、高さ9.Onlm程度。表面には扁平

な狭卵形の鱗片が覆瓦状に配列する。

・コナラ属 (Qυercus) ブナ科

果実破片と炭化子葉の破片が検出された。果

実は茶褐色、完形ならば楕円体。破片の長さ

15.Oolm、 径10.Oolm程度。果実頂部を欠損し、輪

状紋の有無が認められないので、コナラ属と同

定するにとどめた。基部の着点は円形、淡褐色

で維管束の穴が輪状に並ぶ。果皮外面は平滑

で、ごく浅く微細な縦筋がある。子葉破片は完

全に炭化した状態で黒色。完形ならば楕円体で、破片の長さ8.OIIlm、 径 13.Ollm程 度。 2枚からなる子

葉の合わせ目の線に沿って半分に割れている。子葉表面には縦方向に走る維管束の圧痕が明瞭に見ら

れる。

A, ) * (Aphananthe aspera(Thunb.) Planchon) ニレ科ムクノキ属

核 (内果皮)が検出された。灰黄褐色、広倒卵形。一側面は狭倒卵形で他方は稜になって薄く、基部

に淡褐色の突起をもつ。径8.5111m程 度か。内果皮は厚 く柔らかく脆い。表面には微細な網目模様があ

りざらつく。断面は柵状。

・ヤマグワ(MOrus australs Poむ et) クワ科クワ属

種子が検出された。黄褐色で三角状広倒卵形。一側面は狭倒卵形で、他方は稜になりやや薄い。長

さ2.Onlm、 幅1.5nlm程度。一辺が鋭利で、基部に爪状の突起をもつ。表面には微細な網目模様がありざ

らつく。
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表 9 種実同定結果
木本 草本

試料名

ヤ

マ
モ
モ

コ
ナ
ラ
属

コ
ナ
ラ
亜
属

コ
ナ
ラ
属

ム

ク

ノ

キ
グ

刀
ジ

ノ
キ
属

マ
タ
タ
ビ
属

キ
イ
チ
ゴ
属

ウ

ル

シ

属

フ
ド

ウ
属

フ
ド

ウ

科

千
プ

シ

ミ
ク
リ
属

イ

パ

ラ

モ

属

ア

ワ
ー

ヒ

エ

４
ネ
科

ホ
タ

ル
イ
属

刀
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

刀

ナ

ム

グ

ラ

タ
デ
属

ア
カ
ザ
科

ア
デ
シ

コ
科

ア
プ
ラ
ナ
科

■

ン
ム
シ

ロ
属
―

ヘ
ビ
イ

チ

コ
属
―

オ

ラ

ン
ダ
イ
チ
ゴ
属

サ

ゲ

属

カ

タ

バ

ミ

属

エ
ノ
キ
グ
サ

コ
ミ
カ

ン
ソ
ウ
属

ス

ミ

レ

属

チ
ド

メ
グ
サ
属

セ
リ
科

エ
ゴ

マ

ナ
ス
科
カ

不
科

オ
ミ
ナ

エ
シ
属

メ

ロ

ン

類

ヒ

ョ

ウ

タ

ン

穎

メ
ナ

モ
ミ
属

タ
カ
サ
プ

ロ
ウ

キ
ク
科

小
明
租
実

昆
虫
遺
骸

核 果
実

子

葉

種

子

種

子

種

子
核 種

子

種

子

種

子

種

子
核 果
実
種

子
穎 胚

乳
穎 果
実

果

実
果
実
種

子

種

子

種

子
核
種

子

種

子

種

子

種

子

果

実

果

実
果
実
種

子

果

実

種

子

果

実

果

実
果
実

SE80

SE801
‐5-3

6 2265

SE801
‐5‐5 3

蜘
師3B801
哩土下層

3B802

3D805

構1～2

溝2～ 3 2

満4～ 5 2

清5～6

蕎6～ 7 7

両7～ 8

洞8～ 9 3

構9～ 10

溝10～ 3

溝11～

清12～ 4

清13～

両14～

両15～

清 16～

清17～

書18～

置19～ 20

満20～ 21 1

満21～ 22

満13上 層

書13中層

構13下層

「Ⅲ」:雑草種実の多量検出を示す。

・カジノキ属 (BrOussο″c″a) クワ科

種子が検出された。黄～茶褐色、長方形状広倒卵形。一側面は狭倒卵形で、他方は稜になって薄い。

径2.5olm程度。基部に突起をもつ。表面には沈状の微細な隆起が散在する。

・マタタビ属(Acllinfda) マタタビ科

種子が検出された。黒褐色、楕円形で両凸レンズ形。長さ1.8nlm、 幅1.5nlm程度。基部はやや突出し、

切形。種皮は硬 く、表面には円形・楕円形などの凹点が密布し網目模様をなす。

・キイチゴ属 (Rubus) バラ科

核 (内果皮)が検出された。淡黄褐色、半円形～三日月形。長さ2.0～ 2.5111m、 幅 1。 0～ 1.5nlm。 腹面方

向に湾曲している。背面は鈍三角形突起が中心の線の両側に並ぶ。側面は大きく深い凹みが分布し網

目模様をなす。フユイチゴ(Rubus bucrgett Miq.)に 似る。

・ウルシ属 (R力us) ウルシ科

核が検出された。茶褐色、繭形でやや扁平。長さ7.5111m、 幅5.511m、 厚さ1。 Oolm程度。背腹両面の中
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央部はわずかに凹む。表面はやや平滑。

・ブドウ属 (yli由) ブドウ科

種子が検出された。灰褐色、炭化個体は黒色。広倒卵形、側面観は半広倒卵形。基部の暦の方に向つ

て細くなり、嘴状に尖る。長さ4.OIIlm、 幅3.Onlm程度。背面にさじ状の凹みがある。腹面には中央に縦

筋が走り、その両脇には楕円形の深く凹んだ孔が存在する。種皮は柵状で薄く硬い。なお、同定の根

拠となる背面が欠損した破損個体を、ブドウ科 (Vitaceac)に とどめた。

。キブシ(S″chyぼ
“
praccox Sieb.et Zucc。) キブシ科キブシ属

種子が検出された。黄褐色で三角状広倒卵形。一側面は狭倒卵形で、他方は稜になりやや薄い。長

さ1.6皿、幅1.3皿程度。一辺が鋭利で基部は薄い。表面は平滑で光沢がある。

・カキノキ(DOspyros為面Thunb。 ) カキノキ科カキノキ属

種子が検出された。炭化しているため黒色、非対称な皮針形で扁平。長さ10.511m、 幅5.511m、 厚さ

2.Onlm程度。一端がやや尖る。種皮は薄く硬く、表面はざらつく。

・タラノキ(Aratta dala(Miq.)Seemarln) ウコギ科タラノキ属

核 (内果皮)が検出された。茶褐色、半月形でやや扁平。長さ2.Onlm、 幅1.3nlm程度。腹面はほぼ直線

状で、片端に突起が見られる。背面には数本の浅い溝が走る。表面はざらつく。

・ガマズミ属(Vlibumum) スイカズラ科

核が検出された。黒褐色。広卵形で扁平、先端が尖る。径5.5nlm、 厚さ1.5nlm程度で、背面に2個 と

腹面に3個の浅い縦溝がある。表面はざらつく。

b)草本

。ミクリ属(Spargar2Jum) ミクリ科

果実が検出された。淡～灰褐色、倒卵状紡錘形。長さ3.5111m、 径2.Onlm程度。スポンジ状で、表面に

は数本の浅い縦筋がめだつ。

・イバラモ属 (Na」ias) イバラモ科

種子が検出された。淡褐色、針状長楕円体。長さ1.5nlm、 径0.6nlm程度。両端は細く尖る。種皮は薄

く透き通り、表面には縦長の網目模様が配列する。

・イネ(oryza sa″ya L.) イネ科イネ属

胚乳、胚乳を包む穎(果 )が多量検出された。胚乳は炭化しているため黒色、長楕円形でやや扁平。

長さ4.0～ 6.Onlm、 幅2.511m、 厚さ1.5nm程度。一端に胚が脱落した凹部があり、両面はやや平滑で 2～

3本の縦溝がある。胚乳表面に穎が付着している個体も見られる。穎は淡褐色、炭化したものは黒色。

長楕円形でやや扁平。長さ6.0～ 8。 Omnl、 幅3.0～ 4.Onlal、 厚さ2.OIIlm程度。基部に特徴的な果実序柄があ

る。穎は薄く、表面には特徴的な顆粒状突起が規則的に縦列する。

・アワーヒエ (S"面a畿面ca Bcauv.―EchhOcflfOa crus―gaI Beauv。 ) イネ科

胚乳が検出された。完全に炭化 しており、黒色。広楕円体でやや扁平。径 1.5～ 5。 Onlm程度。背面は

丸みがあり、腹面は平ら。基部に胚の凹みがある。表面には内外穎が付着 している個体が見られた。

アワ、ヒエの区別は、走査型電子顕微鏡下による内外穎の観察により可能で [松谷暁子1980。 2000な
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ど]、 本遺跡で検出された個体も遺存状態が良好なものに限り、走査型電子顕微鏡下の観察で種類が

特定される可能性がある。

・イネ科(Gramineac)

穎が検出された。灰褐色、狭卵形～半偏球形でやや扁平。長さ2.0～ 2.5nlm、 幅1.5nlm程度。穎は薄

く柔らかくて弾力がある。表面には微細な網目模様が縦列する。

・ホタルイ属 (Sc″pus) カヤツリグサ科

果実が検出された。黒褐色、片凸レンズ状の広倒卵形。長さ2.OIIlm、 幅1.5111m程度。背面はやや高く

稜がある。先端部は尖り、基部から伸びる逆刺をもつ髭状の腕が残る。表面は光沢があり、不規則な

波状の横跛状模様が発達する。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceac)

果実が検出された。上述のホタルイ属以外で形態上差異のある複数の種を一括した。多く検出され

た個体は、黒褐色、両凸レンズ状の広倒皮針形。長さ2.5111m、 幅1.5nlm程度。先端部は尖る。表面はや

や平滑。

・カナムグラ(Humurus」 iapOnicus Sieb.et Zucc。 ) クワ科カラハナソウ属

種子が検出された。灰～黒褐色で側面観は円形、上面観は両凸レンズ形。径4.Onlm、 厚さ1.Onlm程度。

頂部はやや尖り、縦方向に一周する稜と、基部には淡黄褐色でハート形の暦点がある。種皮は薄く、

表面はざらつく。

・タデ属(Pofygonum) タデ科

果実が検出された。形態上差異のある複数の種を一括した。黒褐色、三稜状広卵体や二面体。長さ

2.5nlm、 径1.5nlm程度。表面には明瞭な網目模様があり、ざらつく個体や平滑な個体が見られる。

・アカザ科(ChenopOdiaceac)

種子が多量検出された。黒色、円盤状でやや扁平。径1.Onlm程度。基部は凹み、磨がある。種皮表

面には暦を取囲むように微細な網目模様が同心円状に配列し、光沢が強い。

・ナデシコ科 (Caryophyllaccac)

種子が検出された。茶褐色、腎臓状円形でやや扁平。径1.Onlm程度。基部は凹み、踏がある。種皮

は薄く柔らかい。種皮表面には、暦を取囲むように瘤状突起が同心円状に配列する。

・アブラナ科 (Cmciferac)

種子が検出された。赤褐色、楕円形で扁平。長さ1.5olm、 幅0。 8Hlm程度。基部は切形で、両面の同一

側には暦点から頂部へ伸びる 1個の浅い溝がある。種子表面には微細な網目模様がある。

。キ ジ ム シ ロ 属 一 ヘ ビ イ チ ゴ 属 ― オ ラ ン ダ イ チ ゴ 属 (Polentiffa一 D口め c"ca― 乃 零 罰 a) バ ラ 科

核 (内果皮)が検出された。灰褐色、腎形でやや扁平。長さ0。 9nlm、 幅0.5nlm程度。内果皮は厚く硬く、

表面は微細な網目模様があり、ざらつく。

・ササゲ属 (Ⅵ♂a) マメ科

炭化した種子が検出された。黒色、長楕円体。長さ4。 0皿、径2.8111m程度。焼け崩れているなど遺存

状態は悪いが、子葉の合わせ目上に1.5nlm程度の長楕円形状の暦がある。ササゲ属にはササゲ、アズ
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キ、リヨクトウなどが含まれ、遺跡出土の炭化マメ類をその形態から同定する試みが行われている[吉

崎昌-1992]。 一方で、野生種との雑種も多いため、形態のみから現在の特定の種類に比定すること

はむずかしいと考えられている[南木睦彦 1991、 南木 。中川治美2000な ど]。 今回は、検出された種

実が 4個体のみで遺存状態が悪いことから、ササゲ属にとどめている。

・カタバミ属 (Oxals) カタバミ科

種子が検出された。黒褐色、卵形で扁平。長さ1.6nlm、 幅1.2nlm程度。先端は尖る。種皮は薄く柔ら

かく、縦方向に裂けやすい。表面には 4～ 7列の肋骨状横隆条が並び、わらじ状に見える。

。エノキグサ (AcaFypha australs L.) トウダイグサ科エノキグサ属

種子が検出された。黒色、卵形で長さ1.5nlm、 径 1.Onln程 度。基部はやや尖り、Y字状の筋がある。

種皮は薄く硬 く、表面は細かな粒状の凹みが配列しざらつく。

・コミカンソウ属 (Pbyffanttus) トウダイグサ科

種子が検出された。淡～茶褐色、半広卵状円形。径 1.Onlm程度。背面は丸みを帯び、腹面の正中線

は稜状。正中線の一端に暦がある。

・スミレ属 (Vliοね) スミレ科

種子が検出された。淡黄～淡灰褐色、広倒卵形。長さ1.511m、 径 1.Ollm程度。基部は尖り、頂部には

円形の暦点がある。種皮は薄く、表面は細い縦筋が走りざらつく。種皮内面は横長の細胞が配列する。

・チ ドメグサ属 (Hydrocοlyfe) セリ科

果実が検出された。黄褐色、半月形でやや扁平。径 1。 OIFlm程度。一端には太い柄があり、合生面は

平坦。果皮は厚 く、やや弾力がある。表面には 1本の明瞭な円弧状の稜がある。

・セリ科 (Umbelliferac)

果実が検出された。黄褐色、楕円形で扁平。長さ2.Onlm、 幅1.5nlm程 度。果皮はスポンジ状。表面に

は数本の幅広い稜があり、その間に半透明で茶褐色の油管が配列する。

・ エ ゴ マ (Pei■■a ttlκ scer2S(L。 )Britt.Var.」 iaponfca Hara) シ ソ 科 シ ソ 属

果実が検出された。茶～黒褐色、卵円形で径1.8～ 3.5111n程度。基部には大きな暦点があり、舌状に

わずかに突出する。果皮はやや厚く硬く、表面は浅く大きく不規則な網目模様がある。

・ナス科 (Solanaceac)

種子が検出された。形態上差異のある複数の種を一括した。歪な腎臓形で扁平。径2.Onlm程度。種

皮は薄く柔らかい。側面のくびれた部分に踏があり、表面は踏を中心として同心円状に星型状網目模

様が発達する。網目模様は微細で網目を構成する壁の幅は大くしっかりしている。淡褐色で表面の網

目模様が微細なものと、褐色で表面の網目模様が大きくめだつもののおもに2種類が見られる。

・アカネ科 (Rubiaccac)

核が検出された。黒色で偏球形。径2.5nlm程度。腹面中央に深い楕円形の孔がある。表面には微細

な網目模様が発達し、粗面である。

。オミナエシ属 (P袖力fa) オミナエシ科

果実が検出された。褐色、先端が尖る楕円形で扁平。長さ2.OIIlm、 幅1.2111m程度。縁は翼状。腹面の
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正中線上には隆条があり、その上部は突起し孔がある。表面には微細な網目模様がありざらつく。

・メロン類 (Cucumゴs“efο L.) ウリ科キュウリ属

種子が多量検出された。淡灰褐色、狭倒皮針形で扁平。長さ6.5～ 8.8nlm、 幅3.0～ 4.Onlm程度。基部

に倒「ハ」の字形の凹みがある。表面は比較的平滑で、縦長の細胞が密に配列する。[藤下典之1984]

の基準によると、本遺跡出土のメロン類には、マクワ・シロウリ型の中粒種子 (長さ6。 1～ 8。 OIIlm)や、

大粒のモモルデイカメロン型 (長 さ8.l nlm以上)な どの混在が見られる。

・ヒョウタン類 (Lagenar」 ia slcerarfa Standl.) ウリ科ヒヨウタン属

種子が検出された。淡灰褐色、倒広皮針形でやや扁平。長さH.Oolm、 幅6.OIIlm、 厚さ2.0～ 3.OIIlm程

度。頂部は角張り、基部には明瞭な暦と発芽口がある。両面外縁部に発達する2本の幅広く低い稜は

明瞭であるので、完熟の種子である。

・メナモミ属 (Лegesbeckfa) キク科

呆実が検出された。黒色、狭三角状菱形体で腹面方向へやや湾曲する。長さ2.5nlm、 径1.Onlm程度。

頂部には円形の暦がある。表面には浅い縦溝があり、微細な網目がある。網目の境壁は短く突出し、

全体に微細な突起がある。

・タカサブロウ(Eclip″ prostra″ (L.)L.) キク科

果実が検出された。灰～茶褐色、倒三角形でやや扁平。長さ2.5111m、 幅1.5nlm程度。両端は切形、背

腹両面には瘤状突起が分布する。両側は翼状で、水に浮きやすい。

・キク科 (Compositac)

果実が検出された。茶褐色、狭倒皮針形でやや扁平。長さ2.5111m、 径 1。 OIIlm程度。頂部は切形で円形

の踏がある。呆皮表面には微細な網目があり、ざらつく。

v)昆虫同定 (表 10、 写真10)

同定の結果を表10に示す。7bについては特徴的な部位を欠くため種類の特定ができなかったが、他

の試料に関しては種類が判明した昆虫化石が得られている。検出された昆虫遺体とその生態性を示す。

・アオゴミムシ属の一種 ((乃 facnfus sp。 ) オサムシ科

前胸が検出される。本属に所属する種は近似種が多数あり、破片や体の一部分だけでの正確な同定

はむずかしいばあいが多い。裸地や草地、河原などの開放的な環境を好むものが多く、地表でミミズ

や小動物などを捕食する。

・オオゴミムシ(Lcs″cus r2agnus) オサムシ科

前胸が検出される。地表を徘徊しながらミミズや小動物などを捕食する、典型的な捕食性甲虫類で

ある。平地で普通に見られ、北海道 。本州 。四国 。九州に分布する。

・ナガゴミムシ属の一種 ?(Preros″c力 us sp.?) オサムシ科

前胸が検出される。地表を徘徊しながらミミズや小動物などを捕食する、典型的な捕食性甲虫類で

ある。地域により細かく種分化している。種まで同定するためには、雄の交尾器を調べる必要があり、

本試料では種まで確定することはできなかった。

・オオセスジエンマムシ(onttoph〃 us οsrrearus) エンマムシ科
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表10 昆虫同定結果
試料番号 綱 名 目名 科 名 種  名 部 位

昆虫細 コウチュウ日 不 明 甲 虫前 胴 HIE板 の 一部

SE801-5-2

昆虫綱 コウチュウロオサムシ科 オオゴミムシ Lesticus magnus 前胸

エンマムシ科 ヒメエ ンマ ム シ属 の一 種 7 Marparinotus 前 胴

シデムシ科 オニ ヒラタシデムシ属の一種 Thanatophilus sp. 前胸の一部

コガネムシ科 エンマコガネ属 またはコエ ンマコガネ属の一種 Onthophaeus or Caccobius so 頭部 ・上

セマグラマグソコガネ Aohodius nisrotessellatus 上 翅

サクラコガネ属の一種ま力 !士 コガネムシ尾の一種 Anomalaso. or Mimela 前 胸 の一 部

SE801‐ 5‐3

昆虫綱 コウチュウロオサムシ科 ナガゴミムシ属の一種 ? Prerosrjchus sp. ? 前胸

エンマムシ科 ヒメエ ンマムシ属の一種 ? Margarinotus sp. ? 前 月¶・上 翅

ハネカクシ科 ハネカクシ科の一種 Staohvlidae pen. et 頭 部

コガネムシ科 エンマコガネ属またはコエンマコガネ属の一種 Onthophagus or Caccobius sp. 頭

セマダラマグソコガネ A phodi u s n i grotessel/afus 上 翅

Diolera.so. 囲 蛹

SE801-5-4

昆虫綱 コウチュウロオサムシ科 アオゴミムシ属の一種 Cilaenius sp. 前胸

上 翅

シデムシ科 オニヒラタシデムシ属の一種 Thanatophilus sp. 前胸

コガネムシ科 エンマコガネ属またはコエンマコガネ属の一種 Onthophagus or Caccobius sp. 頭部

ムヽシ科 セマダラマグソコガネ A p hodi u s n i grotesse,llatus 上 翅

ネクイハムシ属の一種 Donacia sp. 上翅の一部
,'YF ハエ類 Diotera.so. 囲蛹

SE801‐ 5‐ 5

昆虫綱 カメムシロ ナガカメムシ利 シロヘリナガカメムシ属の一種 Panaorus so 前胸の一部

ナガカメムシ科の一種 Lvqaeidae gen. et sD 前 胸

コガネムシ科 エンマコガネ属またはコエンマコガネ属の一種 Onthoohapus or Caccobius so. 頭部

セマダラマグソコガネ Ao hod i u s n i protesse/,latus 上 翅

zr:r fl 工ヽ類 Diptera.sp. 囲蛹

上翅が検出される。エンマムシの仲間で、腐植質に集まる。本州 。四国 。九州に分布する。

・ヒメエンマムシ属の一種 ?(Margarlinο ιus sp.?) エンマムシ科

前胸・上翅が検出される。本属の種はおもに地上で生活し、糞や動物の死体、またそれらに発生し

たハエのウジなどを捕食する。

・オニヒラタシデムシ属の一種 (動 ar2aιリカ″us sp。) シデムシ科

前胸が検出される。肉食性ないし腐食性の甲虫で、林床を徘徊しながら糞や動物の死体などに集ま

る。

・ハネカクシ科の一種 (Staphylidac gen.et sp。 ) ハネカクシ科

頭部が検出される。コウチュウロの中でももっとも大きな科の一つで、生態的にもきわめて多様な

仲間である。食植性から腐食性、食肉性のものまであり、海岸から高山帯にまで広く分布する。本試

料は属を決定する重要な標徴を欠いているために、属の確定はできなかった。

・エンマコガネ属またはコエンマコガネ属の一種 (OIttophagus or Occο blius sp。 ) コガネムシ科

頭部が検出される。食糞性のコガネムシ類で、おもに哺乳類の糞に集まる。属を決定する重要な標

徴を欠いているために、属の確定はできなかった。いずれの種も獣糞を好んで摂食し、生態系の中で

は分解者の役割を呆たしている。

・セマダラマグソコガネ(Ap■οdlius nなЮleSSCrfalus) コガネムシ科

上翅が検出される。食糞性のコガネムシ類で、イヌ科哺乳類や人糞に集まる。成虫は秋から春にか

けて出現し、平地から低山地に生虐、する。北海道 。本州 。四国 。九州・佐渡島に分布する。獣糞を好

んで摂食するため、生態系の中では分解者の役割を果たしている。

・サクラコガネ属の一種またはコガネムシ属の一種い,o・naね sp.or Mimefa sp。) コガネムシ科

前胸の一部が検出される。幼虫および成虫ともに食植性であり、成虫はおもに広葉樹の葉上で葉を

摂食する。これら2つの属はよく似ており、今回の試料に含まれる部位ではどちらかを確定すること

はできなかった。
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・ネクイハムシ属の一種(Dmaごa sp.) ハムシ科

上翅の一部が検出される。ハムシの仲間で、水辺に生育するジュンサイやヒルムシロ、ヒツジグサ

などを摂食する種が多い。また種によっては、イネを摂食することもある。いずれの種も止水域を主

体とした水辺環境を指標する。本試料は上翅の一部であり、種の確定はできなかった。

・シロヘリナガカメムシ属の一種 (Panaorus sp。) ナガカメムシ科

前胸の一部が検出される。食植性のカメムシ類で、草本に寄生して茎から汁を吸う。草むらの地表

に生
`自
、する。近縁種が多いため、今回の試料では種を確定することはできなかった。

・ナガカメムシ科の一種 (Lygaeidae geno et sp.) ナガカメムシ科

前胸が検出される。食植性の種と捕食性の種を含むカメムシの仲間である。本種は、前述のシロヘ

リナガカメムシ属などに近縁のものと思われるが、今回の試料では属を確定することはできなかった。

おそらく食植性で、草本に寄生して茎から汁を吸うものと思われる。

・ハエ類(Diptera sp.) ハエロ

囲蛹が検出される。試料は蛹の破片であり、現在の知見では同定はむずかしい。幼虫はいわゆるウ

ジ虫で、動物の死体や糞などを食べるものが多い。

5)考察

i)層位別の分析結果と古環境の変遷

第9a層は上方・側方に級化する水成層である。土壌構造が確認されていないことを合わせ考えると、

本層中の植物珪酸体・花粉化石は、その多くが砕屑物とともに運搬堆積したものであることが推定さ

れる。また、化石数が下記の古土壌層と比較して著しく少なかったが、これは堆積速度や堆積時の挙

動に起因するものと考えられる。これらのことから、本層中の植物珪酸体や花粉化石の種類は、後背

の集水域周辺の広い範囲の植生を反映していることになる。

第8層は弥生時代中期後葉頃に形成された古土壌層である。本層からは花粉化石がほとんど検出さ

れなかったが、土壌の発達が行われる好気的状況下では花粉化石が風化しやすいことから、堆積環境

と同調的な結果といえる。植物珪酸体ではネザサ節を含むタケ亜科・ヨシ属・ウシクサ族・イチゴツ

ナギ亜科などが確認されており、これらの種類が土壌形成期に周辺に分布していた可能性がある。

古墳時代中期の第7b層は、氾濫堆積物を母材とした作土層である可能性が指摘されている。本層試

料の植物珪酸体組成では、ネザサ節を含むタケ亜科の産出がめだち、ヨシ属・ウシクサ族
。イチゴツ

ナギ亜科などを伴っていた。また、全般的に植物珪酸体の保存状態が悪かった。タケ亜科の植物珪酸

体は他のイネ科と比較して風化に強く、また生産量の多い点がこれまでの研究から指摘されており[近

藤1982、 杉山真二・藤原宏志1986]、 他の種類よりも残留しやすいことが知られている。そのため、

タケ亜科については過大評価されている可能性が高い。

また、由来としては、氾濫堆積時に誘導化石として取込まれた可能性と土壌形成期に取り込まれた

可能性の両方が考えられる。前後の層準と比較して、本層の植物珪酸体含量密度が高いことを考える

と、土壌形成期において調査地点近辺にタケ・ササ類が分布する場所が存在した可能性が考えられる。
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また、花粉化石群集で認められたイネ科・ヨモギ属が多く、そのほかカヤツリグサ科 。ナデシコ科 。

セリ科 。キク亜科などが検出される。これらのことから、タケ・ササ類をはじめとするイネ科のほか、

これらの草本類も遺跡の周囲に生育していたと推測される。本層に関する詳細な検討は、溝埋土の結

果と合わせて後述する。

滞水状態で形成されたと考えられる第7a層 は、粘土～シルトの細粒堆積物から構成されている。草

本花粉ではカヤツリグサ科がもっとも多く産出し、イネ科・サナエタデ節―ウナギツカミ節 。ヨモギ

属などを伴う。また、わずかではあるがミクリ属・サンショウモなどの水生植物も認められるように

なる。この変化は堆積環境の変化とも調和しており、滞水状態になり水生植物などが分布するように

なったと考えられる。

第6a・ 6c層では草本花粉の割合が増加し、イネ科が多産するようになる。そのほかでは、カヤッ

リグサ科や、水生植物のミクリ属 。オモダカ属・イボクサ属・ミズアオイ属 。フサモ属・ミズワラビ

属・サンショウモなども種類数が増加する。同層準における植物珪酸体は、第7b層 と比較してタケ亜

科が激減し、イネ属に由来する珪酸体が増加する。これらのことから、調査地点の環境が大きく変化

したと同時に、本層形成期には集水域周辺で稲作が行われていた可能性が示唆される。また、木本花

粉のサワグルミ属 。ニレ属―ケヤキ属、草本類のゴキヅル属などは河畔や低湿地などを好む種を含む

分類群であることから、周辺河川の河畔や湿地に生育していたと推測される。

第4d層 における草本花粉および植物珪酸体の産状は、第6a層 と類似しており、同様な状況が想定

される。

ii)古墳時代の溝群について

ここでは、第7b層 および同層上面で検出された溝群の性格について検討する。

まず、第7b層および溝埋土の珪藻分析の結果を見ると、いずれの試料も化石数が少なく、統計学的

に扱える化石数が得られたのは溝21埋土中層の試料である5¨溝中のみであった。5-溝中の珪藻化石群

集は、陸生珪藻と水生珪藻(淡水生種)がほぼ同じ比率で産出し、淡水生種の中には流水指標種を含む

流水性種や止水性種、それに海～汽水生種など生育環境の異なる種が混在している特徴を示した。こ

れら各種群の保存状態は、水生珪藻の多くが保存状態が悪く、壊れたり溶解していたのに対して、陸

生珪藻は比較的保存状態がよかった。同様の群集の特徴は、化石数が少なかった5-清上 。溝下および

5-7bに おいても確認される。

珪藻化石の種群による保存状態の違いは、各種群の殻の強度差に起因する可能性もあるが、今回の

ばあいはその差が明瞭であり、別々の挙動下で取り込まれたものである可能性が高いと考えられる。

水生珪藻の群集組成は、上記したように相反する環境を指標する種群から構成されており、河川の氾

濫堆積物などで認められる混合群集[堀内ほか1996]の特徴と類似する。第7b層 は河川の氾濫堆積物

を母材とすると考えられることから、水生珪藻などは氾濫堆積時に、陸生珪藻の多くが土壌形成期に

取り込まれたものに由来する可能性が考えられる。陸生珪藻の種群構成を見ると、土壌など好気的環

境にのみ分布する耐乾性の高い陸生珪藻A群 [伊藤ほか1991]が卓越していることからも窺える。ま

た、珪藻化石は一般に乾湿が繰返される場所では分解が促進することが知られており、第7b層および
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溝埋土において珪藻化石の保存状態が悪かった原因の一つとして考えられる。

以上のことから、第7b層 と溝埋土の珪藻化石群集は、検出された化石数が少なく試料として制限は

あるものの、同様な群集組成を示す堆積物で構成されていることが窺える。特に陸生珪藻については

第7b層 の土壌形成期に取り込まれたものに起因する可能性があり、好気的な状況におかれていた時期

の存在を示唆する。

次に、花粉・種実 。植物珪酸体分析の結果を見ると、まず花粉化石は溝群分布域でも高位にある溝

2近辺では化石数が少なく、僅かに産出する花粉化石の保存状態が著しく悪かった。これに対して低

位にある溝21近辺では保存状態は悪いながらも、統計学的に扱えるだけの化石数が確認された。一般

的に花粉やシダ類胞子の堆積した場所が、常に酸化状態にあるようなばあい、花粉は酸化や土壌微生

物によって分解・消失するとされている[中村純1967、 徳永重元・山内輝子 1971]。 上述の珪藻化石

による溝21近辺における第7b層 の形成要因を考慮すると、高位にある溝2近辺で花粉化石の分解が進

行したことは容易に解釈できる。言い換えれば、清2近辺側はより乾燥した場所であつたことが推定

される。

清21近辺の花粉化石群集は、溝埋土と第7b層 で類似した組成を示した。木本花粉については森林

植生の項で詳述するので、ここでは木本に比較して局地性の高い草本花粉の産状について見る。草本

花粉の群集組成は溝21埋土と第7b層 で類似 し、イネ科とヨモギ属が多産した。水生植物の種類はほ

とんど認められず、基本的には中生植物を主体とする組成となっている。溝埋土と第7b層の群集組成

が一致していたことは堆積期における周辺植生が同様であったことを示唆する。ヨモギ属は開けた場

所に分布する種類であり、土壌形成期の調査地`点周辺にはこれらが生育する草地が形成されて
いた時

期が存在する可能性が高く、上述の珪藻化石が指標する堆積環境とも同調する結果といえる。

植物珪酸体は、溝2お よび清21近辺の両地点において同様な組成および層位分布を示した。第7b層

ではネザサ節を含むタケ亜科が多産し、ウシクサ族 (ス スキ属を含む)や ヨシ属などを伴っていた。ま

た、栽培植物のイネ属および栽培種を含むオオムギ族も産出した。溝埋土の群集組成は花粉化石と同

様に第7b層 と一致する。一方、植物珪酸体含量密度については、溝2・ 溝21と もに溝埋土下層で植物

珪酸体含量密度が低く、清2上層・溝21中層において第7b層 と同様の密度を示す傾向が認められた。

層相から溝2上層は溝21上層と、清2下層は溝21中層と共通した環境下で堆積したと考えられるが、

含量密度に関して異なった結果が得られたことについては、今後、堆積物における土壌構造のより精

緻な観察など、多角的な検討により解決する必要のある問題である。

栽培植物の種類はイネ属が確認されているが、その合量密度は数百～千数百個/g程度であつた。

水田稲作を植物珪酸体分析により検証するばあい、機動細胞珪酸体の個数が5000イ固/gを超えれば、

耕作土として利用されていたと推定している例が多い[杉山2000な ど]。 今回の第7b層 や溝内堆積物

の密度は明らかにそうした数値より低い値となっている。第7b層準で稲作が行われた可能性をまった

く否定することはできないが、イネ属の頴珪酸体も比較的多く検出されていることからみて、耕作に

伴う資材として稲藁や籾殻などが用いられていた可能性を考える必要がある。

一方、栽培種を含む分類群であるオオムギ族の短細胞珪酸体の含量密度は数百個/gであるが、下
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位の第9a層や上位の第7a層 に比較して若干密度が高かったことから、本層準形成期に取り込まれた

ものと考えられる。現状ではオオムギ族の形態から栽培種に由来するものか否かは特定できないが、

栽培種に由来するとすればムギ栽培が行われていたことになる。河内平野におけるオオムギ族の検出

例は、生駒山西麓の北島遺跡 [パ リノ・サーヴェイ1996]で も確認されており、そこでは古墳時代後

期以降の堆積物から連続して検出されている。現時点ではオオムギ族植物珪酸体の層位的産状につい

ては充分な整理ができていないが、今後、地形や堆積物の性状と合わせたデータベース化をはかり、

時・空間分布状況を捉えていく必要がある分類群と考える。

溝埋土中の種実遺体は、後述する弥生時代の井戸埋土と比較して含量密度は低かった。検出された

種類はイネ・イネ科 。ホタルイ属・カヤツリグサ科・タデ属・アカザ科 。キジムシロ属一ヘボイチゴ

属一オランダイチゴ属・カタバミ属 。エノキグサ・チドメグサ属・アカネ科であった。栽培種はイネ

の頴が溝1～ 2において検出されたのみであり、それ以外の種類は認められなかった。産出した種類の

多くは、草地を形成する種類であり、上記した草本花粉の種類構成とも調和的な種類構成となってい

る。これらの植物が土壌形成期に生育していた可能性が考えられる。

以上、古墳時代の溝埋土と第7b層 における各化石群集の産状について述べてきたが、これら分析結

果は相互に関連性の強い結果となっていた。これら堆積層は、草地植生の発達する環境下で形成され

たことが推定され、溝埋没後の平坦面化した後もその環境が継続していたと思われる。また、栽培種

の検出から、耕作地としての利用の可能性がある。ただし、耕作地造成のプロセスについては土壌構

造の把握が重要であり、耕作に伴う粒団構造の状況、作土・床土 。真土といった耕作土の特徴を把握

することにより、より詳細な検討が可能になるものと思われる。また、本遺跡北方の加美遺跡では弥

生時代後期から古墳時代にかけての畠とみられる遺構で、栽培種のイネ属やヒエーアワ類に由来する

植物珪酸体や種実が確認されている[大阪市文化財協会2003c]。 また、畿内では弥生時代以降の作物

として、ウリ科やマメ科の産出例がある[粉川昭平1988]。 各時期の栽培種についても、地形やそこ

での人間活動の内容などによって異なっている可能性があり、今後も空間的に検討していくようにし

たい。

iii)弥生時代中期の遺構に関する検討

a)井戸(SE801)

弥生時代中期の井戸SE801の埋土は、廃絶後に形成された放置期もしくは埋戻し期の堆積物と考え

られている。埋土からは多量の種実遺体が出土しており、種類構成を見ると、木本由来のものより草

本由来のものが圧倒的に多く、中でも栽培植物由来の種実の産状がめだっている。

木本植物ではヤマモモ・コナラ亜属・ムクノキ・ヤマグワ。マタタビ属 。キイチゴ属・ウルシ属・

ブドウ属 。キブシ・カキノキ・タラノキ・ガマズミ属などが確認されている。これらの種類の多くは

山地や低地の日当たりのよい場所に生育する籐本 。低木・高木などであり、人里付近の山野や二次林

の構成要素でもある。また、弥生時代頃の周辺植生は後述するように照葉樹林であったと推定される

が、森林植生の主体をなすアカガシ亜属などはほとんど認められていないことも特徴といえる。

一方、草本植物の種類を見ると、栽培種あるいは栽培種を含む分類群であるイネ属・アワーヒエ・
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ササゲ属・エゴマ 。メロン類・ヒヨウタン類のほか、カタバミ属 。エノキグサ・コミカンソウ属・ス

ミレ属 。タデ属・アカザ科・ホタルイ属を含むカヤツリグサ科などの野草由来の種子・果実が多く検

出されている。栽培種のうち、エゴマ。メロン類 。ヒヨウタン類は大陸から渡来した栽培種とされて

おり、果実が食用などに利用可能である。イネについては頴が多産しており、籾殻が投棄されている

ことが推定される。ササゲ属にはリヨクトウなどの栽培種が含まれており、他の栽培種の多産を考え

ると栽培種に由来する可能性がある。さらにアカザ科・セリ科 。シソ属・ナス科の一部には、野生品

の採取、在来種の栽培、渡来種の栽培などの利用形態が考えられるが[青葉高1991]、 今後種類の細

分化が可能になれば、詳細な検討が可能となる。栽培種以外の草本植物は、ほとんどが人里など明る

い開けた場所に草地を形成する、いわゆる「人里植物」である。

一方、井戸埋土から出土した昆虫遺体は、ナガゴミムシ属・アオゴミムシ属の一種 。オオゴミムシ、

ヒメエンマムシ属 。オオセスジエンマムシ。オニヒラタシデムシ属の一種 。オニヒラタシデムシ属の

一種・ハネカクシ科・シロヘリナガカメムシ属の一種・ナガカメムシ科の一種・エンマコガネ属ある

いはコエンマコガネ属の一種・セマダラマグソコガネ・ハエ類に同定された。これらの生態性を見る

と、食植性の種類、捕食性の種類、腐植質に集まる種類、獣糞などを摂食する種類などに分かれる。

ナガゴミムシ属 。アオゴミムシ属 。オオゴミムシなどは裸地や草地、河原などの開放的な環境を好

み、地表でミミズや小動物などを捕食する種類である。井戸周辺には上記したように草地が拡がって

いたことが推定されることから、そういった場所に分布していたものと思われる。また、水辺に生育

するジュンサイやヒルムシロ、ヒッジグサなどを摂食する種が多いネクイハムシ属も確認されており、

止水域を主体とした水辺環境が周辺に存在したことが推定される。植食性で広葉樹の葉上で葉を摂食

するサクラコガネ属またはコガネムシ属の一種が確認されており、周辺における林分の存在が示唆さ

れる。

セマダラマグソコガネ。ヒメエンマムシ属 。オニヒラタシデムシ属などは、獣糞や動物の遺体、ま

たそれらに発生したハエのウジなどを捕食する種類である。試料にはこれらの種類が比較的多く確認

されており、集落に付随した小規模なゴミ捨て場や厠などの存在を指標する。井戸埋土から出土した

種実遺体は、生活残滓と考えられる種類が多数確認されていることから、井戸内に生育していた種類

であつた可能性もある。また、ハエ類は、羽化する前に囲蛹という蛹とよく似た形態を通過する。自

然環境下では囲蛹が化石として残ることはほとんどないが、遺跡では囲蛹がしばしば検出され、しか

も大量に見つかることもあり、このような産状は人家の存在を示唆すると思われる。今回は数個のみ

の産出であり、人間活動との関係について言及することは控える。

以上、井戸埋土から出土した種実遺体および昆虫遺体は、当時の本遺跡周辺における人間活動との

関連性を示唆するものが多く、特に種実類は人間によって利用されたものが多かった。これらの結果

のみから見ると、井戸は廃絶後、ゴミ捨て場として利用されていた可能性が考えられる。なお、確認

された栽培種の種類は、河内平野に位置する他の遺跡でも確認されているが、その多くが溝など弥生

時代後期の遺構から検出されたものである。弥生時代中期の井戸から検出された今回の例は、時期的

にだけでなく、遺構の種類としても事例が少なく、貴重な成果といえる。
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b)住居 (SB801・ SB802)

弥生時代中期の住居跡の貼床層および埋土中から出土した種実は、ヤマグワ。ブドウ科・イネ・イ

ネ科・カヤツリグサ科・カナムグラ・アカザ科・ナデシヨ科・カタバミ属 。エノキグサである。これ

らの種類は井戸内堆積物からも確認されている種類であり、ほとんどが人里植物の種類である。栽培

植物はイネのみであるが、有用植物の種類として、果実が食用となるヤマグワ 。ブドウ科などが認め

られている。イネについては持ち込まれた可能性があるが、ヤマグワ等については数量が少なく当時

利用されていたかは言及できない。

iv)森林植生変遷

古墳時代の第7b層 ・溝21埋土と、その上位の第7a層 における花粉化石群集は、保存状態がやや悪

かった。木本花粉の組成は第7b層 と溝21埋土下層で類似する。コウヤマキ属が優占し、ツガ属 。マ

ツ属 。スギ属・アカガシ亜属などを伴う組成を示した。第7a層 では第7b層 と同様にコウヤマキ属が

多産するが、下位層と比較してモミ属 。マツ属の割合が高くなる傾向が認められた。ところで、花粉

やシダ類胞子は、風化に対する抵抗性が種類により異なっており、落葉広葉樹に由来する花粉よりも

針葉樹に由来する花粉やシダ類胞子の方が酸化に対する抵抗性が高いとされている[中村1967、 徳永・

山内1971]。 本試料採取地点での花粉化石の産出状況や保存状態を考慮すると、検出された花粉 。シ

ダ類胞子化石は分解に強い花粉が選択的に残され、針葉樹起源の花粉が見かけ上多く検出されている

可能性がある。

長原遺跡における古墳時代の花粉化石群集については、第31・ 32工区 [那須孝悌ほか1982]、 NG

99-41次 [渡邊正巳2002a]、 NG00-11次 [渡邊2002b]の 各調査でも分析が行われている。これら各

地点の古墳時代の花粉化石群集は類似しており、アカガシ亜属がもっとも高率に出現し、針葉樹のス

ギ属 。ヒノキ科や落葉広葉樹のコナラ亜属などを伴う特徴を示しており、今回の結果とは大きく異なっ

ている。この違いは花粉化石の保存状態の違いに起因するもので、今回の結果におけるコウヤマキな

どの針葉樹花粉の出現頻度は実際より過大に評価されていることを示唆する。これらのことを総合的

に捉えると、古墳時代頃の丘陵部や山地の縁辺などにはアカガシ亜属を主体とする照葉樹林とコナラ

亜属・クマシデ属一アサダ属などの落葉広葉樹が、やや標高の高い場所などにスギ属 。モミ属・ツガ

属・コウヤマキ属などの温帯性針葉樹が生育していたと推測される。第31・ 32工区の調査では、ナ

ラガシワの堅果や殻斗が比較的多く出現し、カシワの葉も確認されており、現在の分布と同様に急崖

や岩場にはナラガシワを主とするコナラ亜属が多く生育していたこと、さらにカシワも分布していた

ことが推定されている[那須ほか1982]。 また、温帯性針葉樹のうちスギ属は、上記の長原遺跡の各

地点の結果を見る限り、古墳時代以降に増加していることが確認されており、周辺で分布域を拡げた

種類であつたことが推定される。

第6a層 。第4d層 の花粉化石群集は類似しており、第7b層 と比較してマツ属 (複維管束亜属を含む)

の出現頻度が高くなることが特徴である。上記した長原遺跡の各地点の花粉分析結果でも、古墳時代

の層準においてマツ属の漸増ないし増加傾向が認められている。マツ属復維管束亜属に含まれるアカ

マツは二次林の代表的な樹種である。本試料のマツ属についても、他の種類構成から見てアカマツに
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由来する可能性が高い。同様の傾向は河内平野の多くの地点で確認されているが、マツ属花粉の増加

開始時期やその変遷パターンは地点によって異なる。近隣の加美遺跡では、長原遺跡と同様に古墳時

代頃に増加傾向を示すが、生駒山西麓の鬼虎川遺跡では弥生時代後期に増加が始まっている。このよ

うな各地におけるマツ属花粉の増加様式の差違については、人間活動や地形変化と密接に関わつてい

る可能性があり、今後の重要な課題の一つと考える。

大阪平野における完新世の植生変遷は、大きくは7500～ 6000年前にナラ類からなる落葉広葉樹林

より、シイ・カシなどの照葉樹林へと変遷し、6000年前以降は照葉樹林の安定時代に入る。そして、

約3000～ 2000年前にスギ・ヒノキ・コウヤマキ。モミ・ツガなどの針葉樹が増加する[古谷正和19

79。 前田保夫1984・ 那須1989な ど]。 これらの針葉樹は、照葉樹林帯とそれより高い(あ るいは北方

の)山地にあるブナ帯の間を埋める温帯針葉樹林の構成要素であり、これらの要素が大阪平野の周辺

山地に増加したことは、気候が悪化したこと、とりわけ多雨化したことを意味しているとされる[刀5

須1989]。 その後、約1500年前頃からマツ属の花粉が増加する傾向にあり、アカマツニ次林や植林が

成立したとされている[那須1980。 前田1984]。 このように大きな時間・空間スケールで捉えられた

変化は、考古遺跡の分析調査成果の蓄積により、より詳細なスケールでの評価が可能となってきてい

る。今回の分析成果もその一つとして位置づけられる。
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9 イネ科 (1-4d)

11.カ ヤツリグサ科 (1-4d)

13.or27bCrfa sf″ υam Grcgory(5‐ 満中 )

15.Navlcυ ′a mυ rrc‐a Kuetzlng(5-溝中 )

17.PIn■υね■ sc力roedcttf(Hust)Krammcr(5-溝中 )

19.R力 oparο da gfbbert7′ a(Hcr)O MulLr(5-清中 )

50″ m

16

l0nm

(12) (13ヽ 19)

写真 6 花粉化石・珪藻化たi

10.ミ ズアオイ属(1-6a)

12.ミ ズワラビ属(1-6a)

14.N″ fcυ′a nlυrJca Kuc171ng(5-溝 中)

16.PIn″υhtt borcatt Ehに nberg(5-溝 中)

18.″
“
rzsc‐hね alllp力 fοx´ (Her)Grunow(5-溝 中 )

(9ヽ 11)
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(1ヽ 7)

写真 7

1 イネ属短判‖胞■酸体 (14d)
3 イネ属短細胞1[酸体 (5-溝中 )

5 ヨシ属短細胞珪酸体 (5-溝下
'

7 ススキ属短細胞珪酸体 (1‐溝上 )

9.オ オムギ族短細胞l li酸体 (5-7a)
H イネ属機動細胞珪酸体 (5-溝下 )
13 ヨシ属機動細胞■酸体 15-溝下 |

15 イネ属穎」L酸体 (1-溝下 |

(8ヽ 16)

lllttH:酸体

2 イネ属短細胞IL酸体(17a)
4.ネ ザサ飾短細胞lL酸体 (1‐ 7a)
6 コブナグサ属短細胞珪酸体15-溝下 )

8.オ オ′、キ族短細胞珪酸体(1-6a)
10 イネ属機動細胞■酸体(1-4d)
12.ネザサ節機動剰H胞珪酸体(1-7a)

14 ウシクサ族機動細胞珪酸体(5-溝下 )

16 樹木起鴻1第Ⅳグループ119a)
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(1 ・ 4 ・ 5 ・ 10・ 13)

写真 8

ヤマモモ 核(SE801-5-5)
コナラ属 果実 (SE801‐ 5-3)
ムクノキ 核(SE801-5-4)
カジノキ属 種子(SE801 5 3)
キイチゴ属 核 (SE801‐ 5-3)
ブドウ属 種子(SE801-5-4)
カキノキ 種 ル(SE801 5-3)
ミク iタ ル輝 果tた (SE801-5‐ 2)

イネ  穎(SE801-5-4)

アワーーヒエ 窺1・ 1玉予し(SE801-5-5)
ホタルイ属 果実(SE801-5-2)

(2・ 3) (6ヽ 9・ 12・ 16・ 19ヽ 21)

種実遺体 (1)

2 Pll

(11・ 14・ 15・ 17・ 18)獅】
2 コナラ■1属  殻斗(SE801 5‐ 3)
4 コナラ属 子某 (SB801埋土下層 )
6.ヤ マグワ 種子 (SB801埋 土下層 )
8 マタタビ属 種子 (SE801-5‐ 2)
10 ウルシ属 核(SE801-5-2)
12.キ ブシ 種子(SE801-5-3)
14 ガマズミ属 核(SE801 5 4)
16.イ バラモ属 種子 (溝 14～ 15)
18. イネ 1玉予L(SE801-5‐ 4)

20 イネ科 穎(SE801 5 5)
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ヤ

2Ш 2 mm     4m 5鰤

―(22  24^-27  29-40・ 44・ 45)  (23・ 28・ 42)   (41) (43)

写真 9

22.カ ヤツリグサ科 果実(SE801 5 3)
24.タ デ属 果実 (SE801-5‐ 4)
26.ナデシコ科 種子(SE801 5 4)
28.ササゲ属 種子(SE801-5-2)
30.エ ノキグサ 種子(SE801-5-4)
32.ス ミレ属 種子(SE801-5-4)
34 セリ科 果実(SE801 5 5)
36.シ ソ属 果実(SE801 5 5)
38 ナス科 種子(SE801 5 3)
40.オ ミナエシ属 果実(SE801-5-5)
42. メロン類  種子(SE801-5-4)

44 タカサブロウ 果実(SE801 5 2)

種実遺体 (2)

23.カ ナムグラ 種子 (SE801‐ 5-2)
25.ア カザ科 種子(SE801-5-4)
27.ア ブラナ科 種子(SE801-5-5)
29 カタバミ属 種子(SE801-5-4)
31.コ ミカンソウ属 種子(SE801-5-5)
33.チ ドメグサ属 果実 (溝 14～ 15)
35.エ ゴマ 果実(SE801-5-5)
37 ナス科 種子(SE801-53)
39 アカネ科 核(溝5-6)
41  メロンタ質 不重子(SE801-5-4)

43. ヒヨウタンカ員 不重子 (SE801‐ 5-3)

45.キ ク科 果実(SE801 5 5)
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3 mln

1.ヒ メエンマムシ属 (SE801‐ 5-2)

3.オ オゴミムシ(SE801-5-2)

5.オ オゴミムシ(SE801-5-2)

7.サ クラコガネムシ属―コガネムシ属 (SE801‐ 5-2)

9.ア オゴミムシ属(SE801-5-4)

2 セマダラマグソコガネ(SE801-5-2)

4.オ オゴミムシ(SE801-5-2)

6.サ クラコガネムシ属―コガネムシ属 (SE801-5‐ 2)

8.エ ンマコガネ属―コエンマコガネ属(SE801-5-2)

写真10 昆虫化石

-87-



第 2節 長原遺跡SE801に おける環境考古学分析による検討

金原正子 (古環境研究所)

金原正明(奈良教育大学)

宮路淳子 (独立行政法人奈良文化財研究所)

1)は じめに

NG02-1次調査で検出された弥生時代中期後葉の井戸SE801では、水洗選別の結果、多量の種実

や昆虫などの微細遺物が回収された。第1節ではおもに食用植物資源の利用状況を検討するため種実 。

昆虫分析を行っているが、細粒の堆積物からなるSE801の埋土は暗色化が著しく、ウリ科の種実が多

く含まれるなど、 トイレ遺構と共通する特徴が見られたことから、ここでは花粉・種実・寄生虫卵・

珪藻などの環境考古学分析を総合的に行い、より詳細な遺構の性格の検討を試みる。

土墳や井戸などの遺構内の堆積物は現地性の強いものも多く、堆積物の性格や遺構の性格を検討で

きる場合がある。特にトイレ遺構等の糞便の堆積物は、寄生虫密度・花粉群集組成 。種実群集組成に

おいて特異性を示し、これらの特徴から他の堆積物と区別することができ、 トイレ遺構を識別するこ

とが可能である。また、遺体群集からは今まで以上に、食べた食物を直接的に探ることができる。

なお、本分析と検討の機会を得たことに、関係者および関係機関に感謝の意を表する。分析は古環

境研究所の岡山邦子 (珪藻)。 金原美奈子 (種実)の諸氏に分担して頂いた。

2)試料

試料はSE801よ り採取された試料2(埋土第2層 )、 試料3(同第3層 )、 試料4(同第4層 )、 試料5-1～

5(同第5層 )の計 8′点である。(図 48)。 試料5…2～ 5については第 1節で種実 。昆虫分析を行っている

が、ここでは残りの土壌サンプルを対象として、別途に分析を行っている。

3)花粉分析 (図 49、 表H、 写真H。 12)

i)原 理

種子植物やシダ植物等が生産する花粉・胞子は分解されにくく堆積物中に保存される。花粉は空中

に飛散する風媒花植物と虫媒花植物等があり、虫媒花植物に対し風媒花植物は非常に多くの花粉を生

産する。花粉は地表に落下後、一部土壌中に留まり、多くは雨水や河川で運搬され水域に堆積する。

堆積物より抽出した花粉の種類構成や相対比率から、地層の対比を行ったり、植生や土地条件の古環

境や古気候の推定を行う。普通、比較的広域に分布する水成堆積物を対象として、堆積盆単位などの

やや広域な植生や環境と地域的な対比に用いられる。考古遺跡では堆積域の狭い遺構などの堆積物も

扱い、局地的な植生や環境の復元にも用いらることができる。

ii)方法
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第 2節 長原遺跡SE801における環境考古学分析による検討

花粉粒の分離抽出は、基本的には[中村1973]を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して

行った。

1.5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2。 水洗した後、0.5111mの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3.25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4.水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理(無水酢酸 9:濃硫酸 1のエルドマン

氏液を加え 1分間湯煎)を施す。

5。 再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6.沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入し、プレパラートを作成

する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、遠心分離(1500rpm、 2分間)の後、上澄みを捨てるとい

う操作を3回繰返して行った。

検鏡はプレパラート作成後直ちに、生物顕微鏡によつて300～ 1000倍で行つた。結果は同定レベル

によつて、科・亜科 。属・亜属 。節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイ

フン(― )で結んで示した。なお、科 。亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそ

れらを別の分類群とした。イネ属に関しては、[中村1974。 1977]を 参考にして、現生標本の表面模

様 。大きさ。孔 。表層断面の特徴と対比して分類し

ているが、個体変化や類似種があることからイネ属 一

型とした。

iii)結果

a)分類群

出現した分類群は樹木花粉23、 樹木花粉と草本花

粉を含むもの 3、 草本花粉21、 シダ植物胞子 2形態 ~

の計49で ある。これらの学名と和名および粒数を表

11に 示し、花粉数が200イ固以上計数できた試料は、

花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを図49に示

す。なお、200イ固未満であつても100イ固以上の試料に

ついては傾向を見るため参考に図示し、主要な分類

群は写真に示した。また、寄生虫卵についても同定

Vヽ           SE801              E

した結果、 5分類群が検出された。

以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、

スギ、コウヤマキ、イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ

科、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、クマシ

TP+7.Om

+6.Om

匡コ試料5‐ 1

Eコ 試料5‐ 2

匡コ試料5-3

+5.Om

lm

1 :30

1:暗 オリープ灰色極細粒砂質シル ト (炭化物やシル ト偽礫少量含む)
2:暗オリープ灰～オリープ黒色極細粒砂混 リシル ト
(灰 オリープ色シル ト～極細粒砂の小偽礫含む)

3:オ リープ黒色極細粒砂混 リシル ト
(植物遺体や第 9層起源のシル ト～極細粒砂の大偽礫含む)
4:暗オリープ灰～黒色シル ト (第 9層起源の極細粒砂の小偽礫少量含む)
5:黒 色シル ト (植物遺体多 く含む)

図48 SE801試料採取位置

0
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表1l SE801花 粉分析結果
分類 辞 SE801

学名 試料 2 試料 3  試料 4  試料 5‐ 1 試料 5-2 試料 5‐3 試料 5-4 試料 5‐ 5
Arboreal pollen

Podocarpus

Abies

Tsuga

Pinus subgen. Diploxylon

Cryptomeria japonica

Sciadopitys verticil lata

Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae

Pterocarya rhoifolia

Alnus

Betula

Carpinus-Ostrya japonica

Casanea crenata

Castanopsis

Fagus

Quercus subgen. Lepidobalanus

Quercus subgen. Cyclobalanopsis

UImus-Zelkova senata

Celtis-Aphananthe aspera

Acer

Aescu/us turbinata

Malvaceae

_Sanbycur-Vlbu1u! _ _ _
Arboreal' Nonarboreal pollen

Moraceae-Urlicaceae

Leguminosae

iraliaccac
Nonarboreal pollen

Typha-Sparganiunt

Gramineae

Oryza type

Cyperaceae

Monochoria

AIIium

Amaryllidaceae

Polygonum sect. Persicaria

Chenopodi aceae-Amaranthaceae

Caryophyllaceac

Cruciferae

Sanguisorba

Oxalidaceae

Ampe I ops i s bre v iped u ncu I ata

Apioideae

Labiatae

Valerianceae

Aclinostemma lobatum

Lactucoideae

Asteroideae

Fem spore

Monolate type spore

Trilate type spore

樹木花粉

マキ属

モミ属

ツガ属

マツ属複維管東亜属

スギ

コウヤマキ

イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科

サワグルミ

ハンノキ属

カバノキ属

クマシデ属 ―アサダ

クリ

シイ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

ニレ属 ―ケヤキ

エノキ属 ―ムクノキ

カエデ属

トチノキ

アオイ科

2

7

7

3

7

4

10

1

1

2

3

9

2

1

3

5

1

62

2

2

1

1

2

6

6

1

2

1

3

29

1

1

1

1

6

3

8

39

1

2

1

1

2

9

1

1

2

2

２

２８

ニワ トコ属 ‐ガマズミ属

樹木・草本花粉

クワ科 ―イラクサ科

マメ科

ウコギ科

草本花粉

ガマ属 ‐ミクリ属

イネ科

イネ属型

カヤツリグサ科

ミズアオイ属

ネギ属

ヒガンバナ科

タデ属サナエタデ節

アカザ科―ヒユ科

ナデシコ科

アプラナ科

ワレモコウ属

カタバミ科

ノブ ドウ

セリ亜科

シソ科

オミナエシ科

ゴキヅル

タンポポ亜科

キク亜科

ヨモギ属

4

145

3

11

l

l

10

1

2

1

4

7

2

36

5

9

17

5

180

1

1

1

34

12

102

13

4

2

2

23

4

4

2

1

72

1

11

272

67

1

1

4

1

1

1

2

136

45

5

1

6

14

5

1

2

2

1

2

44

1

1

18

1

6

2

127

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

９

５８

9

18

Arboreal pollen

Arboreal' Nonarboreal pollen

Nonarboreal pollen

Total pollen

樹木花粉

樹木 草本花粉
草本花粉

花粉総数

試料 l cm3中 の花粉密度

０

０

２８

２８

3       44

1        2

37     244

41      290

3.1    2.3
×102   ×103

98       60     105       17       50

8         0        9        7        13

228      281      229     360      266

334      341      343     384      329

1.6    2.2    1.0    1.6    6.0
×104    ×104   ×104   ×104    ×103

2       14        1         4

12 12       6        27

Unknown pollen

Fem spore

未同定花粉

シダ植物胞子

2.0

×102

1

5

3       12

9      67

7

14

デ属一アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤ

キ、エノキ属―ムクノキ、カエデ属、 トチノキ、アオイ科、ニワトコ属―ガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕
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ガマ属一ミクリ属、イネ科、イネ属型、

カヤツリグサ科、ミズアオイ属、ネギ属、

ヒガンバナ科、タデ属サナエタデ節、アカ

ザ科一ヒユ科、ナデシヨ科、アブラナ科、

ワレモコウ属、カタバミ科、ノブドウ、セ

リ亜科、シソ科、オミナエシ科、ゴキヅ

ル、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

回虫卵、鞭虫卵、肝吸虫卵、広節裂頭条

虫、不明虫卵

b)花粉群集の特徴

5-3～ 5では樹木花粉より草本花粉の占め

る割合が非常に高く、イネ属型を含むイネ

科が優占する。草本花粉は次いでヨモギ

属・アカザ科―ヒユ科・アブラナ科・カヤ

ツリグサ科などが伴われる。樹木花粉では

コナラ属アカガシ亜属・スギがおもに出現

する。5-4で は、特にイネ属型を含むイネ

科がより増加し優占する。

5-2で は、アブラナ科が優占し、次いで

イネ属型を含むイネ科・ヨモギ属が多く出

現している。アカザ科―ヒユ科 。ナデシヨ

科なども伴われる。樹木花粉ではコナラ属

アカガシ亜属がやや出現率が高い。

5-1で は樹木花粉より草本花粉の占める

割合が非常に高く、イネ科が優占する。草

本花粉では、次いでヨモギ属が多 く出現

し、カヤツリグサ科 。アカザ科―ヒユ科・

タンポポ亜科なども伴われる。樹木花粉で

はコナラ属アカガシ亜属が多く出現し、ス

ギ・イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科 。シ

イ属などが低率で伴われる。

4ではヨモギ属が増加しイネ科と伴に優
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表12 SE801寄 生虫卵分析結果
分類群 SE801

学名 試料 2  試料 3  試料 4 試料 5-1 試料 5-2 試料 5‐3 試料 5‐4 試料 5‐5
Helminth eggs

Ascaris lumbricoides

Trichuris trichiura

Clonorchis sinensis

Diphyllothrium Iatum

寄生虫卵

回虫卵

鞭虫卵

肝吸虫卵

広節裂頭条虫卵

不明虫卵

＾
ン
、
¨
）
　
　
　
＾
つ
´
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
． 」
、

．
〉

一

‐５

２０

２

１

６

一
４４

９

２４

3       33

Unknown eggs

Total

試料 l cm3中 の寄生虫卵密度
・
５

伊

0.7

×10

1.4

×10

2.1

×10

4.0

×102

4.1

×102

明らかな消化残澄

占する。2・ 3は花粉密度が非常に低 く、ほとんど検出されなかった。

4)寄生虫卵分析 (図 50、 表 12、 写真 11・ 12)

i)原理

人・動物などに寄生する寄生虫の卵殻は堆積物中に残存じやすい。人が密度高く居住すると周囲の

寄生虫卵の汚染度が高くなる。また、 トイレ遺構等の糞便の堆積物では寄生虫卵密度が高く、他の堆

積物と識別することができトイレ遺構を確認することも可能である。さらに、寄生虫の特有の生活史

や感染経路から食物を探ることもできる。寄生虫卵類似の胞子や土壌生物の卵もあり、同定も難しい。

ii)方法

微化石分析法を基本に以下のように行った。

l.サ ンプルを採量する。

2.脱イオン水を加え撹拌する。

3.飾別により大きな砂粒や木片等を除去し、沈澱法を施す。

4.25%フ ッ化水素酸を加え30分静置 (2・ 3度混和 )。

5。 水洗後サンプルを2分する。

6.2分 したサンプルの一方にアセトリシス処理を施す。

7.両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作成する。

8.検鏡はプレパラー ト作成後直ちに、生物顕微鏡によって300～ 1000倍で行う。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、1500rpm、 2分間の遠心分離を行つた後、上澄みを捨て

るという操作を3回繰返して行った。

iii)結果

a)分類群

出現した寄生虫卵は 5分類群である。これらの学名と和名および粒数を表12に示し、 l cm3中 の寄

生虫卵数を図50に 示す。出現した分類群は写真に示した。

。回虫 Ascarlis fυ
"昴
cOlides

回虫は世界に広く分布し、現在でも温暖・湿潤な熱帯地方の農村地帯に多く見られ、卵には受精卵

と不受精卵がある。遺跡の堆積物の分析では、堆積年数や薬品処理のため、受精卵と不受精卵の区別

は不明瞭である。比較的大きな虫卵で、およそ80× 60μmあ る。楕円形で外側に蛋白膜を有し、胆汁
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試料5‐ 1

ヨtオ斗5‐2

訪tオ斗5‐3

試料5‐4

3tオ斗5‐5

1.0

×104
個/m3

図50 SE801寄 生虫ダイアグラム

色素で黄褐色ないし褐色を呈する。糞便とともに外界に出た受精卵は、18日 で感染幼虫包蔵卵になり

経口摂取により感染する。

・鞭虫 師働口Is面
“

ゴura

鞭虫は世界に広 く分布し、現在ではとくに熱帯・亜熱帯の高温多湿な地域に多く見られる。卵の大

きさは50× 30μmで、レモン形あるいは岐阜ちようちん形を呈する。卵殻は厚く褐色で両端に無色の

栓がある。糞便とともに外界に出た虫卵は、 3～ 6週間で感染幼虫包蔵卵になり経口感染する。

・月干吸虫  αο■orttFs sfnensis

肝吸虫はアジア地域に広く分布し、特に中国 。日本・ベ トナム・韓国に多い。日本では岡山県南部・

琵琶湖沿岸・八郎潟・利根川流域などが流行地として知られている。虫卵はおよそ30× 16μmで、な

すび型を呈し、一端に陣笠状の小蓋を有する。卵殻の表面には亀甲状の紋理を認める。糞便とともに

外界に出た虫卵は、水中で第 1中間宿主のマメタニシに食べられ、セルカリアになり水中に遊出し、

第 2中間宿主のモッゴ。モロコ・コイ・フナ・タナゴに侵入してメタセルカリアとなり、魚肉ととも

にヒトに摂取され感染する。

。広節裂頭条虫 Dゎ■yffο b引噺um faturn

広節裂頭条虫は北半球に分布し、特に北欧 。北米 。東北アジア地域に多い。卵の大きさは、66～

75× 45～ 53μmで楕円形、小蓋がある。ケンミジンコ類などの第 1中間宿主を経て、第 2中間宿主の

マスやサケの生食によつて感染する。

・不明虫卵

淡黄色、小蓋がある。土壌生物の卵の可能性もある。

b)寄生虫卵群集の特徴
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表13 SE801種 実同定結果
分類群

学名 和名 試料 2 試料 3 試料 4  試料 5‐ 1 試料 5-2  試料 5‐3  試料 5‐4  試料 5‐ 5

Ａｒｂ。ｒ　血一

樹木

キイチゴ属

Herb

Oryza sativa L.

Gramineae

Carex

Cyperaceae

Chenopodium

Mollugo pentaphylla L.

Caryophyllaceae

Oxalis

Perilla

Solanum nigrumL.

Cucumis melo L.

草本

イネ

イネ科

スゲ属

カヤツリグサ科

アカザ属

ザクロソウ

ナデシコ科

カタバ ミ属

シソ属

イヌホオズキ

ウリ類

果実

果実

果実

果実

果実

種子

種子

種子

種子

果実

種子

種子

穎

炭

穎

+(破片) +(破 片)

7     1
6

１

　

１

‐２

３

３

３７

‐

‐

６３

‐８

‐５

３

　

４０

‐

５

１

‐５

４

２

２９

　

３

４

含 耐 17 84         57         66        65

(試料5‐4は 200cln3中 0.25m飾。その他は100cln3中 0.25null師。)

5-3～ 5では回虫卵・鞭虫卵が比較的多く検出され、5-4は堆積物 l cm3中に約5000個 の寄生虫卵密度

があり、回虫卵・鞭虫卵のほか、肝吸虫卵 。広節裂頭条虫卵が検出される。なお、明らかな消化残査

は検出されなかった。

5-1・ 2は寄生虫卵密度が低く、回虫卵・鞭虫卵が検出されたが、明らかな消化残査は検出されなかっ

た。4は寄生虫卵密度が低く、回虫卵が検出されたが、明らかな消化残査は検出されなかった。2・ 3

は寄生虫卵および明らかな消化残査は検出されなかった。

5)種実同定 (図 51、 表13、 写真13)

i)原 理

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

ii)方法

試料 (堆積物)に以下の物理処理を施して、抽出および同定を行った。

1.試料20cm3に水を加え放置し、泥化を行う。

2.攪拌した後、沈んだ砂礫を除去しつつ、0.25nlmの飾で水洗選別を行う。

3.残澄を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実の同定計数を行う。

同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い、結果は同定レベルによって科・属・種の階級で

示した。

iii)結果

a)分類群

樹木 1、 草本11の計12が同定された。学名・和名および粒数を表13に示し、主要な分類群を写真

13に示す。100cm3中の種実数を図51に示した。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

キイチゴ属 Rubus 核 バラ科
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草本

島tオ斗2

試料3

試料4

試料5‐ 1

3tオ斗5‐ 2

誌tオ斗5‐3

試料5‐4

誌tオ斗5‐5

0.-rr--10 
rml (試料200cc中 0.25111111飾別)

図51 SE801種 実ダイアグラム

淡褐色でいびつな半円形を呈す。表面には大きな網目模様がある。

〔草本〕

イネ oryza sa″ ya L。 穎

穎は茶褐色で扁平楕円形を呈し、下端に枝梗が残る。表面には微細な顆粒状突起がある。完形のも

のは無かった。

イネ oryza sa″ ya L.果実 イネ科

炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、胚の部分が凹む。表面には数本の筋が走る。

イネ科 Gramineac 穎

灰褐色～茶褐色で紡錘形を呈す。腹面はやや平ら。背面は丸い。

スゲ属 Carex 果実 カヤツリグサ科

茶褐色で倒卵形、扁平である。果皮は柔らかい。

カヤツリグサ科 Cyperaceac 果実

茶褐色でやや狭い倒卵形を呈す。断面は両凸レンズ形である。

黄褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。

黄褐色で広倒卵形を呈す。断面形は片凸レンズ状である。基部に針状の付属物をもつ。

茶褐色で倒卵形を呈す。断面は三角形である。

アカザ属 ac■ Opodli口
“
 種子 アカザ科

黒色で光沢がある。円形を呈し、片面の中央から周縁まで浅い溝が走る。

ナデシヨ科 CaryOphyllaceac 種子

黒色で円形を呈し、側面に踏がある。表面全体に突起がある。

林
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第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

カタバミ属 Oxals種子 カタバミ科

茶褐色で楕円形を呈し、上端がとがる。両面には横方向に6～ 8本の隆起が走る。

シソ属 Peri■fa 果実 シソ科

茶褐色で球形を呈し、下端に磨がある。表面には大きい網目模様がある。

イヌホオズキ Sο fan口
"口
なrum L.種子 ナス科

黄褐色で扁平楕円形を呈し、一端に凹んだ暦がある。表面には網目模様がある。

ウリ類 Ocυ扇s mefο L.種子 ウリ科

淡褐色～黄褐色で長楕円形を呈し、上端は「ハ」字状に凹む。

表14 SE801珪 藻分析結果

分類群           試料 2試料 3試料 4試料 5-1試料 5-2試料 5‐3試料 5‐4試料 5-5

貧塩性種 (淡水生種 )

Ac力″御
"力

es rarlccο′ara

Arllρ力οr4o cOρυねra l

3

2

1

3

1

4

1

Arllρ力οrrt r10nfana          16  7       3       24   5
Cocconeis placentula

Cymbella tumida

Cymbella turgidula

Epithemia adnata

Eunotia minor

Eunotia zygodon

Frustulia vulgaris 3

Gomphonema angustatum I
Comphonema augur v. tunis I

藤下によると小粒種子(雑草メロン

型)、 中粒種子 (マ クワウリ・シロウ

リ型)、 大粒種子 (モモルデイカ型)が

1 
ある[テ藤下1984]。

b)種実群集の特徴

1     5-3～ 5ではカタバミ属とアカザ属

3 が多い。他にイネ・イネ科・アカザ

属・ザクロソウ 。シソ属・イヌホ

オズキ・ウリ類・ナデシヨ科 。カヤ

カタバミ属が続く。ほかにキイチゴ

6  1      属・アカザ属・ザクロソウが検出さ
1

1 
カザ属 。ザクロソウ。ナデシヨ科・

Gomphonema gracile

Gοmρ力οnema pscυあattur      2    4         ツリグサ科・スゲ属が出現する。

肋πるoわねarllp力わψ     32 49  1  46    29  77  5-2で はナデシヨ科が極めて多く、
Navrcυ′ac。
"rcnra                2   2           2           6

飽;[illll:v.κ n"cοsa     I    T    4  ]れ る。5-1では少なくなり、イネ・ア

Navicula cryptocephala I
Navicula cryptotenella t
Navicula cuspidata

Navicula elginensis

Navicula pupula

Neidium bisulcatum

Nitzschia palea 23

N itzschia terrestns

Pinnul ari a acrosphaeri a

Pinnularia appendiculata

Pinnularia borealis

Pinnularia gibba 2

R ho i c os p he n i a abbre v i ata

Stauroneis nobilis

S tau ro ne i s p hoe n i cente rcn

Suirella angusta i

合  計

Nitzschiabrevissima 3 2 I I

Nirzschiacrausii 3 2 /lltfiEirtA'H5tL6"

Pinnularia ntajor I
Pinnulaia microstauron 24 4 3 14

Pinnularia premicrostauron I

Pinnularia schroedeii I
pinnurariasubcaDitata rr 2 r 3 6)siFrr'tf'(E]52. t14. ryHI4)

11      1

1    2～ 4では検出されないか極めて少
1

5    な く な り 、 2・ 4か ら ザ ク ロ ソ ウ の み
2    1    6            1

が検出される。

0   140   106      3     105      2     108    101
海水域から淡水域のほぼすべての水

i)原理

1     珪藻はおもに水域に生息する珪酸
Tabellaria fenestrata-flocculosa I

t-'{- +tki'}Ei rie--irxeffi) a+Ngft H -f 6 H#HEA1 EWC b v) ,
Creoneis scntcllum | |

未同定 0    20    11      0      6      0      8      23

~舗
品3F晩戯奮正

~~~面 ~τ
.「

~41~~漁 ~~三
卜
~百
.「
―
..デ
~イ
♀ 域に生活し、湿つた土壌・岩石・コ

完形投保存率(%)  0.086.576.0~ζ 品
~~6」
3~~語 .「

~員
.F~孔
= 
ケの表面にまで生虐、する。塩分濃

-96-



寄生虫卵

不
明
虫
卵

―
¬

■

―

―

―

＼

/
0   40個 /cm3
l  l  l

試
料
ｌ

ｃｍ
中
の
寄
生
虫
卵
密
度

広
節
裂
頭
条
虫
卵

肝
吸
虫
卵

鞭
虫
卵

回
虫

卵

試料2

試料3

試料4

試料5-1

尋t半斗5‐2

誌t半斗5‐3

試オ斗5‐4

3t*斗 5‐5

1.0

個/m3

図52 SE801珪 藻ダイアグラム

度 。酸性度・流水性などの環境要因に応じてそれぞれの種類が固有にまたは許容範囲をもって多重な

環境要因に生育する。珪酸の被殻は死後、堆積粒子として堆積物中に残存する。堆積物より検出した

珪藻遺骸の種類構成や組成は当時の堆積環境を反映し、水域の環境を主とする古環境の復元に用いら

れる。

ii)方法

試料には以下の物理化学処理を施し、プレパラートを作成した。

1.試料から l cm3を秤量する。

2.10%過酸化水素水を加え、加温し反応させながら、 1晩放置する。

3。 上澄みを捨て、細粒のコロイドおよび薬品の水洗を行う。水を加え、1.5時間静置後、上澄み

を捨てる。この操作を 5、 6回繰 り返す。

4.残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴下し乾燥させる。マウントメディアによって封入

しプレパラートを作成する。

プレパラートは生物顕微鏡で600～ 1500倍で検鏡し、直線視野法により計数を行う。同定 。計数は

珪藻被殻が100イ固体以上になるまで行い、少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行っ

た。

iii)結果

a)分類群

試料から出現した珪藻は、貧塩性種 (淡水生種)44分類群、真―中塩性種 (海―汽水生種)1分類群で

ある。計数された珪藻の学名と個数を表14に示す。また珪藻総数を基数とする百分率を算定したダイ

アグラムを図52に 示す。
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第Ⅲ章 遺構と遺物の検討

以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記す。

〔貧塩性種〕

Amp力ora copufara、 Amphora mο nta″ a、 COccο ncis pfacenι口fa、 ぉ mbc〃 a lurguiduFa、 E"コ0″a mlinor、

flusfu″ av"fgaruis、  Gοmphοnema p鰤口Jum、 Gomphof2emapseudο augurN「ar71zsc力fa amphゴοxys、 Naガcufa

conteコ la、 Na西 cura cuspuidala、 NaЙ cufa mυ″ca、 NaЙcuFa muJca v.ventrlicosa、 N■雰c力fa bre西 sslma、

Nlilzsc力fa clausff、  N■lzsc力 fa palca、  PJnf2υ farfa appendicuFara、  Puin■ IIrarfa boreaffs、  Pゴ″コロfaruia

rnicrosね uron、 月ЛЛuFtta subcapui″

“
〔真一中塩性種(海―汽水生種)〕

Cοcconcls scure″ um

b)珪藻群集の特徴

5-2～ 5では陸生珪藻の比コrzs“ fa aη

"foxySが

優占し、NaЙcυfa mu″ca、 Amphora m"larlaな どが伴

われる。5-4で は、止水性種のΠmuJがa mfcros″ urop、 不定性のM″s“fa palcaな どの出現率がやや高

い。5-1・ 3では珪藻密度が非常に低く、ほとんど検出されない。

3・ 4では、陸生珪藻のHan″s“fa amphJoxysの 出現率が高く、流水性種のGomphof2cma pary口 fum、

止水性種のΠmuFarlia mfcros″ uror2がおもに伴われる。両試料ともすべて貧塩性種 (淡水生種)で占めら

れた。2は珪藻は検出されなかった。

7)考察

SE801の堆積物の各遺体群集は、下位より概ね 5区分の変遷を示す。区分ごとに植生と環境の復元

および堆積物の成因等の検討を行う。

i)試料5-3～ 5

花粉ではイネ属型を含むイネ科が優占し、水田雑草のミズアオイ属が伴われる。種実では路傍など

乾燥した人里に生育するカタバミ属とアカザ属が多い。珪藻では陸生珪藻が優占するか、ほとんど検

出されない。寄生虫卵は比較的多い。また、花粉群集は風媒花植物がほとんどを占め、やや広域の植

生を反映しているとみなされる。井戸等の深い遺構の下部は光があまり届かず、光合成を行う植物の

珪藻は生育しにくいことから、遺構の上部や周囲からもたらされた遺体と考えられる。以上から、周

辺には水田が分布していたが、堆積地点の周囲は比較的乾燥し、人里植物が生育していたことが示唆

される。寄生虫卵が比較的多いが、花粉群集と種実群集には糞便堆積物特有の食用となる分類群の優

占は認められず、直接的な堆積ではなく汚染と考えられる。堆積地点の近隣に汚わいの投棄場所があつ

たか、他の遺体も含め遺構の時期より下位の堆積層からの再堆積の可能性もある。

なお、5-3で はヨナラ属アカガシ亜属に加えスギが多いが、植生の変化の反映より、季節的な要因

を反映している可能性がある。

ii)試料5-2

花粉ではアブラナ科が優占し、種実ではナデシヨ科とカタバミ属が多い。寄生虫卵はきわめて少な

く、珪藻では陸生珪藻が優占する。アブラナ科は集合花序であり比較的花粉が多いが、虫媒花植物で
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第2節 長原遺跡SE801における環境考古学分析による検討

あることから、ナデシヨ科やカタバミ属とともに堆積地点に近接して生育していたとみなされる。寄

生虫卵はあまり検出されず、ほとんど汚染を受けていない。珪藻は湿つた環境に生育する陸生珪藻が

おもで、遺構の上部からもたらされたものと考えられる。

iii)試料5-1

花粉ではイネ科が優占し、種実はザクロソウやカタバミ属が少数検出される。寄生虫卵と珪藻はほ

とんど検出されない。また、花粉群集ではコナラ属アカガシ亜属の樹木花粉の出現率が高く、種実・

寄生虫卵・珪藻があまり検出されないことから、周囲からの落ち込みが少ない堆積であった可能性が

高い。

iv)試料3・ 4

花粉ではヨモギ属とイネ科が優占する。種実と寄生虫卵はほとんど検出されず、珪藻は陸生珪藻に

流水性種・止水性種が伴われる。周囲はヨモギ属やイネ科が生育し、比較的乾燥した環境が示唆され

る。堆積地点は湿地から浅水域であり、流水の影響が認められるため、河川系からの流れ込みがあっ

たとみなされる。

v)試料2

花粉 。種実・珪藻・寄生虫卵の各遺体ともわずかか、検出されないかであり、乾燥した堆積環境が

示唆される。

8)ま とめ

SE801の下部堆積物のサンプルである5…3～ 5では寄生虫卵が多い特徴を示すが、花粉群集と種実群

集は糞便堆積物の特徴を示さず、汚染と考えられた。周辺には水田が分布していたとみられるが、堆

積地点の周囲は比較的乾燥し、カタバミ属やアカザ属などの人里植物の生育が示唆された。5-2で も

アブラナ科・ナデシヨ科・カタバミ属の人里植物の近接した生育が示唆された。上部に向い5-2～ 4で

はヨモギ属などが多くなり、周囲は乾燥化が著しくなる。井戸は河川系からの流れ込みのある湿地か

ら浅水域となった後、乾燥した環境になった。

以上、SE801の下部堆積物は寄生虫卵が多いが、他の遺体群集および上位における変遷を考慮して、

汚染とみなすのが妥当と判断された。
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第 3節 木製品の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

1)試料

試料は、NG02-1次調査出土の木製品2点とNG02-5次調査出土の木製品 5点の合計 7点であ

る。前者は保存処理済の資料から直接切片を作成し、後者は数llm角の木片を採取して試料とする。各

試料の詳細は、樹種同定結果とともに表15に記した。

2)分析方法

NG02-1次調査出土の2点は、木取および加工痕の状況から、本国と板目の切片が採取できず、

柾目面のみ切片を作成した。NG02-5次調査出土の5点の木片は、剃刀の刃を用いて木口(横断面)。

柾目(放射断面)。 板目(接線断面)の 3断面の徒手切片を作成した。各切片をガム・クロラール(抱水

クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・蒸留水の混合液)で封入し、プレパラートを作成した。

作成したプレパラートは、生物顕微鏡で木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。

3)結果

樹種同定結果を表 7に示す。木製品は針葉樹 2種類 (モ ミ属・ヒノキ)と 広葉樹 3種類 (ヤ ナギ属 。

コナラ属コナラ亜属コナラ節・コナラ属アカガシ亜属)に同定された。各種類の解剖学的特徴等を記

す。

。モミ属(Abies)  マツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成され、早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は

狭い。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は粗く、じゆず状末端壁が認められる。分野壁孔

はスギ型で 1分野に1～ 4個。放射組織は単列、 1～ 20細胞高。

・ヒノキ((3ねmaccypが s οblusa(Sieb.et Zucc。)Endlcher)  ヒノキ科ヒノキ属

試料はいずたも柾目面のみの観察。軸方向組織は仮道管を主とし、晩材部付近に樹脂細胞が認めら

れる。晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限つて認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、

柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で、 1分野に1～ 3個。

・ヤナギ属 (Sa放)  ヤナギ科

散孔材で、道管は単独または2～ 3個が複合して、年輪全体にほぼ一様に散在し、年輪界付近でや

や管径を減少させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、 1～

15糸田用2再封。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Qυercus subgen.L"〃 obaFanus sect。 ルinus)  ブナ科

環子L材で、子L圏部は 1～ 2列、孔圏タトで急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合
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第3節 木製品の樹種

放射組織とがある。

・コナラ属アカガシ亜属 (Qucrcus subgen.のdObaFanopsis)  ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高のものと複合放射組織とが

ある。

4)考察

NG02-1次調査で出土した飛`鳥～奈良時代の人形と、奈良時代の曲物蓋・底板の可能性のある円

板は、いずれもヒノキに同定された。この結果は、これまで確認されてきた人形や曲物底板の使用樹

種において針葉樹の使用例が多く、特にヒノキが多い傾向[島地謙 。伊東隆夫1988]と も一致する。

ヒノキは木理が通直で割裂性が高く、楔等を利用することで容易に板材をつくることが可能である。

また、耐水性にも優れており、これらの材質が利用された背景に考えられる。

NG02-5次調査の第8層最下部以下から出土した飛鳥時代以前の農具未製品は、半割材を加工し

た板状を呈する。樹種は常緑広葉樹のアカガシ亜属であった。アカガシ亜属は、農具では鍬・鋤類や

堅杵等に多く確認されている[島地・伊東1988]。 重硬で強度が高い材質を利用したことが推定され、

今回についても同様のことが指摘できる。同じく第8層最下部以下から出土した多枝付き木製品の樹

種は針葉樹のモミ属であつた。多枝付き木製品の性格については第 2章第 2節にあるように慎重に検

討する必要があるが、蓋の樹種については大阪府下田遺跡でカヤ、滋賀県松原内湖遺跡でモミ属が確

認されている。

第8層最下部出土の杭材は広葉樹のヤナギ属であつた。ヤナギ属は軽軟で保存性が低く、特定の用

途に利用されるような傾向は見られない。河川沿いの低地などに普通に見られる種類であり、周辺に

生育していた樹木を利用したことが推定される。

第9i層 から出土した日盛板は、モミ属であつた。類品の樹種同定を行った例が少ないため木材利用

の詳細は不明であるが、板状を呈することから割裂性が高く、板状の加工が容易な木材を選択した可

能性がある。

第9ii層から出土した樋状木製品は、樹芯側の面が扶れて横断面がV字状になるが、端部では掘り

込みがなく、逆にミカン割材のように樹芯近くまで残存し、断面が菱形状になる。樹種は、広葉樹の

コナラ節であつた。コナラ節の木材は重硬で強度が高いことから、そうした材質を利用したことが推

定されるが、類品の樹種を明らかにした例がほとんど無いため詳細は不明である。

表15 NG02-1・ 5次調査出土木製品の樹種
調査次致 製品名 番号 出土遺稽・層恒 時  代 樹  411i

NG02-1 人形 NR501以下 飛鳥～奈良時付 ヒノキ

円形板 NR501(5面層 ) 奈良時代 ヒノキ

NG02-5 農具未製品 第 8層最下部以下 飛鳥時代以前 コナラ属アカガシ亜属

多板 4寸 さ本製品 第 8層最下部以下 飛鳥時代以前 モミ属

杭 第 8層最下部 古墳時代後期～飛鳥時代 ヤナギ属

目盛板 第 9 層 古墳時代中期 モミ属

桶状製品 第 9 層 古墳時代中期 コナラ属 コナラ亜属コナラ節
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第 4節 長原遺跡 (NG02-105次 )調査出土の動物遺存体について

宮路淳子 。松井章(独立行政法人奈良文化財研究所)

1)は じめに

今回報告するのは長原遺跡NG02-1・ 5次調査で出土した動物遺存体である。資料はいずれも発

掘時に肉眼観察によって取上げられたものであり、土壌サンプリングおよび水洗選別は行っていない。

分析の結果、以下の哺乳類 2種が同定された。

ウシ Bοs■urus

ウマ E9υ uS caba″ us

2)NG02-1次調査

i)資料の出土状況

NG02-1次調査では奈良時代の流路であるNR501の埋土 (第 5層 )や、飛`鳥時代の河成層である第
6′層から動物遺存体が出土した。資料は破片数で24点で、その内訳はウシ(Bοs Taurus)6点 、ウマ

(E9口 us cabarFus)H点 、ウシかウマに相当すると考えられる椎骨 。四肢骨の破片 7点である。

ii)出土した動物の概要 (表 16)

口甫孝日岡

ウシ Bοs Taυtts

破片数で 6点出土している。部位は撓骨 3点 (右 2、 左 1)、 中足骨 1点 (右 1)、 遊離歯 2点で

ある。撓骨R204は最大長281.411mを測り、体高を約120-125cm前後と復元することができる[久

保和士・松井章1999]。

ウマ E9υυs caba″us

破片数で11点出土している。部位は上腕骨 1点 (右 1)、 大腿骨 2点 (右 1、 左右不明 1)、 中節

骨 1点 (右 1)、 末節骨 1点 (右 1)、 胸椎 1点、遊離歯 5点である。

iii)考察

今回分析を行った動物遺存体の大部分は、奈良時代の流路であるNR501か ら出土したものである。

NR501は東接するNG01-14次調査で検出された流路NR501の続きとみられるが、同遺構からは大

量のウシ・ウマの骨が出土しており[宮路 。松井2004]、 今回出土した動物遺存体も一連のものと捉

えることができる。

一方、第 6′ 層はNG01-14次調査で検出された飛`鳥時代の流路NR702と 連続する流路内堆積層と

考えられる。同層出土資料は飛`鳥時代から奈良時代にかけて、ほぼ同じ地点に投棄され続けたウシ・

ウマの骨の性格や、その時期的な変遷を検討する上で重要な意味をもつ。
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第4節 長原遺跡(NG02-1・ 5)調査出土の動物遺存体について

3)NG02-5次調査

i)資料の出土状況

NG02-5次調査では、古代から中世にかけての包含層である第4b～ 7層 から、破片数で8点の動

物遺存体が出土した。その内訳はウマ(E9υ us caba″us)5点 、ウマまたはウシ(3οs Lurus)3点 である。

ii)出土した動物の概要 (表 17)

口南予L糸岡

ウマ E9口 uS cabaf′ us

破片数で 5点出土している。部位はすべて遊離歯 (臼歯破片、上顎左 2、 左右不明 2)である。

また、ウシかウマに相当すると考えられる3点は遊離歯の破片である。

(凡例 )

表の記号は以下を示す。

po:近位端 p:近位 ms:骨幹 d:遠位 do:遠位端 CM:切痕 TM:噛 み痕 BM:焼け痕 (0は なし、 1は有り)
GL:最大長 Bp:近位端幅 Bd:遠位端幅 BT:滑車部幅 SD:骨 幹最小幅(単位はmln)

表16 NG02-1次調査出土の動物遺存体一覧表
R番号 遺構・層位 同一個体 卜分類 part portion L/R teethrow CM TM BM GL(mln)

R204 NR501 ウ シ 撓骨 1 1 1 1 1 0 0

R169 NR501・ 第6′層 ウ シ 撓骨 1 0 1 1 0 0 0

R169 NR501・ 第6′層 ウ シ 撓骨 1 0 1 1 0 0 0

R244 NR501(底部) ンヽ 遊離歯 上顎 A/12 1 0 0

R223 第 6′‖層 ウ シ 遊離歯 上顎 1 0 0

R213 NR50 (第 5ih層 )・ 6′層 ンヽ 中足骨 0 0 1 0 1 0

R169 NR50 。第6′層 ウ マ 上腕骨 1 0 1 0 0

R189 NR50 (第 5i‖層) ウ マ 大腿骨 0 0 0 1 0 0

R189 NR50 (第 5iH層 ) ウ マ 大腿骨 L/R 0 0 0 1 0 0 0

R204 NR50 A ウ マ 中節骨 1 1 1 1 1 1 0 0 0

R204 NR50 A ウ マ 末節骨 1 1 1 1 1 】 0 0

R359 NR50 (底部 ) ウ マ 胸椎 1 0 0 0

NR50 (底部) ウ マ 遊離歯 下顎 R Ⅳll 1 0 0 0

NR50 (第 5iH層 ) ウ マ 遊離歯 下顎 R M2 1 0 0 0

NR50 (底部 ) ウ マ 遊離歯 L顎 L 臼歯 1 0 0 0

第 6′ ii層 ウ マ 遊離歯 下顎 L M2 l 0 0

第 6′層 ウ マ 遊離歯 上顎 L 臼歯 1 0 0 0

NR501(第 5iH層 ) ウシ/ウ マ 椎 骨 破片 0 0 0

NR501(第 5i 層 ) ウシ/ウマ 四肢骨 破片 0 0

R NR501・ 6′層 ウシ/ウマ 四肢骨 0 0

NR501・ 第 6′ lL71 ウシ/ウ マ 四肢骨 0

NR501・ 第6′層 ウシ/ウ マ 四肢骨 0 0

R NR501・ 第6′層 ウシ/ウ マ 四肢骨 0 0

R210 第6'1li層 ウシ/ウ マ 四肢骨 0 0

表17 NG02-5次調査出土の動物遺存体一覧表
R番号 遺構  層位 同一個体 小分類 pa rt port l on L/R teethrow exls

tance p CM TM BM GL(mln)

R56 第6b層 ウマ 遊離歯 上顎 L/R 臼歯 1 0 0

R56 第6b層 ウ マ 遊離歯 上顎 L/R 自歯 1 0 0

R59 第6b層 ウ マ 遊離歯 破片 臼歯 1 0 0 0

R62 第6b層 ウ マ 遊離歯 上顎 L 臼歯 1 0 0 0

R63 第7層上面 ウ マ 遊離歯 上顎 L 自歯 】 0 0 0

R80 第7層 ウマ/ウシ 遊離歯 破片 1 0

R80 第7層 ウマ/ウシ 遊離歯 破片 1 0 0 0

第4b～ 5層 ウマ/ウシ 遊離歯 破片 1 0 0
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別表2 長原遺跡の標準層序

←:上面検出遺構 ↓:下面検出遺構 ▽:地層内検出遺情 cb tt sL土壌

[趙哲済 2001]に 一部加筆
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と  が  き

近年、発掘調査結果の報告に当り、自然科学分野の分析を積極的に活用することが一般的

となってきました。今回の調査でも、古墳時代の溝群や弥生時代の井戸について、栽培植物

種子の検出等を目的としていくつかの自然化学分析を行っています。井戸の土壌サンプルか

らはエゴマ・メロン類・ヒョウタン類など栽培種を含む多量の植物種実が見つかりました。

弥生時代の人々はそうした栽培種をどこから持ち込み、またどのように育てていたのか、好

き嫌いや調理方法はどうだったのか、興味は尽きません。

今回の調査や報告書作成に当り、多分野にわたる研究者の皆様の参加とご尽力を賜つたこ

とに御礼申し上げますとともに、今後、得られた成果を社会に還元できるよう、努力して参

る所存です。

(積山洋)
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Notes
The following symbols are used to represent

archaeological features, and others, in this text

SB

SD

SE

SK

SP

SX

Building

Ditch

Well

Pit

Posthole

Other feartures
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ENGLISH SUMMARY

Outline of the investigation
In this volume, we report results of the excavations undertaken at the northeastern sector

of the Nagahara site in fiscal 2002 prior to the land rezoning in Eastern Nagayoshi, located in
the southeast of Osaka City, Japan. Two excavations, NG02-L and NG02-5,were carried out

between June and following March in fiscal 2002, covering approximately 760 square meters.

Results of the investigation
1. The Jomon Period

A natural river, which seemed to be part of the same stream as the one excavated at the

neighbouring trench (NG97-12), was unearthed (NG02-5). Several pieces of Satogi- [ type

pottery were found from the upper layer, which dated to the latter half of the Middle Jomon

Period. Thus, the river had been filled presumably by the former half of the Middle Jomon

Period.
2. The Yayoi Period

The archaeological features of the Middle Yayoi Period consisted of a pit house , well, pits

and ditches were found at NG02- 1. According to the results from this investigation and the

preceding investigations, the trench is located at the northeastern edge of the settlement area

in that period. From the soil sample of the well, seeds of various useful plants and those for
the cultivation were recovered in good condition. Ditches, a natural river, and a baulk of wet-

rice fields from the Early to Middle Yayoi Period were found at NG02-5.

3. The Kofun Period

A cluster of ditches from the Middle to Late Kofun Period(Nc02-1). was found. Follow-
ing the combined analysis of diatom, opal phytoliths, pollen, seeds and insect remains, the

function of the ditches was examined, including a possibility of the 'dry' cultural or horticul-

tural fields. A baulk of wet-rice fields of the Early Kofun Period was excavated. Wooden

objects, such as parts of a loom, were found from the Middle Kofun Period layer in the damp

environment (NG02-5).
4. From the Asuka Period to the Nara Period

A natural river, which seemed to be part of the same stream as the one excavated at

neighbouring trench (NG01-14), was unearthed (NG02-1). A large quantity of artefacts, in-
cluding pottery, wooden goods, a bronze coins 'Wado-kaichin' and some animal remains,

were found from the river.
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